

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生まれて初めて知覚したのは、広大な虚こ空くうだった。

　同時にその真っ白い無はまた、とてつもない孤独でもあった。

　視覚で捉とらえていた訳ではない。たぶん、未いまだ自己の貌かたちすら認にん識しきできていない状態で、蒸留器レトルトにゆらめく魂が感じた心象風景だったのだろう。

　白。何もない、果てすらない広大な虚うつろ。

　その中にあってぽつりとたったひとりで在る自分。

　それが恐く、寂しく、悲しかった。

　もし、現世へ生うまれ出いでる前の魂が集つどう部へ屋やのようなものがあるとして──幽かくり世よのどこかで、人は人同士、獣けものは獣同士、魚は魚同士、虫は虫同士、それぞれ個別の場所で同族の魂たちが仲良く誕たん生じようまでの順番待ちをしているとして。身体からだを得る前の自分はきっと、広大な部屋をたったひとりで割り当てられていたのだろう。

　人の部屋には入れない。獣の部屋にも入れない。魚の部屋にも入れない。虫の部屋にも入れない。だから新しい部屋に最初のひとりとして放り込まれたのだ。何故なぜなら自分は世界で初めて造られた、先に同族のないまったく新種の生物──人造人間ホムンクルスという存在だったのだから。

『霧フオグ』とはよく言ったものだと思う。

　霧きり。包まれれば視界は真っ白で周囲が見えず、その中にぽつんと孤独にいる、あの感覚。自己の根源に在る心象風景がそのまま名をも示しているとは、何と出来すぎた皮肉だろう。

　孤独は、生まれ落ちてからもずっと付きまとっていた。

　当然のことながら、愛情を注いで育ててくれる両親などいない。フォグを創つくり出した男であるローレン＝エヌ＝コーンフィールドは、そういう意味で『親』と呼べる存在ではなかった。身体を得てから一年半ほど共に過ごしたが彼に関する記き憶おくは朧おぼろで、印象そのものが薄うすい。自我を得て間がなく赤あか子ごのような状態だったせいもあるだろうが、あの頃ころの風景はまるで虫に食われた手紙のように、欠落だらけの断片的な風景としてしか思い返せずにいる。

　そしてどの欠片かけらを拾い上げても、自分が愛されていた記憶はないのだった。

　妹弟と言うべき、同じ人造人間ホムンクルス──『ローレンの雛ひな』たちも、孤独を慰なぐさめてくれはしなかった。当たり前だ。何せフォグは彼女たちの存在を、あらかじめ脳内に刻み込まれた初期情報としてしか知らなかったのだから。

　自分を含めて全部で四人いること。各人が『第一円カイナ』『第二円アンテノラ』『第三円トロメア』『第四円ジユデツカ』と、嘆きの川コキユートスに因ちなんだ個別の称号を与えられていること。わかっているのはそのふたつだけだった。これでは書物で読んだ知識と変わりないではないか。顔も名も知らない相手に愛情を感じるはずもなく、ましてや孤独を癒いやしてくれる訳もない。

　親であるローレンとの別れは、彼の処刑によって訪れた。

　禁断の術じゆつに手を染め、人造人間ホムンクルスを創成した罪──実際に生まれていた自分たちのことは秘されていたから、対外的には『創成しようとした罪』だったが──とにかく彼は国によって斬ざん首しゆされた。何故なぜ研究が露ろ見けんしたのか、どうやって捕ほ縛ばくされたのかは不明だった。彼は国内でも有数の煉れん術じゆつ師しでもあったから逃げようと思えば逃げられたはずだし、本気で抵抗すれば王属軍や警察軍ヤードをまるごと退けることもできただろうに。

　ことによれば彼なりの意図があって、自ら進んで城に出頭したのかもしれないとすら思う。何故ならフォグは、彼が処刑されるのとほぼ同時に王家の預かりとなったからだ──まるでそれが予あらかじめ決められた、筋書きであるかのように。

　もちろんローレンの頭の中など覗のぞけるはずもないから、ただの邪推に過ぎないが。

　ともあれフォグはその日から、王に飼われる身となる。

　はじめは軟禁状態だった。禁じられた方法で造られた生命であれば人の世に解き放つ訳にもいかず、人智を超えた高度な科学の結晶であるから殺してしまうには惜しい。どっちつかずなまま、国も扱いに困っていたようだ。自由は許されないが最低限の衣食住は保証された。頭ず蓋がいを割って薄うす切ぎりにした脳を顕けん微び鏡きようで調しらべられることはなかったが、時折呼び出されては身体からだを損ねない程度の実じつ験けんに付き合わされた。

　この時期に接していた人々のことを、フォグはほとんど記き憶おくしていない。ただ、ローレンの時と理由は異なる。自発的に覚える気がなかったのだ。

　たったひとりであるが故に発生する孤独とは逆に、遠巻きな衆人環視に置かれているが故に発生する孤独というものがあるのだと、フォグは学んだ。

　食事を持ってきてくれる侍女メイドが向ける、まるで置物を見るかのような、感情の一切込められていない視し線せん。研究者たちが向ける、まるで計算式を眺めているような、無む機き質しつの中に好奇心が込められた視線。どちらも、心が通じたと感じたことは一度もなかった。

「何かご所望のものはありますか」「本が読みたいです。哲学書を」「明日あしたお持ちします」。

「身体に変へん調ちようはないか？」「ありません」「体温、心拍数にも変化はなし、続行する」。

　人と話しているのに、冷え冷えとした。いや──話しているからこそ、相手が自分のことをどう考えているのかがわかってしまい、虚むなしさに心が冷えるのだ。

　できるだけ傷付かないよう、ぼんやりと過ごすことにした。人と相あい対たいしている時には意い識しき的てきに思考を鈍にぶらせた。まるで、頭の中に霧きりをかけているみたいに。




　だから。

　フォグはその日も同様に、心を閉ざしたままの状態で、その人の前に立った。




　生まれてから何年めだったろう。

　城に軟禁され始めてから何年めだったろう。

　やけに上等の服を着せられ──安物の貴族服だったがそれでも今まで与えられたものよりは遥はるかに質がよかった──厳いかつい兵士に両りよう脇わきと前後を囲まれ、初めて足を踏み入れた王宮内。通された執務室でフォグを待っていた青年は、リチャードと名乗った。

「きみがフォグか」

「はあ」

　茫ぼう洋ようと頷うなずいたのを、横にいた兵士たちがきつく咎とがめた。

「無礼であるぞ！」

「よい。下がれ」

　リチャードは眉まゆをひそめて制し、あまつさえ彼らに退出を促した。フォグを叱しつ責せきした者だけでなく、四人全員をだ。「危険です」「しかし……！」だのと渋っていた彼らは鋭するどい一いち瞥べつによって引き下がり、部へ屋やにはフォグとリチャード、ふたりきりになる。

　王弟は笑った。

　どこか人なつこい、それでいて哀れむような眼めで。

「きみに頼みがある」

　けれどその時のフォグは、彼の視し線せんと声音の持つ優やさしさに気付けなかった。

　他人に対して条件反射的に拒絶を示し、目の前にいる相手が何を考えているのかという想像を巡らせることを放棄する──自分へ無む機き質しつに接してきた侍女メイドや研究者たちと同じことを、いつの間にかしてしまっていたのだ。

　何らかの命令が下るのだろうと思い、無表情に続きを待った。

　が──、

「……どうやら、今のきみには無理なようだ」

　リチャードは何故なぜか、目をわずかに伏せるとかぶりを振る。

　振って、指先を眉み間けんに当てながら顔をしかめ、ひとりごちるように吐き捨てた。

「まったく、飼い殺しにもほどがある。保守派の老人どもめ、これでは彼女と同じ、蓋ふたをしただけではないか！　やはり無理を通してでも最初から私が……」

　忌いま々いましそうな口く調ちようを耳にし、フォグの心は微かすかに動いた。

　不意に、興きよう味みが湧わいたのだった。

　彼が顕あらわした、憎しみと呼ぶには些いささか稚ち気きじみていて、愚ぐ痴ちと呼ぶには嫌悪の深いその感情。

　何に対して怒っているのだろう。他人？　体制？　それとも自分？　或あるいは、それらをひっくるめたすべてに対してか。

　──後になって思い返してみれば。

　王弟は複雑に葛かつ藤とうしていたのだ。良心と打算、倫理と政まつりごととの挟はざ間まで。

　フォグと、それから『彼女』──はからずも王家の元に在るふたつの異質な存在を、果たしてどう処遇すればいいのか、という問い。軟禁したままに心を腐らせていくのは忍びない。さりとて外に出したとしても歩めるのは裏の道。どちらにしても人倫にもとる選択である。

　だがそのような同情、つまるところただの自己満足ではないか。くだらぬ感傷など切り捨て、禁忌として無む機き質しつに蓋ふたをするか、或あるいは道具として冷れい徹てつに運用するか、感情抜きに決断すべきではないのか……矛む盾じゆんめいて対立する感情がない交ぜとなって、彼に唇を咬かませていた。

　その葛かつ藤とうの根源にあるものが何なのか。

　当時はわからなかったが今ならばわかる。つまりリチャードが、『彼女』と、それからフォグを気き遣づかってくれていたということが。

　自分を気遣ってくれる人が自分に思いを向けていた。暖かな、それでいて少しの欺ぎ瞞まんも孕はらませた、決して高こう潔けつではない、だからこそありきたりな、当たり前の──感情。

　いや、当時の自分もきっと、心の奥では理解できていたはずだ。

　何故なぜならばあの時、リチャードの吐き捨てた罵ば倒とうを聞いてフォグは思ったのだから。

　面おも白しろい、と。

　何だか面白い。この人のいろんな表情をもっと見てみたい。言葉をもっと聞いてみたい。話をしてみたい。触れ合ってみたい──。

「今の僕には無理なら、僕はどう変わる必要がありますか？」

　決心とともに言った。

　リチャードが驚おどろいたように視し線せんを上げる。研究者が『消失点カイナ』を見た時に浮かべたものとは決定的に質の違う、フォグの能力ではなくフォグの心に対して抱かれた感情。

「僕への頼みとは何ですか？」

　問うた。

　リチャードが唇を引き結びながら頷うなずく。言こと付づけをした侍女メイドのものとはまったく違う、フォグの意志を汲くみ取ってくれている表情。

「僕にできることがあるのなら、やります。いえ……やってみたいと思う」

　単語を、自分が発している言葉の意味を確たしかめるようにゆっくりと声をあげる。そうすることで、頭の中にかかっていた霧きりがほんの少し晴れた気がした。あの広大な虚こ空くう──見渡す限りの白い荒野に、ひびが入ったかのような感覚さえあった。

「そうか。ありがとう」

　返ってきたのは、笑顔えがおだった。

「いえ、何なりと」

　だから思わず笑い返す。表情はぎこちなかったが、頰ほおは自然に緩ゆるんでいた。




　そうして、それから。

　フォグはリチャードの元で様々なことを学び始め、様々な仕事をこなし始めた。

　綺き麗れいなことばかりではない。むしろ、汚いことの方が多かった。

　ここは匍都ハイト。階級制度の歪ゆがみに毒気が混じり、権けん謀ぼう術じゆつ数すうがその隙すき間まに入り込んで渦巻く薄うす闇やみの都──善悪を併あわせ吞のむ処世術がなければとてもやっていけない。ましてやフォグに与えられた勤めは王属軍の特務部隊。上手うまく生きるための力だけではなく、上手く殺すための力すらもが求められる。それらは城の一室で哲学書を読んでいるだけでは決して身に付かない。

　幸せな経けい験けんをたくさんしたが、同じくらいかそれ以上につらく悲しい出来事も多かった。けれど、城での軟禁生活に戻ろうとは欠片かけらも思わなかった。フォグにとって外の世界で生きるということはつまり他者と関かかわるということだったからだ。善意も悪意も喜も怒も哀も楽も──正負どちらであろうとも、あらゆる感情は心と心が触れ合うところから発生する。それは他者と自分とが繫つながるということで、かつて自分を苛さいなんでいた孤独と真逆のものだった。

　やがて、一年ほど時が経たった頃ころ。

　フォグの精神がもはや大人おとなと呼べるまで成せい熟じゆくし、リチャードとの間にできた信頼関係を自覚しつつあった、ある春の午後。

「会ってもらいたい人がいるのだ」

　彼に呼び出されたフォグは、どこか改まった口く調ちようで告げられた。

「……誰だれにです？」

　問うと、リチャードは続ける。

「もうすぐ六歳になる。歳としはきみと同じくらいか。無む論ろん、きみと違って外見はまだ幼いが」

　直接の回答ではなく、婉えん曲きよくな物言いだった。

　どこか恐れているようでもある。

　どこか期待しているかのようでもある。

　同時にどこか、申し訳なさそうでもあった。

　彼のそんな視し線せんと表情に対し、不意に既視感を覚える。

　これは初めて会った時と同じ顔──良心と打算、倫理と政まつりごととの間で揺れる葛かつ藤とうを示しているのではないか。つまりリチャードは、あの日のフォグには無理だと判断した『頼み』を、改めて告げようとしているのではないか。

　思わず緊きん張ちようし固唾かたずを吞のむ。

　整ととのった顔に少しだけ微笑を浮かべながら、王弟は目を伏せつつ息を吐いた。

「きみは……今のきみにならば、任せられるかもしれない。彼女の心を溶かして欲しい」
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　かくして人造人間ホムンクルスは、年若い侍女メイドに連れられて塔の地下へと足を踏み入れた。

　空洞になった内周に沿って螺ら旋せん階段がぐるぐると伸び、底の方からは決して他人を寄せ付けない、この世のどんなものとも違う花の香りが漂ってくる。

　侍女メイドが手に持った松明たいまつはぼんやりと冷たい空気に燃もえ、異民族との混血である証あかしの緑がかった茶ちや色いろい頭髪を照らしながら、石造りの壁かべに仄ほのかな影かげを揺らめかせる。

　与えられた役目は、この穴の底に住まう『彼女』と話をすること。

　かつての自分と同じく、生まれながらに孤独を抱えてたったひとりで生きている少女に──今の自分と同じく、他者の温かさを知ってもらうこと。




　螺ら旋せん階段を降りながら、空洞の底を覗のぞき込む。

　煉れん獄ごくに魅み入いられた姫のおわす、格子に囲まれた宮へと続く穴。

　──それはまるで、穿せん孔こうする闇やみのようだった。
















　胸むな倉ぐらを摑つかまれて水底から引ひき摺ずり出だされるのにも似た、そんな目覚めだった。

　覚かく醒せいを自覚すると同時に両目を強く見開く。陽ひの眩まぶしさが刺さってくるがお構いなしに瞼まぶたへ力を込める。跳ねるようにして上半身を起こした。手足が痺しびれていて自分の身体からだではないような気がする。けれどあらゆる外部刺し激げきは心しん臓ぞうの鼓動を一気に加速し緊きん張ちようさせ、意い識しきを失う前の記き憶おくを脳裏に高速で思い起こさせた。

「アルトっ！」

　殆ほとんど無意識に叫ぶ。

　が、喉のどが嗄かれているのか掠かすれた声しか出ない、それどころか反射的に咳せき込みそうになって──咳き込もうとした瞬しゆん間かん、腹部を中心にして凄すさまじい激げき痛つうが全身を駆け抜ける。

「……ぐ、っ！」

　喉と食道と胃と肺と横隔膜がすべてまとめて痙けい攣れんしたかのように身体が硬直した。

　歯を食いつつ縛しばり顔を上げると、そこが宿屋の一室であることがわかる。

　薄うす汚よごれた壁、安物の鏡きよう台だい、開け放たれた窓から見える空。家具の配置や部へ屋やの雰囲気に覚えがある。つまり、以前泊まったことがあるのだ。

　市民区域の東南部、灰はい色いろ街がいにほど近いケイラー通りにある煉れん術じゆつ師し専門の宿屋『黒くろ豹ひよう亭てい』、その最上階。レティック＝メイヤの首しゆ謀ぼうした匍都ハイト連続爆ばく破は計画を阻止するために外出した際、アルトとふたりで借りた部屋だった。

　ふたつ並んだ寝台ベツドの片方にフォグは寝かされていた。

　と。その隣、寝台ベツドと寝台ベツドの間に置かれた椅い子すに誰だれかが座っているのが目に入る。

　腕と脚を組んだ状態でふんぞり返っている小柄な人ひと影かげ──少女。

　踞うずくまったフォグを冷笑で睨にらみ付けて、

「おはよう、兄にいさん。のんびりとしたお目覚めね」

　キリエは言った。

　刺とげ々とげしい態度だ。苦く悶もんの中で思わず眉まゆをひそめる。

　呼吸できる程度に痛みが治まるのを待ってから、フォグは問い返す。

「何故なぜ、あなたがいるんです」

「あらまあ、随分な物言いじゃないの。……詳しい説明が必要かしら？」

　返答は吐き捨てるようだった。つまり、状況を整せい理りして考えれば理解できることをわざわざ尋きいてくるな、という底意地の悪い皮肉だ。

　無む論ろん、目覚めたばかりであっても状況の推察はできる。

　城での戦い──あれが果たして昨日きのうの出来事なのかそれとも一週間前の出来事なのかはさすがにわからなかったが──においてフォグは、自分たち人造人間ホムンクルスから力を吸い取り『完全な存在』として生まれ変わったユヴィオールに負けた。更には面めん妖ような白い刀によって『アイリスの十六番』を壊こわされ、腹部を貫かれ、崩れ落ちたはずだ。にも拘かかわらずこうして城の外、匍都ハイトの宿屋に寝かされている。腹には包帯が巻かれ、治ち療りようまで施されているらしい。

　これらの理由は明白。

　意い識しきを失い倒れたフォグを、キリエが城から連れ出してくれたのだ。そしてその事実がつまり、キリエに「詳しい説明が必要か」と皮肉を吐かせた。

　ちゃんと理解はしている。

　だが、フォグが言いたかったのはそういうことではない。自分の苛いら立だちは、そこにはない。

　ユヴィオールを出し抜いて城を脱出することができたのなら。

　ましてや傷付いたフォグを──人ひとりを抱えて逃げる余裕があったのであれば。

「何故なぜです。何故、あなたは……」

「黙だまんなさいよ」

　重ねようとした問いは、鋭するどく遮さえぎられた。

　フォグは思わず気け圧おされる。予想外な反応だった。

　てっきり、お前だけでも助けてやったのだから感かん謝しやしろとか、どうしてお前の希望通りに動いてやらなければならないのかとか、むしろお前の苦しむ顔を見たかったからお前をこそ助けたのだとか──そういう悪意めいたことを言われると思ったのだ。

　けれど、違っていた。

　キリエは唇を咬かみ、何故か悔しそうに拳こぶしを握る。

　そうして半ば激げつ高こうし、声を荒げた。

「私だってそうしたかったわよ！　あんたじゃなくて……」

　あんたじゃなくて、とまで叫んでからはっとし、急に口を噤つぐむ。

「キリエ……？」

　フォグは呆あつ気けに取られた。

　今の態度、今の言葉。

　まさか彼女は、本来ならアルトを助けたかったのだと、そう続けようとしたのか──？

「……とにかく」

　キリエがそっぽを向きながら椅い子すから立ち上がった。

「あなたの世話はもううんざりなの。起きてくれて助かったわ」

「僕はどれくらい眠っていたんです？」

「三日」

　窓の傍そばへと歩き、縁へりに手を掛けて振り返って答える。

「闇やみ医い者しやを呼んだわ。でも、残念ながら三日前とたいして変わっちゃいないはずよ。医療煉れん術じゆつでできることなんてたかが知れている」

　確たしかに、彼女の言う通りだ。

　煉術で破損した細胞や組そ織しきを修復してもそれは一時的な作用しかなさず、すぐに毒気へと還かん元げんされてしまう。むしろ毒気を傷口に注ぎ込むようなもの、逆効果とすら言える。

　たとえ人体に悪あく影えい響きようを与えかねない煉れん術じゆつを平気で用いる闇やみ医い者しやであろうとも、この本質的な仕組みには抗あらがえない。故に彼らの治ち療りよう法ほうは常に強引だ。

　掌てのひらを腹に当てて怪け我がの具合を確たしかめる。腹の中に異物感があった。

　どうやら体内に小型の鍵けん器きを埋め込んでくれているらしい。包帯の下には煉れん術じゆつ陣じんを描いた布が湿布のように貼はられているのだろう。細菌の死滅や止血、細胞修復強化などの煉術が常時発動中ということか。とはいえそもそもの傷が深いからこれでもまだ気休め程度だろうが。

　フォグは唇を咬かむ。

　本来ならばこんな負傷、それこそ三日もあれば快かい癒ゆできたはずだ。

　毒気を喰くらい自らの力となす『消失点カイナ』の特性──その効果は膂りよ力りよくや反射神経の向上だけではなく、肉体修復能力にも及ぶ。

　だが今やフォグの経けい絡らくに『消失点カイナ』は通っていない。

　あの忌いまわしいユヴィオール＝カタシェレティスによって、奪われてしまったのだ。

「はっきり言わせてもらうけどね、兄にいさんはまだましよ」

　痛恨の念を見て取ったのだろう。

　キリエがくつくつと笑いながら言った。

「『消失点カイナ』を奪われたといっても、毒気への耐性はまだ残されてる。だから闇医者の治療で一命を取り留められたの。それに比べれば私なんて、ねえ？　今やただの小娘よ」

　両手を広げて肩を竦すくめる様は自じ嘲ちよう気ぎ味みである。

　フォグが『消失点カイナ』を失くしたのと同様に、彼女は『群体アンテノラ』の持つ増殖能力を失った。より正せい確かくに表現するならば、彼女の増殖能力すべてを消費してユヴィオールの新しい肉体が構築された、か。もはやキリエは生命を浪費することができない。身体能力はおろか毒気への耐性すらも常人並みの、まさしく彼女の言葉通りなただの小娘になってしまっていた。

　王宮でのことを思い出す。

　生いけ贄にえにされたのは、フォグとキリエだけではない。人格を崩ほう壊かいさせ子供のようになってしまったレキュリィもだ。彼女は精神の座まします器、つまり魂を抜き取られた。

　フォグの経絡。

　キリエの肉体。

　そして、レキュリィの魂。

　自分たち人造人間ホムンクルスにローレンがひとつずつ与えた『完全なる四源』をことごとく奪うことで、ユヴィオール＝カタシェレティスは『完全なる存在』とやらに生まれ変わった。それは本来ならば四人めの人造人間ホムンクルス──ローレンが自らの精神を移植した少年、キアス＝メネレックを核として成し遂げるはずのことだったという。

　ユヴィオールの語ったそれらの言葉を思い返すと、胸の裡うちに重いものが澱よどむ。

　つまるところ、フォグたちはただの餌えさだったというのだろうか。

　ローレンが『完全なる存在』として現世へ復活するための道具に過ぎなかったのだろうか。彼は単に、自らの欲望と目的にのみ従って自分たちを創成したというのか。

　──ただの、使い捨て。

「あらあら、落ち込んでるのかしら」

　キリエが薄うす笑わらいで楽しそうに目を細めた。

「我が兄ながら、まったく情けないことね。ちやほやされて育ったから、使い捨てられることに慣なれてない。親に愛されていなかったのがそんなに悲しい？」

　まるで心を読んだかのような皮肉。

　実際、顔から心理状態を察する程度のことは容易なのだろう。何せ兄妹なのだから。

　もちろんそれは、兄であるこちらも同じだ。

　彼女の言葉の裏に自じ嘲ちようとも取れる悲しみが潜ひそんでいることをフォグは見逃さない。

　キリエがローレンに与えられたのは、身体からだを増殖させる力──生命の無む駄だ遣づかい。死が前提の宿命を親から授かったことに対する怨うらみと憎しみはさぞ深かろう。彼女が自分と敵対していたのも、兄がまともな境遇で幸せに暮らしていることへの嫉しつ妬とによるものだ。

　しかし今は兄妹きようだい喧げん嘩かをしている場合ではないし、親への愚ぐ痴ちを零こぼしていても仕方ない。

「僕が悲しいかどうかなんて、どうでもいいことです」

　痛みを堪こらえて寝台ベツドから降り、立ち上がる。

　身体の調ちよう子しを探った。覚かく醒せいの時に感じたほどの痛みはない。重傷に変わりはないだろうが、覚悟を決めてさえいれば動けるだろう。いや──動かなければならない。

「闇やみ医い者しやともう一度連絡は取れますか？」

「取れるけど、どうすんのよ」

「痛み止めの煉れん術じゆつを重ねて仕込んでもらいます。そうすれば戦える」

　自分たち人造人間ホムンクルスがどんな意図で以もつて創成されたのかは、もはやどうでもいい。

　ましてやローレンに愛されていたかどうかなど知ったことか。

　過去に、出自に囚とらわれている場合ではない。

　大事なのは今だ。今、自分がどうするべきかだ──。

「はぁ？　戦う、ですって？」

　呆あきれた顔で眉まゆを寄せるキリエ。

「あなた莫ば迦かなの？　状況わかってるの？」

　あれから三日。

　確たしかに城はおろか、匍都ハイトがどんな状況に置かれているのかはわからない。が、

「必要なことは街に出て市民に尋きけばいい。ある程度は推測できます。……その上で城に乗り込み、アルトとリチャード殿下を助け出す」

「生きてるかどうかもわからないのに？」

「ふざけるな！　生きている！」

　思わず怒ど鳴なった。

　殺されている可能性は低い。そのはずだ。

　ユヴィオールが『完全な自分』を手に入れてそれで満足して終わり、などということはあり得ない。人間を超越した肉体を手に入れたのであれば、次に欲するのは地位だろう。この国を掌しよう握あくするのか他国に取り入るのかはわからないが、どちらにせよ王族は有用な駒こまとなる。生かすにせよ殺すにせよ秘密裏には行うまい。特にアルトは秘ひ匿とくされていた第一王女であり、ふたりといない特異体質の持ち主──殺す理由などどこにもない。

　アルトはもちろんイオも、そしてリチャードも、フォグにとっては大切な人だ。絶対に喪うしなう訳にはいかなかった。たとえこの生命に換えてでも、刺し違えようとも必ずや取り戻す。

　部へ屋やの隅に置かれた衣装簞笥クローゼツトを開ける。架けられていた上着を取って羽は織おる。

　まずはキリエに言い放った通り、外に出て市民に聞き込みを行おう。その間に医者をもう一度呼んで、痛み止めはもちろん身体強化を含めたありったけの術式を腹に仕込んでもらう。そうすれば少なくとも『消失点カイナ』を喰くらわない限りは以前と同じように動けるはずだ。

　と。

「っ……ちょっと待ちなさいよ！」

　部屋を出ようとしたフォグの前に、キリエが回り込んで立たち塞ふさがった。

「どいてください」

　何故なぜ止める、と思った。

「介抱してくれたことには感かん謝しやします」

　むしろ憎い兄が愚かにも死地に行こうというのだから、冷笑とともに送り出してしかるべきだろう。彼女には関係ない。もはやたったひとつの命しかなく、毒気への耐性も一般人並みというのなら──どこぞへ消えて、すべてのしがらみを断ち切って思うがままに暮らせばいい。普通の娘として地方の町にでも行けば、幸せも見付かるかもしれない。

　だが、キリエは扉の前を動こうとしなかった。

　呆あきれたような、一方で鋭するどい視し線せんでこちらを睨にらみ付け、

「あんたは自棄やけになってるだけでしょう。策もない、力もない、おまけに満まん身しん創そう痍い……それでアルトを助けられると本当に思っているの？」

　拳こぶしを握る。

　しばしの沈ちん黙もくがあった。

　フォグはふと気付く。彼女の表情にどこか悲壮な、強い決意が混じっていることに。

　さっきも同じような表情を見た覚えがある。そうだ、あれは確たしかフォグの『何故自分を助けたのか』という問いに対して怒鳴る寸前に浮かべた──。

「あなたが寝ている三日間、私だってあれこれ考えてたのよ」

　俯うつむき、唇を咬かんだ。

　咬んで、続ける。

「私はね、法ほう王おう庁ちようとの繫つながりも切れたから、瑩えい国こくでやるべきことはもうなにもない。力も奪われたこの身体からだじゃ、あんたたちに嫌いやがらせをする意味もない」

　顔を上げた彼女の目は、真まっ直すぐにフォグを見詰めていた。

「あなたが死に場所を求めて無む謀ぼうをやらかすのも知ったことじゃないし、この国がどうなろうと興きよう味みはないわ。ユヴィオールに復ふく讐しゆうなんてできっこないのもわかってる。でも……だからって、もう用はないからさようなら、って訳にはいかない。このままじゃ終われない」

　意外、と言うべきか。

　それとも喜ぶべきなのか。

　キリエはフォグに薄うすく、一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんだ後──再び視し線せんを鋭するどくして言ったのだった。

「寝台ベツドに戻りなさい。この三日で私が集めた情報を今から教えるから。無計画で飛び出したって、アルトを助け出すことはできないわ」
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　呆あつ気けに取られた顔で寝台ベツドに腰掛けたフォグを横目に、キリエは再び部へ屋やの隅、窓際へ行く。

　正直なところ、彼の腹に仕込まれた鍵けん器きの出す毒気は少々きつかった。

　これまでの自分であれば気にも留めなかった濃のう度どだが、それは『群体アンテノラ』の力による擬ぎ似じ的てきな不死を前提とした感覚だったのだと改めて自覚する。もうからかい半分に死を弄もてあそぶことはできない。この意い識しきが宿っている身体を大事にする必要があった。

　三日間、市民街に出てあれこれと匍都ハイトの状況を探っていた。

　ユヴィオールが王城を襲しゆう撃げきした日からこっち、一般市民たちはあれらの騒そう動どうの詳細と顚てん末まつをどこまで知り得ているのか、どんなふうに受け止めたのか。

　結けつ論ろんから言えば、ユヴィオール＝カタシェレティスは匍都にその名を知らしめつつあった。

　キリエたちが敗走した次の日。王城周辺を闊かつ歩ぽしていた鳥獣王グリフオンを『元王属煉れん術じゆつ師し』という肩書きとともに登場したユヴィオールは見事に退治してのけたらしい。無論、あの化け物はあいつ自身が煉れん禁きん術じゆつで産み出して街に放ったものであり、盛大な自作自演である。

　だが民衆はそんなこと、想像だにしない。ひと太刀たちで葬り去った化け物の死し骸がいを前に彼は喝かつ采さいを受け、そして衆しゆう人じん環かん視しの中で声高に言った。

　この幻げん獣じゆうは王弟リチャードが王位を簒さん奪だつすべく密ひそかに煉禁術で創つくりあげたものである。他ほかにも街を荒らしていた蛇鳥バジリスク、龍ドラゴン、三つ首犬ケルベロスも同様だ。国賊リチャードは幻獣たちで匍都に騒さわぎを起こしそれに乗じて陛下と王妃、果てはマーガレット王女までもを手にかけた。自分は彼の企たくらみをいち早く察知していたが、逆に勘付かれたせいで国家叛はん逆ぎやくの濡ぬれ衣ぎぬを着せられ王属軍から追われる立場にあり、そのせいで陛下たちをお守りすることができなかった──等々。

　どうにも、あの男の演技じみた大仰な調ちよう子しが容易に想像できるではないか。

　かくして彼は現在、救国の英雄じみた扱いを受けている。

　事態の混乱を収拾させるという名目で王城に留とどまり三日。どさくさに紛れてこのまま王冠でも戴いただきそうな勢いだ。実際、化け物に破は壊かいされた街の復ふつ興こう、王の崩御で滞とどこおった国政の再開、大逆罪の容疑で捕ほ縛ばくされたリチャードの処遇など、今の瑩えい国こくには幾つもの難なん題だいが山やま積づみになっている。舵かじを取る者が必要なのだ。本来なら率先してそれらに対処すべき貴族院議ぎ員いんたちは、不運なことに直前まで起きていた連続失しつ踪そう事件の煽あおりを食って機き能のう不全。

　まったく恐れ入る。ユヴィオールは実に周到に、この状況を作り上げた。

　だがもちろん、万事が万事あいつの思い通りにはなっていない。

　国内におけるリチャードの人望はもともと高く、王を弑しい逆ぎやくしたなどと聞かされても俄にわかには受け入れられない者も多かった。眉び目もく秀しゆう麗れいで清せい廉れん潔けつ白ぱく、加えて聡そう明めい英えい知ちなかの王弟殿下に、貴族から民衆まで多くが絶大な親愛と信頼を寄せていたのだ。

　そうした層は逆にユヴィオールのことをうさんくさがっている。故に、民衆の意見はふたつに割れていると言っていい。つまりはユヴィオールを信じるか、王弟を信じるか。

「だからたぶん、あいつはアルトを切り札に使ってくるわ」

　状況をかいつまんで説明しながら、キリエは眉まゆを寄せた。

「隠いん匿とくされていた悲ひ劇げきの第一王女……王家にとっての醜しゆう聞ぶんよ。本来なら跡を継ぐべき姫君が王弟によって監かん禁きんされていた、とでも語れば、世せ論ろんは揺れて傾く」

　フォグは神妙に聞いている。いや、怒りで声も出ないのか。組んだ拳こぶしは握り締しめすぎて赤みを通り越し真っ白になっていた。

「だから殺されてはいないはずよ、少なくともね。仮に私の予想と違って殺すつもりだったとしても、秘密裏に処理する意味がない。ただ……あの侍女メイドはわからないわ、正直」

　確たしか、イオ＝テリーヌといったか。

「城から逃げてるのを祈ることね」

　思わずいつものくせで皮肉めいた口調になってしまったことを微かすかに後悔する。が、フォグにはそれを咎とがめる余裕がなかったようだ。

　苦々しげに呟つぶやく。

「逃げていないでしょう、きっと。彼女はそういう人です。城が化け物に襲おそわれて半壊しようと、アルトの帰りをずっと待っていたはずだ」

「……そう」

　だとしたら期待しない方がいい、とは言えなかった。

　もうひとつ口にできなかったことがある。アルトの置かれている状況についてだ。

　確たしかに殺されてはいないだろう。だが──正直なところ、無事かどうかはわからない。

　ユヴィオールが仮に玉座を手にするつもりであるなら、リチャードにすべての罪をかぶせて処刑し、第一王女たるアルトを娶めとるのが最も妥当な手段だ。そして彼にとってはアルトの纏まとう高こう濃のう度どの毒気も紡がれる強大な煉れん術じゆつも、もはや障害にはならない。

　或あるいは民衆に披ひ露ろうする前に、強引な手段に出たとしても不ふ思し議ぎではなかった。

　フォグもわかっているのだろう。だから後先を考えずに城へ向かおうとしたのだ。

　指摘して嘲あざける気にはなれない。キリエだって考えたくなかった。

　あの娘がユヴィオールに組くみ敷しかれて泣き叫ぶ姿など、考えるだけで虫むし酸ずが走る。

「とにかく現状はそんな感じよ」

　厭いやな想像を払ふつ拭しよくするように話題を変えた。

「匍都ハイトは混乱して、暴ぼう動どうとまではいかないまでもざわついてる。ただその分、王城は手て薄うすになってるはず……ユヴィオールの持ってる主戦力は、ティ・キ＝ライムとレイド＝オータムのふたりくらいじゃないかしら。王属軍の残党を言いくるめて味方に付けてるかもしれないけれど、そもそもが壊かい滅めつ状態だったから気にするほどじゃない」

　自分たちを鼓こ舞ぶするための大たい言げんに近かった。

　実際は、王属軍の残党ですらも厄やつ介かいである。

　手練てだれの天てん堂どう騎き士しとはいえ深ふか手でを負っているフォグと、一般人並みのキリエ。正面からぶつかれば太刀たち打うちできるかどうかは怪しい。

　どうにかして裏を突かなければならなかった。が、恐らくアルトが幽閉されているのは塔の地下。入り口がひとつきりで、攻めるに難かたく守るに易やすい。

　せめて『群体アンテノラ』の転移能力が残っていればよかったのにと歯は咬がみする。あれさえあればアルトの許もとへは一いつ瞬しゆんで辿たどり着くことができるのに。

　考え込んでいると不意に、部へ屋やの扉を叩たたく音がした。

「すみません、スージィ様。宿の者ですが」

　続いて廊下から聞こえる声。

　キリエは思わず身を固くした。

「まずいわね」

　顔をしかめつつ呟つぶやく。

「……追っ手、ですか？」

　身構えたフォグへ首を振った。

　そういう類たぐいの緊きん迫ぱくした事態ではない。いや、緊迫しているといえばいるが──理由は正直なところ、実に間抜けなものだった。

　声を潜ひそめ、短く応こたえる。

「宿代よ」

「……は？」

　何を言っているんだとばかりに、ぽかんとされてしまった。

　思わず顔が赤くなる。羞しゆう恥ち半分、憤いきどおり半分だ。

「は、じゃないわよ。私はそもそも財布すら持ってなかったし、あなたの服に入ってた軍票は闇やみ医い者しやに渡しちゃったの。つまり無一文なわけ。だからこれまで三日間、宿泊代も私の食費も全部つけにして誤ご魔ま化かしてきたんだけど……いい加減に痺しびれを切らしたみたいね」

「はあ」

「いやだから何よその生返事は……」

　反応の薄うすさにたまらず溜ため息いきを吐ついた。

　どうもこいつは生活観かん念ねんというか、金銭に関する常じよう識しきに疎うといらしい。王家に養われてきたせいだろうか。金に困るという経けい験けんをしたことがないのだろう。

　とにかく──間抜けな事態ではあるが、あまり吞気のんきに構えてもいられない。

　宿泊代が払えないとなれば、警けい察さつを呼ばれる可能性がある。ここは煉れん術じゆつ師し専用の宿屋だからひょっとしたら用心棒でもやってくるかもしれない。どちらにしても腕うで尽ずくで突破するのはきつい。戦いに向けて体力を温存しておきたいところだ。それに警察は下手へたをすればユヴィオールの息がかかっている可能性だってある。そうなると最悪の事態も考えられた。

　窓から逃げるか。いや、ここは五階。もはや自分たちは飛び降りて無事でいられる存在ではない。暗幕カーテンを破いて縄なわ代がわりに結ぶとして、長さは足りるかどうか──。

　思考を高速で巡らせていると、扉が再度叩たたかれた。

　施せ錠じようしてはいるが、従業員であれば合あい鍵かぎを持っているはず。身を強こわばらせたキリエの耳に、廊下に立った男のくぐもった声が届いた。

「スージィ様、いらっしゃいませんか？　領収書をお持ちしたのですが」

「え……？」

　聞き違いかと、思わず瞬まばたきする。

「領収書、そう聞こえましたけど……」

　フォグがこちらを見上げて言った。

　どういうことだろう。無む論ろん、この黒くろ豹ひよう亭ていに現金は銅貨一枚たりとも落としていない。

　逡しゆん巡じゆんしていると、従業員はなおも続ける。

「受け取った金きん額がくが高額でして、本日までの諸費用をお支払い頂いてもお釣りが出ます。そのことでご相そう談だんにも参りました。お留守ならまた伺うかがいますが……」

　ユヴィオールの手の者が虚言でこちらの油断を突いて扉を開けさせようとしている、その可能性を考えた。しかし本当に刺客であれば、回りくどい手を使う必要はそもそもない。無言で扉を破って押し入れば済む話である。

『領収書』『受け取った金額』『お釣り』。

　つまり言葉を素直に受け取るならば、キリエたちの宿泊代金を他ほかの誰だれかが払ってくれたということになる。そんなことができる、いや、そんなことをするのは──。

「まさか」

　思い至り、決心して扉の前に進んだ。

　把とつ手てを握り、開く。不ふ機き嫌げんそうだった従業員の青年がキリエの顔を見て笑えみを作った。

「領収書ですって？　ありがとう。どなたのお名前？」

　余所よそ行いきの声で問うと、

「法人です。『レキュリィの宴うたげ』様」

　果たして答えは、キリエの予想通り。

「なるほど、ね」

　そうだ。すっかり忘れていた──いや、無む意い識しきのうちに思考の外に置いていた。

　あの城から脱出したふた組のうちの片割れ、カルブルック＝ティーウェとレキュリィ。

　魂の抜かれたレキュリィを連れてどこぞへ逃げたと思っていたが、あの老ろう執しつ事じもまた諦あきらめてはいなかったらしい。首長不在で機能停止に追い込まれているであろう『レキュリィの宴』をそれでもどうにかして動かし、こっちを捕ほ捉そくしたのだ。そうして宿代を払うという形で連絡を取ってきた。つまりは、再び結託してユヴィオールに反はん撃げきするために。

　カルブルックに対する憤いきどおりはまだあったしそれが彼らのことに思い至れなかった一因ではあるとはいえ、この状況では渡りに船だ。

「いやぁ、まさか『レキュリィの宴』直ちよつ轄かつの煉れん術じゆつ師し様とは……知らずに失礼があったら申し訳ないことでした。何かご用命があれば遠えん慮りよなくお申し付けください」

　国内の組合ギルドすべてを統すべる組そ織しきの名を前に、従業員はへつらいの態度を隠さない。つい昨日きのうまでは年端のいかない小娘が代金をつけにして飲み食いしている様を胡乱うろんな目で見ていたというのに、まったく正直なことである。

「ありがとう。今のところは足りているからお気き遣づかいは無用よ。お釣りは……そうね、後で取りに伺うかがいます。もちろん駄賃チツプも弾ませて頂くわ」

　仕方ないので優ゆう雅がな余裕で返してやった。

「はい、かしこまりました！」

　喜色満面になって深々と頭を下げる青年を追い返しつつ扉を閉める。

「……どういうことです？」

　問うてきたフォグに振り向いて、薄うすく笑んだ。

「喜ぶといいわ、兄にいさん。差し当たって行くところができた」

　カルブルックは国内有数の天てん堂どう騎き士しだ。おまけにフォグと違って重傷を負ってはいない。全面協力は見込めないまでも、せめてアルトを助けるまでは──そもそもあの娘を城から連れ出せなかったのは半分はあの爺じじいのせいなのだ。何としてでも協力させてやる。

「出かけるわ。支度したくをして。行き先は『特区シテイ』よ」

　宿泊代どころか小こ遣づかいまで振り込んでくれたようだし、馬車で楽をするか、と。

　そう思いながらキリエは、アルトの身を案じる不安を覆おおい隠すように深呼吸をした。
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　車しや輪りんが石畳をなぞる振動は、腹部の傷に鈍にぶく響ひびいた。

　せめて闇やみ医い者しやを呼んで痛み止めの煉れん術じゆつを仕込んでから出発すべきだったかもしれない、そんな後悔がフォグの頭をよぎる。が、この程度で悲鳴をあげてはいられない。事態が少しでも進展するのであれば一刻も早く急ぎたかった。

　ひと月ほど前も、こうしてキリエとふたりで馬車に揺られたことを思い出す。

　奇くしくも目的地は同じ『レキュリィの宴うたげ』本部。乗っている馬車こそ王属軍の専用車両か町馬車かの違いはあれど、座席に向かい合って腰掛けているとやはり既視感がある。

　あの時は確たしかキリエが勝手に乗り込んできて、忠告じみた宣戦布告をして去っていったのだったか──わずか一カ月で事態は急転してしまった。もはや彼女は纏まとった衣を水面のように溶かして中へ沈み込むことはできないし、フォグも『アイリスの十六番』を佩はいていない。

　フォグの腹に仕込まれた鍵けん器きの毒気が気になるのだろう、キリエが手巾ハンカチで口くち許もとを覆おおっている。窓の外を眺めているが、その視し線せんは街の風景ではないどこか虚こ空くうを見ているようだ。

　黒くろ豹ひよう亭ていのあったケイラー通どおりから北上した馬車は、やがて市民街の中心部にある『特区シテイ』へと入っていく。鉄てつ柵さくによって囲まれた五百米メートル四方の区画である。中に入る際には衛えい兵へいの検問があった。警けい備びが機き能のうしていることにフォグは安あん堵どした。

　ただやはり、万事が以前と変わりなくとはいかない。

　キリエが市民たちから聞いた情報によると、ここも幻げん獣じゆうの襲しゆう撃げきを受けていたらしい。窓から見た限りではわからないものの、建物や住人には幾ばくかの被害が出ているだろう。

　何より首長であるレキュリィがもはや、あの状態ではどうしようもない。

　ユヴィオールを英雄と崇あがめリチャードを逆賊扱いする市民たちが派は閥ばつを作り得ている──このことが既に彼女の不在を物語っていた。彼女であればそのような話の流る布ふは決して看過しない。迅じん速そくに情報操そう作さを行っているはずだ。

　やがて馬車は屋や敷しきに到着し、フォグたちは侍女メイドに案内されて正面玄関の扉を潜くぐる。

　大広間は閑散としていた。人払いがされているのか、或あるいは使用人の数が減ったのか。

　出迎えているのはたったひとり。中央階段の手前で恭うやうやしく立つ老ろう執しつ事じである。

「お待ち致しておりました、フォグ様、キリエ様。ご無事で何よりです」

　無事とも言いい難がたいですけどね、と冗じよう談だんめかして返そうとしたフォグだったが、しかしカルブルックの異変に気付き、唇と足を思わず止めた。キリエも同様に眉まゆをひそめている。

　遠目からではわからなかったが、右腕。背広スーツの袖そでが不自然に垂れていた。

　中途から厚みがなく拉ひしやげ──つまりは肘ひじから先が失われている。

「蛇鶏バジリスクの毒にやられました」

　フォグたちの視し線せんに、皺しわの入った頰ほおがわずかに歪ゆがめられた。

「解毒剤が遅かったか、毒が強力だったのか。あれからすぐに腐り始めましてな」

　口惜しさというよりも苦笑に近い。

　数多あまたの戦いくさと齢よわいを重ねた騎き士しは、自分の腕一本程度で動じはしないのだろう。

「あ、そう」

　しかしそんな執事バトラーを、いかにも不ふ機き嫌げんな調ちよう子しで受け流すキリエ。

「それより、呼びつけたからには打開策をちゃんと用意してくれてるんでしょうね？」

　宿代まで払ってもらっておきながら酷ひどい物言いだなとフォグは鼻はな白じろむ。或あるいは、彼に対して何かわだかまりでもあるのだろうか。

　カルブルックは首を振った。

「具体的な打開策がある……という訳ではありませんな」

「はあ？　冗じよう談だんじゃないわ、だったらどうして私たちをわざわざ……」

「おふたりはこれからどうなさるおつもりですか？」

　そうして唐突に問うてくる。

「決まってるわ、アルトを……」

「待ってください」

　気け色しきばむキリエを腕で制し、フォグはカルブルックに視線を鋭するどくした。

「この人が言いたいのは、そういうことじゃない」

　自分たちがアルトを助け出すつもりでいることくらい、是が非でもそうしなければならないと決意していることくらい彼は承知している。

　ならば何故なぜ、わざわざそんな質問を投げかけてきたのか。

　つまり『これからどうするのか』というのは、

「城に囚とらわれたアルテミシア妃殿下をお助けする、それだけであるのならばどうにか可能でしょう。フォグ殿もキリエ殿も力を失った身なれど、相手の虚を突けば不可能ではないはず。微力ながら私も喜んでお手伝てつだい致します。……しかし」

　アルトを助けた更にその先。

　もっと大局的な意味での、

「仮に妃殿下を城から連れ出せたとしても、それで如何いかがします？　一いつ緒しよに国外へでも逃げて、普通の人間として生きますか？　それで終わりになりましょうか？　ユヴィオール＝カタシェレティスのしでかしたことを、そのまま忘れ去ることができますか？」

　もっと根源的な意味での──問いだ。

　フォグは唇を咬かんだ。

　キリエもまた視し線せんを逸そらし拳こぶしを握る。

　そうだ。言われなくとも承知している。

　自分たちは勝とうとしていない。ただ、強大な敵を前に、どうにか一番大事なものだけを守れればそれでいいと──勝ち目もなく無策であることの言い訳を、意地とか根性とか命に換えてもとか、そういった自じ暴ぼう自じ棄きに押し込めようとしているに過ぎない。

　とはいえ、

「だったら、どうしろっていうのよ」

　吐き捨てるキリエ。フォグも同様の思いだった。

　気持ちだけではどうにもならない。果たして現実的に打開できる道があるのか。

　懊おう悩のうするふたりに、カルブルックが静かに告げた。

「フォグ殿、キリエ殿。少々私の話をしてもよろしいですかな」

　それはどこか独白のようでもある。

　話しかけるという体裁で、自らに向けた言葉であるかのようだった。

「私は元々、ローレン様に仕える執事バトラーでございました。旦だん那な様……あの方がご存命の折からずっと、傍かたわらにてお世話をしてきました」

　ローレン＝エヌ＝コーンフォールド。

　この屋や敷しきの本来の持ち主であり、フォグとキリエ、それからレキュリィとキアス＝メネレックの──『ローレンの雛ひな』の造物主。

　自分たち四人の人造人間ホムンクルスを統合し、自らを『完全な存在』として甦よみがえらせようとした男──。

　胸に重いものが澱よどんだ。

　すべての元凶ともいえる彼の名に、憎しみとも憤いきどおりともつかない感情が去来する。

　だがカルブルックは語ご調ちようを毅き然ぜんとさせ、

「故に、私はローレン様がいかなる人物であるか存じ上げております」

　確かく信しんに満ちた声で、

「もちろん、研究内容までもを見ていた訳ではありません。あなた方の誕たん生じように立ち会った訳でもありません。元々が浮うき世よ離ばなれしていた方ですし、その言動には私などの理解が及ばぬことも多々ありました。ですが、それでも、わかります。あの方は……」

　懐なつかしげに、同時に力強く、

「……ユヴィオール＝カタシェレティスの騙かたったような、我が子であるあなた方を利己利欲のため犠ぎ牲せいにするなどという、矮わい小しような思想を持った方では決してありませんでした」

　虚こ空くうを見ながら、断言した。

「故に私は、このままでは終われません。ローレン様が高こう潔けつな魂の持ち主であったことを、奴やつに思い知らせねばなりません。無む垢くな市民たちが無知なままにあの方を悪と定義するのなら耐えもしますし、沈ちん黙もくを貫きもしましょう。ですが、あのような賊の下衆な思考によってローレン様を定義されるのは、私には我慢がならない」

「つまりそれがあなたの戦う目的ですか」

　フォグは感嘆とともに呟つぶやく。

　正直なところ、恐れ入った、という思いがあった。

　この圧倒的不利な状況の中にあって、この老ろう爺やは誇りのために立ち向かおうとしている。しかも自分のためではなく、今はもう死んでしまった主のために。

「はい」

　礼れい儀ぎ正ただしい所作で一礼するカルブルック。

　顔を上げ、細い糸目でフォグたちを見据える。

　瞳ひとみに宿った光は諦てい念ねんとはほど遠い、意志を感じさせるもの。

　そうして片かた眉まゆをわずかに上げ、執事バトラーは薄うすく笑えんだ。

「ひとつだけ、縋すがってみたいことがあるのです」

「縋る……？」

「私では駄だ目めでした。奥様でも無理でした。ですがひょっとしたら、あなた方のどちらか、或あるいは両方ならばどうにかなるかもしれません。もちろんどうにかなったからといって、それが打開策となり得るかどうかはまったく不明です」

「まどろっこしいわね。どういうことよ」

　苛いら立だたしげに吐き捨てたキリエの声にはしかし、急せかす色がある。

　当然だ。

　どうにかなる、とか、打開策、とか。希望を持たせるような言葉を聞いたのだから。

「ここは本来、コーンフィールド家の屋や敷しきです」

　カルブルックは大広間をゆっくりと見渡した。

「ローレン様の生家ではありません。あの方が若い頃ころに建てたものです」

　三十年ほど前の流行である、近代ロスジア調ちようで統一された内装。ローレンが青春時代には最先端であった建築様式だ。

　もちろん、ここに研究室があったという訳ではないだろう。

　彼の研究室──そこはフォグたち人造人間ホムンクルスの生まれた場所でもある──は、かつて匍都ハイト郊外にあった。フォグが王家に引き渡された少し後に焼失したと聞いている。

　だが、仮に。

「まさか……」

　ローレンの拠点が一カ所ではなかったとするなら。

　彼が何らかの研究成果を、この屋敷にも残していたとするなら。

　そしてその成果の中に、ユヴィオールへ対抗する手立てがあったとしたら──。

「細い糸を摑つかむような話です。打開策が中にあるとは限らない」

「『中』ってことは、あるの？」

「はい」

　カルブルックは頷うなずいた。

　ふたりに視し線せんを送りながら踵きびすを返し、付いてくるように促す。

「この屋や敷しきの地下には、開かずの間があるのですよ。私や奥様も開けることのできない、煉れん禁きん術じゆつで施せ錠じようをされた部へ屋やです。今からそこにあなた方をご案内します」
















　あれから三日が経たった。

　当然ながら状況はまったく好転していないが、奇妙なことにというべきか幸運なことにというべきか、イオとアルトの生活そのものには殆ほとんど変化がない。

　もちろんアルトは地下の牢ろう獄ごくから出ることが許されない。王属煉れん術じゆつ師しの数名──どうやらユヴィオール側に付いたようだ──が常に塔の出入り口で見張っていて、騒さわぎになればあの恐ろしいレイド＝オータムか、下手へたをすればユヴィオール自らが出てくるだろう。

　しかし不便らしい不便はそれだけで、特にイオは驚おどろくほど自由にさせてもらっている。

　塔の出入りはもちろん、外庭にある住まいの小屋に帰ることも許されているし、厨ちゆう房ぼうも好きに使わせてくれていた。食料品が必要だと言えば城の外へ買い物に出ることも可能だ。

　結局、なめられているのだろうと思う。

　王と王妃、そしてマーガレット王女は殺され、唯一残った王弟殿下は囚とらわれの身。王城はもはやユヴィオールが完全に掌しよう握あくしている。革命が成ったに等しいこんな状況下では、イオのごとき侍女メイドなどが逃げ出したところで毛先ほどの痛つう痒ようもあるまい。

　無む論ろん、だからといって逃げ出す訳にはいかなかった。

　ユヴィオールたちがアルトをどう扱うつもりなのかが、三日経っても未いまだに判然としないのだ。リチャードと一緒に処刑するかもしれないし、或あるいは自分たちの駒こまとして利用しようとする可能性もあるだろう。さすがにそれ以上のことを推測するのはイオには無理だったが、ともかく──自分はできる限りの時間、アルトの傍そばにいなければならない。

　だから、行動に制限がなかろうが関係なかった。

　塔から出るのは食事の用意と、入浴や着替えなどの時のみ。あとは寝る時すらもアルトと一緒に過ごしている。ユヴィオールたちがいつ降りてくるかわからないからというのはもちろん、何よりアルトも、そしてイオも、ひとりでいるのが耐えられないというのも大きかった。

　ともあれ、かろうじてふたりはまだ絶望せずに済んでいる。

　フォグの生存がわかっていることは最大の希望だ。ここに軟禁され始めて半日後、ユヴィオール本人が得意げに直接語ってくれた。フォグは負傷して敗走したよ、と。

　生きているのであれば必ずや戻ってきてくれる。アルトとイオを助け出してくれる。だからじっと耐えて待つことにした。できるだけ明るい会話をして、美味おいしいお菓子を食べて、いつものように笑いながら、反はん撃げきの機き会かいを窺うかがおう。

　イオはそう考えていたし、アルトもそんなイオの気持ちを汲くんでくれていた。

　故に現在ふたりして、表向きいつも通りに生活している。

　時分は昼下がり。暗い牢獄の中では夜と変わりないが、さっき昼食を終えたところだ。

「姫様、今日きようはどうしましょうか。本を読みます？」

「何か遊技ゲームがしたいわ」

　部屋着ネグリジエ姿で寝台ベツドの上に寝転び、足をぱたぱたとやりながらアルトは応こたえる。その仕し草ぐさは吞気のんきそうでいて、その実、微かすかな緊きん張ちよう感かんを孕はらんでいた。

　態度では平静を保っているしいつものように過ごそうと意い識しきしてはいるものの、やはり心から安らぐという訳にはいかない。無理をしている。イオは痛ましく思った。

「そうですねえ。折り紙とかどうでしょう？」

　木籠バスケツトから色紙の束と、小冊子を取り出す。

「折り紙？」

「ええ、ここからうんと東の、丁てい国こくや拂ふつ国こくや東方三国よりもまだまだずっと向こう、大陸を越えた先にある小さな国の遊びなんですって」

　気が滅め入いらないように変わったことを──そう考えて昨日きのう、城の書庫を漁あさったところ、この『折り紙』というやつの作例集を発見したのだ。

　色紙は市場で仕入れた。本来は便びん箋せん用ようだが構わないだろう。

「この紙を決まったように折っていくと、鳥や花が作れるんですよ、ほら」

　本を開いて牢ろう屋やの鉄格子越しに差し出す。アルトは寝台ベツドに寝そべったまま、煉れん術じゆつで編あんだ糸をするすると伸ばして本に絡め、そのまま引き寄せる。

　手に取り、開かれた頁ページを覗のぞき込んで、

「……わあ！」

　顔をぱっと明るくさせた。

「凄すごいわ、イオ！　これが全部一枚の紙でできてるの？」

「そうらしいですよ」

「私にも作れるかしら」

「作り方が詳しく書いてますでしょう？　大丈夫ですよ。姫様は手先が器用でらっしゃるし」

　本当はどちらかといえば不器用な方なのだが、簡かん単たんなやつであれば形にはなるだろう。昨夜ゆうべ、ちょっと自宅でイオもやってみた。丁てい寧ねいさを心がければ難なん易い度どは高くない。

　もしアルトがどうしてもできないのであれば自分が代わりにやってあげよう。本来ならそういうのはフォグの役割なのだが──ああ、彼が戻ってきてユヴィオールを倒してくれたら、改めて折り紙で遊ぼう。今度は三人で、わいわい言い合いながら。

　そんなことを考えていたイオの耳に、靴が石階段を踏む音が聞こえた。

　反射的に身を堅くする。

　アルトも気付いたようで、ふたりして黙だまり込み耳を澄すませた。

　足音はふたり分。フォグのものではない。彼が助けに来てくれたのであれば、大急ぎで走っているか音もなく降りてくるはずだ。だとしたら、

「姫様」

　イオは鉄格子を背に向き直った。

「気を付けてください」

「うん」

　アルトもまた緊きん張ちようした声で頷うなずく。

　やがて──ぼんやりとした残ざん響きようでしかなかった靴音がはっきりと芯しんを持って聞こえ始め、それが徐々に大きさを増し、音に気配けはいが感じられるようになり。

　牢ろう獄ごくを照らす燭しよく台だいとアルトの紡ぐ『たいよう』の光の下へ、そいつらが姿を現した。

「……何の用ですか」

「いきなりご挨あい拶さつだな、そう睨にらむなよ」

　粗野な海賊めいた風ふう貌ぼうの中年男、レイド＝オータム。

「こんにちは、気分はどうかな？」

　そして男か女かひと目では判断しづらい中性的な美び貌ぼうの、けれどどこか人工的で禍まが々まがしい顔立ちを持った人造人間ホムンクルス──ユヴィオール＝カタシェレティス。

　相あい対たいするとふたりとも、威圧感が凄すさまじい。
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　レイドには一度殺されかけたから、そのことに対する条件反射的な恐怖がある。

　ユヴィオールの方はとにかく得体えたいが知れない。何を考えているのかが読めなかった。笑っていても次の瞬しゆん間かんには脈絡なく斬きりかかられるのではないか、そんな不安を覚えるほどに。

　足ががくがくと震ふるえた。気け取どられないよう、裙スカートの中、必死で力を込める。

　ふたりを思い切り睨み返しながら、もう一度言った。

「何の用ですか」

　しかしレイドは鼻はなを鳴らしたのみ。ユヴィオールに至ってはイオを一いつ顧こだにしない。

　背後、格子の向こうにいるアルトに向けて、

「アルテミシア妃殿下、きみの叔父おじ上うえ……リチャード殿下の処刑が明日あすに決まった」

　まるで謳うたうように、楽しげに告げる。

　内容と口く調ちようの落差に、イオは絶句した。

「な……」

「議ぎ会かいも国家の危き機きを前にしては無力だね。貴族院議員は大半が失しつ踪そうか、地方に引きこもって機能せず。残った庶民員議員の過半数が買収と脅しであっさり首を縦たてに振ったよ。王権派たちが気を吐いたところで所しよ詮せんは少数、この混乱に振り回され得意の権けん謀ぼう術じゆつ数すうも行使できない」

　大仰に肩を竦すくめ、長く伸びた髪を搔かき上げる。

「明日あした、王族……ラエ家の血筋は途と絶だえることになる。ただひとり、きみを除いてはね」

「……まさか、あんた」

　何を考えているのか、さすがにイオにも察しが付いた。

　城を襲おそった鳥獣王グリフオンを一昨日おとといに華々しく退治したことにより、ユヴィオールの名は救国の英雄として匍都ハイトに知られつつある。同時に、国家転てん覆ぷくを目もく論ろんだのがリチャード殿下であるという根も葉もない風聞もまたこいつの手によって流る布ふされたものだろう。

　もちろんすべての罪をリチャード殿下になすりつけて英雄となったとしても、人気は一時的なもの。買収による議会の操そう作さだって、いつまでも同じ手が通用するとは思えない。

　言ってみればこの男は、国の混乱につけ込み、どさくさ紛れで強引にことを進めているというだけだ。もしこの先もずっと瑩えい国こくを思い通りにしたいのであれば、もっとしっかりした大義名分、もしくは盤ばん石じやくの地位が必要になってくる。

　たとえば王家の一員となる、とか。

　王も王妃もマーガレット王女も身み罷まかり、それを企くわだてた王弟は大逆罪で断頭台ギロチンにかけられる。しかし醜しゆう聞ぶんとともに途と絶だえたはずの王家に、実は隠された第一王女がいたとしたら。

　そしてその、隠いん匿とくされていた第一王女を、救国の英雄が娶めとったとしたら──。

「ところで、アルテミシア妃殿下」

　ユヴィオールは楽しそうに嗤わらった。

「フォグがまだ生きていることは一昨日おとといも話して差し上げた通りだが……それについて私は少し、迷っていることがあるんだ」

　その名を出された瞬しゆん間かん、アルトの気配けはいが強こわばった。

「フォグは戻ってくるわ！　そうしてきっと、あなたをやっつける！」

　震ふるえる声で気丈に、強い意志で叫ぶが、

「ふむ。きみがどんな希望的観かん測そくを持っていようと構いはしないけれどね。ただそれは私の意志と行動にまったく影えい響きようを及ぼさないことは覚えておくといい」

　ユヴィオールの邪悪な笑えみは微み塵じんも揺るがない。

　人形じみて整ととのった薄うす気き味みの悪い気配けはいで、一歩を踏み出す。

「それ以上こっちに……っ、きゃ！」

　前に立ちはだかったイオを、あっさりと押しのけて。

　肩を軽く押されただけに思えたのに、平へい衡こうを崩されてその場に座り込んでしまう。体術の類たぐいか、それとも身体からだが動かなくなる煉れん術じゆつでも使われたのか。

　牢ろう獄ごくの扉が開けられた。鍵かぎはいつの間にか壊こわされていた。

「……来ないで！」

　アルトが視し線せんを鋭するどくする。背中に煉れん術じゆつ陣じんが展開される。が、黒色の幾何学模様は伸びた先から、まるで塵ちりが吹くように搔かき消えていく。

「無む駄だですよ」

　煉術陣を喰くらい尽くしながら寝台ベツドの前に立つユヴィオール。

　座り込んだアルトへ無造作に手を伸ばし──嫋たおやかな細い顎あごを、無礼にも指先で摘つまむ。

「私はきみの毒気では死なない。もっと言うのならば、私も、だ」

　敵意で睨にらみ付けるアルトの、視線の奥にある怯きよう懦だを見透かすように。

「つまり、彼は……フォグはもはや、きみにとって特別な存在ではない。きみに触れられる唯一の存在ではなくなった。私がいる限り、彼はもはや無価値だよ。何故なぜなら彼の価値は……きみに触れられる唯一の存在だったというその一点にあったんだからね」

　ここにいないフォグの、存在そのものを唾だ棄きし貶おとしめるかのように。

「それなのに彼はまだ生きている。こんな滑こつ稽けいなことがあるかい？　私は捜し出して殺してあげようと思っているんだ。まあ、あくまで余よ興きようとしてではあるけども」

　ユヴィオール＝カタシェレティスは、下衆げすなことを言った。

「だから、迷っているんだよ。きみを私のものにしてからフォグを殺すか、フォグを殺してからきみを私のものにするか。どっちを先にした方が、絶望が深くなるだろうか？」

　瞬しゆん間かん、

「姫様に触れるなあっ！」

　イオは反射的に、絶叫していた。

　視界が怒りのあまり真まっ赤かに染まる。もはや恐怖はどこかにすっ飛んでいた。立ち上がり、品のないことにその足で格子を蹴け飛とばし、

「離はなれろ！　ふざけるんじゃないわよ！　この下郎っ！」

「ははっ、言うじゃねえかこの女」

　からかうように背後でレイド＝オータムが、ひゅう、と口笛を吹いた。

　はっきりと感じる、背骨に氷を差し込まれるような殺意。

　その殺意の意味は自明。気紛れで生かしておいただけの侍女メイド程度──耳障りな暴ぼう言げんを吐くのであれば殺してしまえば静かになる、程度に考えられているのだ。

　だがイオはもう怯ひるまない。恐れない。

　何故なぜ怯おびえる？　それは生命の危き機きを本能的に覚えるからだ。こいつらに感じる恐怖は、即すなわち死への恐怖。だったら自分が恐れる謂いわれはない。足を竦すくませる理由など、微み塵じんもない。

　覚悟がアルトにも伝わったのだろう。

　イオの主は、顎あご先さきを摑つかむユヴィオールの指先を殴りつけるように払った。

「あなたは勘違いしてるわ」

　もはや怯きよう懦だは勇気に取って代わっている。

　臆おく病びようさは力強さに芯しんまで染まっている。

「私がフォグを好きな理由は、私に触れることができるからじゃないわ。昔はそうだったかもしれないけど、今は違う。私はフォグが……フォグだから大好きなの。あなたのことは大嫌い。それ以上近寄らないで。指一本触れないで。この部へ屋やから出て行って！」

　もちろん、その程度でユヴィオールが気け圧おされるはずもない。

　余裕の表情で面おも白しろげに、からかい半分で問うてくる。

「ふむ。……出て行かない、と言ったら？」

「死んでやるわ」

「なるほど。では、言うことを聞かなければその侍女メイドを殺す、と言ったら？」

　アルトがはっとしてイオを見た。

　けれどそれは、ふたりにとって──まったく予想されていた言葉だ。

　イオは視し線せんを受け止めて頷うなずく。アルトは薄うすく笑った。

「いいわよ。イオを殺したら私も死ぬわ。私が殺されたらイオも死ぬわ。ふたりで決めたの。一いつ緒しよなら恐くも何ともない。……私たちを、侮あなどらないで」

「は、おいおい！　お姫さんが侍女メイド程度にとんだご執心なこった」

　滑こつ稽けいだ、とでも言いたげにレイドが下品な揶や揄ゆを飛ばしてきた。だが殺気は微塵も緩ゆるめられてはいない。どうせできもしないくせに、などと気楽に構えているのだろう。

　──ああ、そうか。

　よくよくふざけた態度を取る。女ふたりの、文字通りの決死の覚悟をそうまで小こ莫ば迦かにするのであれば──見せてやろうではないか。

「下郎ども、控えろ！」

　イオは振り返り、レイドへ向き直った。

　自分の襟えりに手を掛ける。首まで留められたお仕着せエプロンドレスの釦ボタンをぞんざいに摑み、指先に力を任せて千切るように外していく。

「何だ？　どうせ犯されるなら姫さんと一緒がいいってか？」

　品のない視し線せんに、覚悟していたはずの身が竦すくむ。が、瞬しゆん間かん、アイリス＝デーンの顔が脳裏に浮かんだ。自分は今あの人とともにいる。あの人から力を貸してもらっている。

　ならば誇り高き乱ラン族ぞくの女が、下衆げすな瑩えい国こく男おとこなんぞに負けてたまるものか。

　胸元が大きく覗のぞくのも構わず一気に開き──むしろ見せつけるように、両手で前掛けエプロンごと引っ張った。釦ボタンのひとつふたつが弾はじけ飛び露あらわになったのは、

「何だ……そりゃ」

　首から掛けられた銀の鎖くさり。

　いや──鎖の先を皮膚の下に埋め込んだ、イオの左胸だった。

「気付いてるかしら？　ユヴィオール＝カタシェレティス」

　レイドを睨にらみ付けたまま、牢ろう獄ごくに立ち入った無礼者に告げる。

「姫様の胸にも同じものが埋まってるわ」

　鎖は皮ひ膚ふをよりも奥、つまりは心しん臓ぞうにまで達し、絡まっている。

　その先端に繫つながっているのは涙滴型の首飾りネツクレス。

　心臓の横で役目を待っている、




「これは『アイリスの十二番』。デーンさんがくれた魔ま剣けん。ふたつでひと組の、心中の刃よ」




　イオとアルトの持つ、底意地の悪い切り札だ。

「心中？　そりゃあどういう……」

　眉まゆ根ねを寄せるレイドを、見下すように笑ってやる。

「私か姫様。どちらかが死ねば、剣は反応してもう片方の心臓に突き立つ。私を殺せばその瞬間に姫様が死ぬ。姫様を殺せばその瞬間に私が死ぬ。剣を無む理り矢や理り引ひき摺ずり出だそうとしても無む駄だよ。鎖が千切れても発動するわ。あとはもちろん、私たちの合図ででもね。あんたたちがこれ以上何かしようとするんなら……私たちは、決して躊躇ためらったりしない」

「……、面おも白しろいものを持っているじゃないか」

　言葉とは裏腹、ユヴィオールが機き嫌げんを損ねているのがわかった。

　つまり自分たちは今この瞬間、優ゆう位いに立ったのだ。

　向こうにしてみればさぞ腹立たしいだろう。

　ユヴィオールは決してアルトを殺す訳にはいかない。国を掌しよう握あくするにあたって、彼女が生きているかどうかは最後の詰めなのだから。たとえ救国の英雄であっても王家の後ろ盾なしに国民の支持は得られない。国を幻げん獣じゆうから救っただけでは議ぎ員いんの一席に収まるのがせいぜいである。民主政治の壁かべを越える最後のひと押しが、アルトを隣となりに侍はべらせることなのだ。

「随分と尊大に喋しやべるが……侍女メイド、きみはいいのかい？　道連れに死ぬということは、大事な姫君をその手にかけるのと同義だろう。王女の未来をきみが奪うことになるんだ。よもや、一介の傍そば仕づかえの生命とアルテミシア妃殿下の生命が釣り合うとは思っていないだろう？」

「私の名前はイオ＝テリーヌよ。覚えておきなさいな、下郎」

　毅き然ぜんと胸を張り、名乗った。

　自分は『一介の傍仕え』などではない。

　アルトの侍女メイドだ。アルトのイオだ。

　その矜きよう持じを、王女の信頼を、こんな奴やつらに踏みにじられてなるものか。

「侮あなどるな！　私には姫様を殺す覚悟がある。姫様の……いいえ、私のアルトの誇りを守るために、アルトを殺す覚悟がある。私と一いつ緒しよに死ぬのなら、アルトだって恐くはない！」

「イオの言う通りよ」

　王女もまた自慢げに、鎖くさりの埋め込まれた胸を張る。

「私だって同じだわ。イオを殺す覚悟があるもの。イオと一緒に死ぬ覚悟があるもの。ふたりで一緒に死ぬんなら、私もイオもちっとも恐くない！」

　女ふたりの絶叫が、牢ろう獄ごくの壁に反はん響きようして鼓膜を痛く打つ。

　しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　レイドはともかくとして、ユヴィオールまでもが圧倒された訳ではないだろう。ただ、真偽を測っているのだ。たぶん、出任せのはったりではないかと疑っている。

「確たしかめてみるか？　大将」

　やがてぽつりと、レイド＝オータムが低い声をあげた。

　さっきまでの嘲あざけるような口く調ちようではない。本気になった──こちらを敵として見ている。

「その侍女メイドの腕でも切り落とせば、覚悟のほどがわかる」

「くだらないわね」

　だからイオも負けじと気炎を吐く。

　腕力で敵かなわなくとも、だったら胆力で補えばいい。

「別に構わないわ、腕や足の一本や二本。後でデーンさんに作ってもらえばいいし」

　相手の右腕を一いち瞥べつしせせら笑ってやる。

　確か『アイリスの五番』だったか。欠けた四肢に擬ぎ態たいする魔ま剣けん。十人中八人は接合時の痛みで死ぬとかそんなようなことを、前に話していた。

「あんた如ごときに耐えられるんなら、私にだって軽いわ」

「は……調子に乗ってるぜ、女」

　レイドが吐き捨てた。一歩をにじり寄る。本当にやるつもりなのか。

　イオの背筋を冷や汗が伝ったのと、

「……やめておこう」

　ユヴィオールが制止の声をあげたのは同時だった。

　アルトから背を向け、格子を潜くぐり部へ屋やの外に出る。

　こちらを一いち瞥べつし、意味ありげに眉まゆを上げてからレイドを促した。

「本気になった時点でこっちの負けさ。ここは引き下がっておくのが紳士ってものだ」

「は、あんたも俺おれも紳士にはほど遠いと思ってたがね」

　皮肉げに毒づくも、もはや殺気はない。ただ当然ながら、相手は敗北感や悔かい恨こんなどとも無む縁えんだった。あくまで余裕の表情を崩さないまま、軽く肩を竦すくめて踵きびすを返す。

「迷っていたが、これで決めたよ、アルテミシア。フォグを殺してからきみを私のものにする……今は悲壮な覚悟に酔いしれているといい」

「……っ」

　捨すて台詞ぜりふはイオとアルトの心に大きな棘とげとして刺さった。

　ふたりの闖ちん入にゆう者しやは来た時と同様、静かな足取りで階段を上っていく。

　自分たちは勝ったのだろうか。或あるいは見逃してもらっただけなのだろうか。だがどちらにしても、負けなかったことには違いないし、それは誇ってもいいはずだ。悲壮だと揶や揄ゆされようとも、覚悟を決めているのだから揺るぎはしない。

「さ、姫様」

　振り返ってイオは、泣きそうな顔をしているアルトに微笑ほほえみかける。

「くだらない邪じや魔まが入ってしまいましたね。折り紙の続きをしましょうか？」

「うん」

　アルトもまたそんなイオの心を察し、穏おだやかに頷うなずくのだった。
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　塔の螺ら旋せん階段を半分ほど上り煉れん獄ごくの香りが幾分薄うすくなったところで、レイド＝オータムは鼻を鳴らし、前を歩くユヴィオールに抗こう議ぎした。

「何で止とめた？　大将よ」

　確たしかに、あの女たちの行動に感服するものはあった。まさかアイリス＝キャリエルと接触し、しかも魔ま剣けんまで渡されていたとは。こちらが殺せないのを理解した上で、自らの命を人質に脅迫するという離はなれ業わざの交渉。恐れ入ったと言わざるを得ないだろう。

『アイリスの十二番』──心中の刃やいばか。

　ふたりの心しん臓ぞうに絡まったひと組の首飾りネツクレスは、片方の死を感知し、もう片方の生命を自動的に奪う仕組みだという。加えて、力ちから尽ずくで解除しようと鎖くさりを無理に引き千切ったりしても発動。更には使用者の意志によっても自律的に発動。なるほど抜け目がない。

　だがそれでも、引き下がるとまではいかない、というのが正直なところだ。

　まずは使用者の意志で発動させないよう、意い識しきを封じればいい。侍女メイドの方は煉れん術じゆつで眠らせればそれで済むし、アルテミシアも気絶させておけば問題ないだろう。

　あとは──麻酔煉れん術じゆつでもかけてから生きながら胸を開いて、心しん臓ぞうに絡まった首飾りネツクレスを取り除いてやれば終わる。大事な血管さえ傷付けなければ生命の危険もない。

　外科手術の要領である。『殺さつ戮りく博士はかせ』の異名を取った自分には朝飯前だ。

　口く調ちようや態度から見るに、彼女たちにとってあれは最後の切り札でありとっておきの奥の手だったと推測できる。ならばその手を潰つぶしてやればより深く絶望させてやれただろうに。

「そうだな……理由は幾つかあるよ」

　ユヴィオールは答えた。

「最も大きなものを挙げるなら、そっちの方がやりやすそうだった、ということかな。あの『アイリスの魔ま剣けん』を摘出してやれば、確たしかにアルテミシアは反抗の手立てをなくすだろうね。けれど同時にそれは、もうひとつの希望に縋すがるということでもある」

「あいつか」

「そう」

　三日前に取り逃がした人造人間ホムンクルス──フォグだ。

「すべてを失った彼女はきっと、彼だけに自らの未来を託すことになる。それは自死よりもなお悲ひ劇げき的てきで、だからこそ甘美だ。囚とらわれの姫を救出に来る白馬の王子、まるで童話さ」

「だったら尚なお更さら、魔剣の方を先に潰しておいた方がよかったんじゃねえのか？　その上であの坊主を目の前で殺してやれば、まさに絶望は底なしだ」

「逆だよ、レイド」

　暗くら闇やみの中で軽く振り返り、薄うすく笑えむ。

「そんなことをすれば、彼女は一生、僕に振り向いてくれなくなってしまうじゃないか」

　予想外の返答に、レイドは啞あ然ぜんとした。

　啞然として──数秒の後、思わず声をあげて笑う。

「はははは！　おい、大将、さすがだな！　そいつは考えつかなかった！」

　つまりこの男はあのアルテミシアのことを、完全に自分のものにしてしまうつもりなのだ。無む理り矢や理り手て籠ごめにするのではなく、心までもを掌しよう握あくしたい、と。

「先にフォグを殺し退路を断つ。それから魔剣を摘出し反抗の手立てを奪う。状況によってはあの侍女メイドも助けてあげてもいいけれど、とにかく……与えるべきなのは絶望ではなく、諦めなんだ。希望を捨てさせ、逃げ道を奪い、その上で未来を示してやる。『ユヴィオール＝カタシェレティスとともに生きる』という未来をね」

　人はとかく、幸せになりたがる。

　不幸に身を捧ささげることを目的に生きていける者はいない。幸福が力を与えてくれるからこそ、長い人生も踏破することができる。つまり逆に言えば、生かしておきさえすれば、どんなものにも幸せを見出させることは可能なのだ。

　奴ど隷れいは自らの足に繫つながれた鎖くさりの美しさを自慢にする。両親から疎うとまれて育った子供は、戯たわむれに与えられた壊こわれた玩具おもちやを愛情の証あかしと勘違いする。鎖くさりの輝かがやきや疎うとましげな親の視し線せんが彼らにとって唯一の幸せであるならば、与えてくれる相手がたとえ殺したい仇かたきであったとしても、与えられたものがたとえがらくたであったとしても、それに縋すがる他ほかはない。

　憎しみや怨うらみは時とともに麻ま痺ひしていくものだ。どんな悲しみもいずれは癒いえる。負の感情は忘れ去られる運命にあり、逆に都合のいい記き憶おくは時とともに重みを増していく。ならばすべてを奪い去った後で光を与えてやれば、憎い相手も愛いとしい人へと変わるだろう。

「しかしそうなると、あの坊主がこれからどう反抗してくるかが気になるな」

　アルテミシアを籠ろう絡らくするという一点のみにおいて、フォグの存在は最大の障害となり得る。

「このまま逃げられでもしたらことだぜ？」

「確たしかにそうだね」

　ユヴィオールは頷うなずきとともに、塔の内ない壁へきを指先で撫なでた。

「彼が生存していることそれ自体が、彼女にとっては希望であり、幸福になる。『フォグはきみを捨てて逃げたんだよ』なんて言っても、信じやしないだろうね」

「まあ、自分で言っといてアレだが……まず逃げたりなんかしないわな、あいつは」

「そうだね。私はむしろ、彼がどう出るのかに興きよう味みがある」

　独り言のように言いながら石いし壁かべの表面を引ひっ搔かく。

　指先で摘つまんだ破片を磨すり潰つぶし、肩を竦すくめた。

「人造人間ホムンクルスとしての力を奪われた。自慢の愛刀もあっさりと断ち切られた。おまけに腹には穴が空いている。私に勝てる要素など欠片かけらもない。が、彼は私に立ち向かわない訳にはいかない。何故なぜならそれは、彼の存在意義そのものだからね」

　アルテミシアを置き去りに逃げるくらいなら玉砕を選ぶだろう。

　傷が癒いえるまで悠長に待つとも思えない。

　必ずや数日中に仕掛けてくる、とレイドは踏んでいた。

「勝算は皆無、か……無策で突貫してくるのかねえ」

「それに関しては、気になることがある」

　一いつ瞬しゆんだけユヴィオールの歩みが鈍にぶった。故意に遅くしたのかもしれない。どちらなのかはわからないが、その歩ほ調ちようの変化は彼の心情と無関係ではないだろう。

「私たちに従属を表明した王属煉れん術じゆつ師したちだけでは護ご衛えいの数が心こころ許もとない、っていう話は一昨日おとといしただろう？　だから私は試しに昨日きのう、組合ギルドに煉術師の派遣を要よう請せいしてみたんだが……驚おどろいたことに、依頼があっさりと受理されてしまった」

「ああ、今日きようからちらほら増えてる風ふう体ていの怪しい輩やからは組合ギルドが寄よ越こしたのか。でもよ、それって変なことなのかい？　煉術師組合ギルドは元々、どんな組そ織しきを相手にも中立で商売するじゃねえの。金さえ払えば雇い主の人種も思想も目的も知ったこっちゃない」

「基本的には確かにそうだよ。でもこの国で商売をしている以上、煉術師組合ギルドも『レキュリィの宴うたげ』とは無関係でいられない。というよりも、組合ギルド自体が『レキュリィの宴』の下部組そ織しきみたいなものだ。そして私は、ユヴィオール＝カタシェレティスという名で依頼を出した。……何故なぜこれが通る？　普通であれば通らない」

「そりゃ単に『レキュリィの宴』がいかれちまってる証拠なんじゃねえのか？」

　かの組織の首長であるレキュリィは、人造人間ホムンクルス『ローレンの雛ひな』の三番目。あの日、ユヴィオールが転生する生いけ贄にえとなった当事者であり、魂を抜き取られて廃人となったはずだ。

　首長が廃人となってしまえば組織が機き能のうしなくなるのも道理。まともに動いていたら、煉れん術じゆつ師し組合ギルドがユヴィオールの依頼を受けるはずはないのだ。というよりも──もし『レキュリィの宴』が本気を出せば市し井せいの情報操そう作さなどお手の物。自分たちが救国の英雄などではなくただの逆賊に過ぎないという事実は、市民たちの間でもっと噂うわさになっているだろう。

「いかれている……にしても、不自然だと思わないかい？」

　ただそれでもなお、ユヴィオールはこの状況に違和感を覚えているようだった。

「どういうことだ？」

「機能不全に陥っているのはそうだろう。にしても、機能が止まり過ぎていると感じるんだ。あの日、レキュリィの魂は確かに抜き取ったし、彼女はもはや赤あか子ご同然の廃人と成り果てた。けれど、かの執事バトラー……カルブルック＝ティーウェは違う。私たちを出し抜き、主の身はもちろんフォグとキリエをも城から逃がしおおせた男が、まだ健在なんだよ」

　──なるほど。

「確たしかに、な」

　レイドは得とく心しんした。

　いかに『レキュリィの宴うたげ』が機能不全に陥っていたとしても、カルブルック＝ティーウェであれば、少なくとも煉術師組合ギルドに手を回すくらいのことはできるはずだ。

　ユヴィオールたちが市し井せいの煉術師を味方にすれば、反はん撃げきはそれだけ難むずかしくなる。ただでさえ不利な状況なのに、妨害もしないというのは不自然だった。

「わざと沈ちん黙もくを守ってる、ってことか？　何か企たくらんでるのを気け取どられないように？」

「可能性はあるだろうね。というよりも、企んでいて欲しいと望んですらいるよ。壊かい滅めつしてしまったと思わせておきながら闇やみに潜ひそみ、こちらの喉のど元もとに喰くらい付く機を窺うかがっているのであれば、面おも白しろそうだ。フォグが一枚嚙かんでいてくれれば、なおいい」

　いや、そうでなくては困る、と。

　小さく口にしてくつくつと笑う背中は、やけに俗っぽかった。

「……へえ」

　それを見て、思わず感銘の呟つぶやきを洩もらす。

　人造人間ホムンクルスたちの力を奪い取り転生してこっち、妙に超越というか達たつ観かんした感じに振ふる舞まっていたが──やはりあいつのこととなると、素の人格が出るらしい。

「ん、どうしたんだい？」

「いや……まだ楽しめそうだ、って思ったのさ」

　振り返って問うてきた顔に含み笑いで応こたえ、レイドは唇を薄うすく舐なめた。

　カルブルックが何かを目もく論ろんでいるのか、或あるいはいないのか。

　フォグが策を以もつて反抗してくるのか、或いは捨すて鉢ばちに来るのか。

　どちらにせよ、宴はしばらく終わりそうにない。

　金属が擬ぎ態たいした右腕に疼うずきが走るのを、レイド＝オータムは高揚とともに歓迎した。
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　開かずの地下室は、屋や敷しきの奥、北側の隅にあった。

　そこへ至る廊下には窓が取り付けられておらず、日当たりの悪い北側ということもあって、踏みしめる絨じゆう毯たんからはどこか埃ほこりっぽい感触がする。人が立ち入ることも滅多めつたになく掃除も最低限しかなされていないのだろう、空気が重く澱よどんでいた。

　カルブルックの持つ燭しよく台だいに照らされるのは、行き止まった廊下から伸びる石階段。奥からは黴かびの匂においがする。フォグは思わず眉まゆをひそめた。

「……ただの地下物置セラーなんじゃないの、これ」

　横に立ったキリエが訝いぶかしげに鼻を鳴らす。

「年代物の葡萄酒ワインが仕し舞まわれてたりした日には、私残らずその場で割っちゃうわよ」

「どうでしょうね」

　正直なところ、同じ思いだ。

　だがそれと同時に、微かすかな期待もある。

　広い屋敷にあって、まるで隔かく離りされているかのような一画。立ち入ることを禁じられたかのような雰囲気。ひょっとしたら本当に、ローレンの遺のこした何かがあるのかもしれない──もちろんそれがキリエの言うように、年代物の葡萄酒ワインだという可能性は否定できないにせよ。

　カルブルックに先せん導どうされて階段を下りる。

　十五段、五米メートルほどの深さか。湿しつ気けた空気が頰ほおにまとわりつく。

　下りきったどん詰まりに扉があった。木製で、両開き。地下室への出入り口にしてはかなり大きく、見上げねば全体が視界に入らない。

「で、この扉が『開かない』って？」

　胡乱うろんな顔でカルブルックに問うキリエ。

「はい」

　執事バトラーは頷うなずいた。

「かつてレキュリィ様が様々な手を試みましたが、不可能でした」

　ここへ来る前に、ひと通りの経けい緯いは聞かされている。

　煉れん禁きん術じゆつによって封印が施されているらしく、道具を使ってもびくともしないこと。

　破は壊かいも不可能であること。階段の隅へ目を向ければ焦げ跡が残っている。爆ばく発はつ系けい煉れん術じゆつか火薬を実際に用いた証拠だ。だが木製の扉自体はまるでつい昨日きのう磨き上げた新品のよう。

　一階や下から穴を掘って侵入することすら試みられたらしいが、同様の術式がかかっているのは扉だけではなく部へ屋やの天てん井じよう、床、四方の壁かべすべてで、それも徒労に終わっている。

　屋や敷しき中じゆうを漁あさってみても、この『開かずの間』に関する資料は残されていなかったそうだ。

「部屋周囲の時間が止められているのではないか、と推測する者すらいました。つまり物理的な手段ではなく、術式そのものを解除する手立てが必要なのです」

　これは煉術ではなく、恒常的な効果を付与された煉禁術。仮にフォグが『消失点カイナ』をまだ持っていたとしても開くことは叶かなわなかっただろう。

　と、カルブルックへ確かく認にんもなく、キリエがいきなり扉に手をかけた。

「ふうん、確たしかにびくともしないわね」

　そうして眉まゆをひそめる。

　押したり引いたりしてみるが、蝶ちよう番つがいが軋きしむ音すらたてない。

「取っ手も堅くて回らない。どうなってんのこれ」

「いやあなた、思し慮りよとか遠慮とかないんですか……」

　フォグはさすがに呆あきれた。前に立って少なからず緊きん張ちようしていた自分が莫ば迦か莫ば迦かしく思える。

　あれこれと考えていたのだ──カルブルックがここへ自分たちを連れてきたということは、ひょっとしたら人造人間ホムンクルスに反応して術が解除されることを期待したのかもしれない、とか。しかしレキュリィで駄だ目めだったのであればキリエや自分でも無理なのではないか、とか。もしかしたら『ローレンの雛ひな』四人全員が揃そろわなければならないのではないのか、だとするとキアスが死んだ今、この扉を開けることはもはや不可能なのではないか──とか。

　こっちが思考している間に、キリエはあっさりと実際に試してしまった。この少女は本当に自分の妹なのだろうかと苦笑する。性格があまりに違いすぎる。

「思し慮りよしても仕方ないし、遠慮したってもっと仕方ないでしょう」

　ただ彼女は彼女で、兄に対して呆れているようだ。

「まずは触って確たしかめないと始まらないじゃない。手立てを試すだけ試してみなきゃ、中に起死回生の一手が眠っているか、ただ葡萄酒ワインが並んでるかどうかもわからないのよ」

「確かに、それもそうですね」

　一理ある。素直に納得できた。

　そしてふと思う。

『ローレンの雛』同士の気がとてつもなく合わないのは──自分にない部分を別のきょうだいが持っているから、自分たちにないものを相手が持っているからなのではないか、と。

　ひとりでは人として不完全、つまり四人でひとり。

　考えると厭いやな気分になった。ローレンの目もく論ろ見みが、不完全な四人を統合して『完かん璧ぺきな存在』にすることであったのならば、それこそすべては計画通りではないか。フォグたちの人格すらも、そうなるべく産み出されたものではないのか。

「あなたもさっさと試しなさいよ」

　またしても思い悩み始めたフォグを、キリエが急せかしてくる。

「まあ、私が駄だ目めだったんだから兄にいさんも望み薄うすね。触れただけで開け胡麻オープン・セサミ、って訳じゃないとしたら、解除条件があるのかもしれない。私たちの血を扉にかける、とか？」

　考えなしというよりも、考え付く限りの手段をさっさと試したいだけらしい。

「わかりましたよ」

　確たしかに、試してみなければ始まらない。

　カルブルックを一いち瞥べつする。頷うなずき返す彼を横目に、フォグは扉の前に立った。

　手を伸ばし、表面に触れる。

　堅い木の質感。見たままの通り、重厚な木製の扉、といったところか。特に妙な雰囲気はない。フォグが触れたことで変化が生じたようにも見えない。

　表面を撫なでる。やはり違和感はない。

　取っ手は大仰な金属製。槓桿レバー状のそれを下げて、押すか引くかする形式のようだ。これもびくともしない、とキリエが言っていた。だったら自分でも無理だろう。

　考えながら摑つかんだ。

　その時だった。

「……え」

　がくん、と。

　自分でもまったく予期しなかった感触が、五指に伝わった。

　扉に付いた取っ手が──キリエがついさっき『びくともしない』と言っていたものが──まるで抵抗なく、油を差したばかりのように下がったのだ。

「噓うそ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくキリエ。

　カルブルックも同様に、驚おどろきに糸目をいっそう細めている。

　フォグは言葉がない。

　いや、出せなかった。

　掌てのひらが取っ手に吸い付いてしまったように離はなれない。腕が自分の意志とは無関係に槓桿レバーを引っぱろうとしている。そう──身体が勝手に引いていた。引くのか押すのか定かではなかった扉なのに、まるで最初から知っていたかのように。

　音もなく、ただ足あし許もとの埃ほこりを微かすかに巻き上げ、扉がゆっくりと開かれていく。

「フォグ……兄にいさん？」

　得体えたいの知れないものを見るかのように、キリエが問うてくる。

「……どうやら」

　さっきまで開かずの間であった部へ屋やから洩もれてくる空気を吸い込みながら、

「当たり、みたいです」

　フォグはその匂においに声を震ふるわせた。

　どうしてだろう。

　ここは、自分が生まれた研究室ではない。それは確かく実じつだ。なのに。

「僕は何故なぜか……ここを、懐なつかしいと思っている」

　カルブルックに確認するのも忘れ、扉の向こうへと歩みを進める。

　まるで魂ごと、引き寄せられていくかのように。
















　地下室は十数年の間、人ひとり出入りすることもなかったはずだった。

　しかし床には塵ちりひとつ積つもっておらず、壁かべや天てん井じようは風化した様よう子すがない。おまけに壁に据え付けられた燭しよく台だいには明々と火が燃もえ、部へ屋やを照らしていた。

　蠟ろう燭そくは長い。まるで、たった今点火されたばかりであるかのように。

「まさか、本当に時間が止まっていたんじゃ……」

　フォグは思わず呟つぶやいた。

　そう錯さつ覚かくする──というよりも、そう解釈した方が自然ですらあった。

「訳がわからないわね、正直」

　隣となりで肩を竦すくめるキリエは不ふ思し議ぎそうであり、同時に不ふ機き嫌げんそうでもある。

　当然だろう。部屋にかけられた煉れん禁きん術じゆつはキリエでもレキュリィでもなく、フォグにのみ反応したのだから。同じ『ローレンの雛ひな』なのに、扱いの差が釈然としないのだ。

　対してフォグはといえば、妙な昂こう揚ようにどこか夢を見ているかのような気分だった。

　部屋の中は書斎じみている。

　三方の壁に本棚が据え付けられており、溢あふれんばかりの書物が詰め込まれていた。中央には机が置かれ、その上には山積みで書類の束。手に取ってみれば訳のわからない計算式や図形、文字すら殴り書きでまともに読めない。研究成果などではなさそうだ。単に思考の過程で筆を気ままに走らせた、といった趣おもむきである。書いた本人ですらも解読は不可能かもしれない。

　だがフォグの鼓動を速めるのは、書物の山や書類の束などではない。ローレンの生きた痕こん跡せきは確たしかに興きよう味みをそそられるものだったが、それ以上に。

　机の背後、椅い子すの傍かたわらに置かれた──奇妙な物体に、目を奪われていた。

「……これは？」

　床にも置かれた本や書類を避けながら、ゆっくりと歩み寄る。

　絨じゆう毯たんすら敷しかれていない、剝むき出だしの石畳の上。

「何、これ。……卵？」

　肩越しに顔を覗のぞかせたキリエが怪け訝げんな声をあげる。

　彼女の言う通り、卵、に見えた。

　両手で抱える程度の大きさをした、楕だ円えん形けいの白い球体である。

　鼎かなえにも似た金属製の、足付きの受け皿のようなものに納められている。足は石畳に埋まっていた。白い球体が卵に似ていることもあって、孵ふ卵らん器きじみた印象を受けた。

　──まさか本当に卵ということはないだろうけど。

　中に五人めの人造人間ホムンクルスが入っていたらどうしよう、などとおぞましい想像すらしてしまう。或あるいは煉禁術で作られた異い形ぎようの獣けものでも眠っているのか。

「調しらべてみないと話になりませんね」

　微かすかな期待を込めつつフォグはしゃがみ込んだ。

　この『妙なもの』が、今の事態を打開する策になるかどうか。

　確たしかめなければならない。葡萄酒ワイン倉ではなかった分、一歩希望に近付いたのだから。

　卵のような物体に顔を近づけ、まじまじと見る。

　と──、

「レキュリィを呼んできて」

　不意に頭上で、キリエがそんなことを言った。

「今すぐ、ここに連れてきて」

　いつもの、底意地の悪い皮肉めいた口く調ちようではない。

　それはぼんやりと熱ねつっぽい顔で呆ぼう然ぜんと、まるで誰だれかの意思を代弁しているような。

　つまり、さっきまでのフォグのような──、

「キリエ……？」

「わからない。でも、レキュリィも……あの娘もいた方がいいわ。末のキアスがもう死んでしまったのは悲しいけど、だったらせめて残っている三人が全員いなきゃ」

　恐らくは彼女自身、口にしている言葉の意味を理解していないのだろう。

　だが、そうしなければならないという確かく信しんは揺るがないようだ。額ひたいを押さえて「何よこれ」などと呟つぶやきながらも、発言を撤てつ回かいしようとはしない。

　得体えたいの知れない感覚をフォグは覚えた。

　さっきの自分といい、今のレキュリィといい、何かがおかしい。

　カルブルックはすぐにレキュリィを連れてきた。

　まるで子供のように隻せき腕わんに抱きかかえられた彼女は、すやすやと大人おとなしく眠っている。

　石畳の床に座らせる。積つみ重なった本を支えに寄りかかった状態で、目を覚ます気配けはいはない。

「起こさなくてもいいんですか？」

「いいと思う。……たぶん」

「どういうことなんでしょう。僕は扉を開けた時、まるで自分が自分じゃないみたいだった。何かに操あやつられている気さえした。さっきのあなたも同じでしょう？」

「ええ。もしかしたら、あいつの仕込んだことかもしれない」

　キリエは眉み間けんに手を当て、頭痛を耐えるような仕し草ぐさで応こたえた。

「兄にいさんは扉を開ける役目だったんだわ、きっと。そして私は、ここに私たちきょうだいにまつわる何かがあることを知ってた。部へ屋やに入った瞬しゆん間かん、頭の中に確信が湧わいてきたの。……でもってたぶん、レキュリィに与えられた役目は部屋の守り番よ。この屋や敷しきを根城にしたこと自体、今の私たちみたいに操られてのことかもしれない」

　当時その場に立ち会っていたであろうカルブルックは、否定も肯定もしなかった。

「私には思考の及ばぬこと。……皆様にお任せします」

　ただ神妙な顔をし、ゆっくりと部屋の外へ出ていく。

「あなたの言っていることが正しいとして、じゃあ、キアス＝メネレックは？」

　そうなるとあの四人めのきょうだいもまた、何らかの役目を負っていたことになる。

「決まってるわ」

　キリエは断定した。

「あの子が知っていたのはきっと、今この場で私たちがわかっていないこと。つまり、この卵みたいなものが何なのか、これをどうすべきなのか、って知ち識しきよ」

「そう……なんでしょうか」

「まあ順当に考えれば、とりあえず割ってみればいいと思うわ。何か入ってるとしか考えられない形状じゃない？　宝箱みたいなものよ。鬼が出るか蛇じやが出るかってところね」

　胡乱うろんに過ぎる暴ぼう論ろんではある。

　もちろん、キリエに確かく信しんがある訳ではないだろう。彼女の性格上、あまり深く考えずに出した結論に無根拠な自信を持っているというだけだ。ただそれを言うならばフォグもまた、キリエの推論を一笑に付せるほどの判断材料を持ってはいなかった。

　はっきりしているのは、どうやらこの部へ屋やにはローレンの遺のこした『何か』があって、自分たち人造人間ホムンクルスの頭の中に、そのことに関連したおぼろげな記き憶おくが埋め込まれているらしいこと。

『何か』とは、この卵である可能性が高いこと。

　そしてキアス──『第四円ジユデツカ』が、もはやいないことだ。

　けれど一連の状況から推測するに、フォグの脳裏には厭いやな推測が浮かんできていた。

「キリエ、僕は今……この卵が悪いものであるという可能性を疑っています。つまり、ローレンが『完かん璧ぺきな存在』になるための装置だったんじゃないか、と」

「それは……」

　キリエが口くち籠ごもる。

　そう──可能性は充分にあった。

　フォグにしか開けることが叶かなわなかった部屋の扉。

　キリエが口にした、この場に四人全員がいた方がいい、という刷り込みじみた感覚。

　ユヴィオールに聞かされた『完璧な四源の欠片かけらとその統合』にまつわる理論。

　すべてがひとつに繫つながっているとするならば、自分たちは蜂はちのように花の蜜へ引き寄せられていて、その実、食虫植物の罠わなにかけられている状態なのではないか。

　カルブルックはきっと「ローレンはそんな人ではない」と言うだろう。しかしフォグたちにとっては、一緒に過ごした記憶も薄うすく愛された思い出もなく、人となりすらもはや定かではない相手なのだ。親であるからこそ逆に、不信感は拭ぬぐえない。

　数分ほどの間、ふたりは黙もつ考こうしていた。

　さすがにこればかりは安易に決断する訳にはいかない。キリエもあれこれと考えている様よう子すだった。ただ、直感を伴わない思考はどうにも苦手なようで、時折頭を搔かきつつ溜ため息いきばかりが多くなっていく。だから先に結けつ論ろんを出したのは、キリエではなくフォグの方だった。

「割ってみましょう。……物理的に可能なら、ですけど」

「いいの？」

「それ以外に手はありません」

　この卵じみた物体がローレンの転生を成し遂げるための装置であった場合──核となるべきキアスはもはやいないのだから、装置は作動することがないか、或あるいは作動しても不完全なものにしかならないはずだ。ならばもはや壊こわしてしまうのが一番いい。

　逆に、今の状況を打破できる可能性のある道具なり武器なり生物なりが卵の中に入っている場合──これは煉れん禁きん術じゆつを行うための孵ふ卵らん器きということだろう。中のものが完成しているのであれば壊して取り出しても問題はないし、まだ未完成であればつまりアルトたちを救出するのに間に合わないということで、どのみちフォグたちにとって無意味な代しろ物ものとなる。

　もっと他ほかの、今のフォグたちには想像も及ばない使い方があったとした場合──模索している暇はなく、試行あるのみ。この部へ屋やに詰まれてある書物や書類を、使用方法が記されてあるかどうかもわからないのに読破するような猶ゆう予よは残されていないのだ。

　キリエは反対しなかった。

　部屋の外で会話を聞いているであろうカルブルックも沈ちん黙もくを貫いたまま。

　──やるしかないだろう。

　どのみち自分たちには、迷っている時間すら惜しい。

「結果がどうなろうと後悔はしない。いいですね」

「構わないわ。何も起きなければ振り出しに戻るだけよ。何かよくないことが起きたら……末の弟の不在が、きっといい方向に働いてくれるんじゃない？」

　楽らつ観かん的てきとも思える言葉とは裏腹、口く調ちようには真剣な響ひびきがある。

「わかりました。じゃあ、やります」

　改めて、白い球体の前に膝ひざを突く。

　まずは堅さや質感を確たしかめてみよう。堅そうであれば、殻を壊こわす鈍どん器きのようなものを調達する必要がある。そんなことを考えながら両手で包み込むように表面を撫なでた。

　ざらりとした質感は見た目通り、卵に似ていた。中が空洞であるのがわかる。何かが入っているかどうかまでは判然としないが──と、掌てのひらをわずかに滑らせた瞬しゆん間かん。

「な……」

　それはまるで、氷が溶けるかのようだった。

　音はなかった。感触すらも朧おぼろだった。

　ただ刹せつ那な。

　球体の表面が弾けたのだ。

　搔かき消えるようにして白色の外殻が塵ちりとなる。元が固体だったのか液体だったのかすら判然としないほどの霧む消しよう。ともすれば気体へと昇華したのかもしれない。掌てのひらにあったはずのざらついた感触はもはやなく、後に残るのは、香り。

　花のような、けれどこの世に現存するどの花とも違う、濃こい馥ふく郁いく。




　つまりは、まるで煉れん獄ごくの──。




「……え？」

　鼻び孔こうがその匂においを感知したのと、視界の異変に気付いたのはどちらが先だっただろう。

　フォグはいつの間にか、見知らぬ場所にいた。

　いや、見知らぬ場所にいたという表現は果たして正しいのか。

　部へ屋やの壁かべに据え付けられた本棚も床に散さん乱らんした書類も石畳も書斎机も、すべてが消えていた。視界を覆おおうのはただ、真っ白でぼんやりとした靄もや。

　それでいて、自分が立っているのか座っているのかが判然としない。

　手足を動かそうにも身体からだの感覚がぼんやりとしている。キリエとレキュリィを捜そうとしたが、首を動かして視界を巡らせることができない。

　まるで肉体から精神だけが乖かい離りして、空白の世界に飛ばされたかのようだ。

「やあ」

　声がした。耳で聞いたのではなく、心に直接響ひびいたという感じだった。

　自分を呼んでいるのだ、と何となく思った。

　そう考えた瞬しゆん間かん、目の前──というよりも、意識の前に人の姿が結像する。

　男だった。

　背格好は大人おとなのものだが、顔立ちに稚ち気きじみた色がある。

　年ねん齢れいは四十を超えた程度だろうか。安っぽい貴族服をだらしなく身に纏まとい、くすんだ金髪をぞんざいに搔かきながら、子供っぽい笑えみを浮かべる。

「久しぶりだな、フォグ……って言っても、別に僕自身がお前と実際に会っている訳じゃないんだけどな。僕はもう死んでて、今喋っているこの僕はただの再現された紛い物に過ぎない。つまるところこれは、生きていた頃ころの僕が創成した『卵の中の霧』が、阿あ片へんのようにきみの神経へ作用して深層領域の記き憶おくと反応し、幻を見せているだけなのさ」

「何を……何を言ってるんです？　あなたは誰だれだ」

　問うたのもまた自分の喉のどでではなく、心そのものでだった。

「おいおい」

　そいつは肩を竦すくめた。困ったように。

「自分の親の顔も忘れたのか？　まあ、僕がそうするように仕込んだのだけど。いつまでも親おや離ばなれできないままじゃ困るからな。僕の顔なんか、さっさと忘れてしまった方がいい」

「親……？」

　男は頭を搔かきながら、はにかんで応こたえる。

「そうだよ。僕はお前の親。ローレン＝エヌ＝コーンフィールドだ」
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　かくしてその『幻』は、ローレン＝エヌ＝コーンフィールドとしてフォグへと語りかける。

「……で、お前は何故なぜこの部へ屋やに入り、卵を割った？　いや、聞かされたとしても僕がそれを踏まえてお前に的てき確かくな返事をしてやれるかどうかはわからないんだけどね」

「どういうことです。あなた、……あなたは、死んだんじゃ」

「過去からの手紙だ、そう思ってくれればいい」

　ただしそれは、果たして『会話』と呼ぶべきものであったのか。

「僕は自分の知ち識しきと記き憶おくの一部を、お前たちの脳内に植え付けていた。普ふ段だん使われていない領域に保存してあったから、今まで自分の頭の中にそんなものがあるとは予想もできなかっただろうけど……さっき吸い込んだ『卵の中の霧きり』は、鍵さ。お前の頭の中に隠された僕の知識と記憶──その領域へと至る道を開き、情報を喚よび起こすためのものだ」

　突とつ拍ぴよう子しもない理屈であった。

　だがそれを殆ほとんど直感で理解できてしまったことが、何より奇妙な気分だった。

　訳のわからないことを喋しやべっている、と思ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐに意味がわかった。何故なら彼の言葉は、フォグの頭の中に予あらかじめ潜ひそんでいた知識にあるものだったからだ。知らないことを教えられたのではなく忘れていたことを思い出させてくれただけ。

　つまり通つう暁ぎようは容易たやすい。

「僕は今、自分の頭の中にある『ローレンの知識と記憶』と会話している、と？」

「そういうこと。理解が早くて助かるな。ま、植え付けていたすべての情報を覚かく醒せいさせるにはさすがに時間がかかるだろうけど」

　情報の覚醒に必要なのがこの会話、という訳か。

「もちろん記憶といっても、さっき言った通り……これは僕の魂や精神そのものじゃなく、単なる情報に過ぎないけどね。さすがに僕も精神の移植なんて芸当は不可能だ」

「……、ちょっと待ってください」

　ローレンの何気ない軽口に、思わず反応する。

　それは重大な示し唆さだった。

　理屈の上でいうならば、フォグが深層心理で求めていた問いのひとつに『ローレンの知識』が婉えん曲きよくに応えてくれた、ということだが──それでもフォグには、彼がこちらの事情を察し、悪戯いたずらめいた形で糸口を示してくれたように思えた。

「あなた今、何て？　精神の移植なんて不可能って……」

「わざわざ尋きき返さなくてもいいじゃないか、お前の頭の中にある情報なんだし」

　ローレンは苦笑した。

　肩を竦すくめ、髪の毛を搔かき上げ──ああ、思い出した。これは彼の癖くせだ──続ける。

「人の精神を移植することなんてできやしない。少なくとも僕の煉れん禁きん術じゆつでは不可能だった。精神を複製して別の魂に座したとしても、人格は再現できないんだ。人格っていうのは魂と精神が肉体と経けい絡らくによって紐ひも付づけされた結果として、後天的にできあがるものなのさ」

「つまり……」

「うん、お前の思っている通りだよ」

　そう、つまり、

「自己の転生なんて莫ば迦かげたこと、僕は計画していない」

　ユヴィオールの語った『ローレンの計画』は、最初から存在しなかったということになる。

「今喋しやべっているこれもそう。僕の人格そのものじゃなくて、お前の記き憶おくの奥底に保存されていた『ローレンの口く調ちよう』が、お前の記憶を使って再現されているだけなんだ。本当の僕はもう死んでる。死者は甦よみがえらない。甦ろうとも思わない。僕は満ち足りて死んだ」

　子供っぽい、しかしやけに偉そうな口調。

　かつてのローレンもこんな男だった。どうして今まで忘れていたのだろう。

　いや──彼はどうしてフォグたちに、自分にまつわる記憶を忘れさせたのだろう。

「そこはあまり詮せん索さくしないでくれよ」

　ローレンは恥ずかしそうに、また髪を搔き上げた。

「お前たちの人生に僕なんて軛くびきは必要ない、僕との思い出を回かい顧こするよりも人との触れ合いを大事にして欲しい、そう思ったんだけど……子育てってのはなかなか難むずかしいな。お前も、それからキリエも、僕のせいで随分と屈折してしまったみたいだ」

「でも、レキュリィとキアスは……」

「キアスにも悪いことをした。あいつには僕の希望を担わせたんだけど、それが裏目に出たな。最後に悲しい思いをさせてしまったようだ」

「希望？　それはどういう……」

「レキュリィのことから話をしようか」

　問うたフォグに応こたえず、話題を変えるローレン。

　かつて同じ経けい験けんをした記憶が再現されているのかもしれない。

　確たしか、こういうことがあった。フォグの発した疑問をはぐらかすようでいて、その実、きちんと解決させるためにまずは別のことを説明する、というのが。

「彼女は僕の娘であり、同時に僕の妻だ」

　視し線せんを遠くに遣やる。

　ここにいないレキュリィを愛いとおしむように。

「さっき言ったよな。『精神の移植なんてできない』って。僕は一度失敗してるんだ。死んだ者を甦よみがえらせようとして……死者の精神を人造人間ホムンクルスに移植しようとして、ね」

「それは、まさか」

　寂しげな目で薄うすく笑い、

「妻だよ。僕より三つ年上の、いい女だった。僕の唯一の理解者で友人でもあったけど、病でね。僕は彼女が死んだ時に、煉れん禁きん術じゆつで創成した魂を器にして彼女の精神を移そうと試みた……或あるいは移植自体には成功したのかもしれない。真偽はよくわからない。その魂に精神自体は宿ったからね。ただ、人格までは再現できなかった」

　だとすると、彼女は自身がいつも語っていたように、

「今ここにいる僕みたいに、僕の記き憶おくから『レキュリィ＝エスト＝コーンフィールド』の疑似人格を再構築することは可能だったし当時は実行も考えたけど、やっぱりそれじゃただの紛い物だ。飛ばし読みしたうろ覚えの書物を写本して、更にそれを写し書きするようなものさ。もはや元の物語は失われてしまっている。だからやめた」

　形はどうあれ、本当にローレンの妻だったのか──。

「ともあれ、だ。僕が半生を一いつ緒しよに過ごした『レキュリィ』そのものじゃないにせよ、彼女は紛れもなく、僕の妻であり僕の娘なんだよ」

「じゃあ、キアス＝メネレックは？」

「キアスか。僕があいつに与えたのは、経絡の力だ」

「経けい絡らく、ですって」

　ローレンはそして、更に意外なことを言った。

「そう、神経と血管を駆け巡る生命の力。……煉れん獄ごくの大気を知覚すらせずこの世界の空気とまったく同じように処理できる、毒気への完全耐性、そしてそれを子孫に分け与えるための力だよ。子供を作る前に死んでしまったのは何とも口惜しいし、何とも寂しいね。しかも好きな人を道連れに殺してしまったっていうのは……さすがにちょっと、皮肉が過ぎるな」

「っ……それは！」

　フォグは慌てて彼の言葉を遮さえぎる。

　流れ込んでくる知ち識しきに、理解がとうとう追い付かなくなった。

　フォグの知識にある『ローレンの雛ひな』の特性と、造物主たる当事者が語る『ローレンの雛』の特性に、大きな齟そ齬ごがあるせいだ。

　ユヴィオールの語ったところによるなら『ローレンの雛』たちは、人を超越した『完全なる四源』の欠片かけらをひとつずつ、それぞれの身に宿しているという。

『第一円カイナ』たるフォグは、経絡の力──『消失点カイナ』。

『第二円アンテノラ』たるキリエは、肉体の力──『群体アンテノラ』。

『第三円トロメア』たるレキュリィは、魂の力──『供犠の血トロメア』。

『第四円ジユデツカ』たるキアスは、精神の力──すべてを統合するために移植されたローレンの心。

　だがこの理り論ろんはどうやら、大きく間違っているらしい。

　まず『第四円ジユデツカ』のキアス。ローレンはそもそも自身を甦よみがえらせることなど目もく論ろんでおらず、当然ながらその精神は彼自身から移植されたものではない。

　むしろキアスに与えられた特別な力は経絡にあるという。

　煉れん獄ごくの毒気を知覚すらできず、空気と同じように呼吸し処理できる能力は、

「毒気の克服？　人間が……毒気を克服するための力、というんですか」

「ああ。彼は人と交わり、子孫にその経けい絡らくを伝えるために生まれたんだ」

　何でもないことのように語ってくれるが、もはや驚おどろきでしかない。

　常じよう識しき外はずれのとんでもない発想だ。

　人と人造人間ホムンクルスを交わらせ、子を作り、人造人間ホムンクルスの形質を遺い伝でんさせる？

　そうして代を重ねて、いずれは人という種に煉獄の毒気への完全耐性を与える？

　キアス＝メネレックが人の子として貴族の家に預けられ、人として育てられたのもそのためか。すべては人を新たな段階へ導みちびくための遠大な計画だったということなのか。

　だがフォグの驚きよう愕がくとは裏腹、彼の動どう機きはあまりにささやかなものだった。

「妻の望みだった。あの素す晴ばらしい技術を人がもっと上手うまく使えるようにして欲しいってね」

「それは……人を良き方向に導く、ですか」

「ああ。どうやら生まれ変わった後のレキュリィも生前の妻と同じような理想を掲げて、あれこれやってくれてたみたいじゃないか。方法は違えど、彼女なりのやり方で。記き憶おくも人格も移植できちゃいなかったのにな。不ふ思し議ぎなもんだ」

　レキュリィはローレンによって魂の力を与えられていると、ユヴィオールだけではなくフォグもそう考えていた。しかし話を聞いてみると実際のところ、彼女が受け継いでいたのは魂ではなく、ローレンの妻の精神だという。

「……キリエは？」

　重ねて尋たずねた。

　残るふたり──キリエと自分はどうなのか。

「あなたが、彼女に与えた力は……」

「肉体だよ。あいつには死を乗り越えて欲しかった。死なない身体からだは原理的に不可能だったけど、自己の分裂という形であれば死を克服していつまでも続く生命が成し遂げられるんじゃないかって思ってね。その永遠の生命でこの国をずっと、飽きるまで見守っていてくれればと思ったんだが……どうにも僕のやり方はまずかったみたいだ」

　真実を知りたいと焦るフォグと対照的に、ローレンは穏おだやかだった。

　キリエを想おもってか、悔くいるように笑う。

「あの力が人からあまりにかけ離はなれているってことに僕は思い至れなかった。それが彼女の心を苦しめるという未来すらも、予想できなかったんだ。……何てことはない、僕という人間の思考が、人の常じよう識しきから外れ過ぎていたんだよ」

　記き憶おくがまた泡のように浮かんでくる。

　フォグの知るローレンはいつもひとり、孤独だった。

　友人らしい友人もいない。研究室に誰だれかが訪ねてくることもなかった。稀き代たいの天才と称され飛び抜けた頭脳と並外れた知識を持つ不世出の煉れん術じゆつ師しは、一方で人として大きく欠けていると噂うわさされていた。他者の感情をまともに理解できず、共感能力に乏しく、社会の倫理や常識に上手うまく合わせられない──きっと頭が良すぎるが故に、世界を見る視し線せんと視点が他とあまりに違っていたが故に、人の世に馴な染じむことがどうしてもできなかったのだろう。

　けれど、心が繫つながった今ならわかる。

　ローレンは世間で言われるような人倫にもとる悪人ではないし、ユヴィオールの言うように欲望のため我が子を犠ぎ牲せいにするような身勝手な男でもなかった。

　キリエに与えたあの力は確たしかにおぞましいかもしれない。

　死んだ妻を煉れん禁きん術じゆつで甦よみがえらせるなど狂気の沙さ汰たかもしれない。

　挙げ句、人という種そのものに人造人間ホムンクルスの形質を遺い伝でんさせ根本から組み替えるなど途方もない思考であり、ともすれば恐ろしい禁きん忌きでもあるだろう。

　だがそれら行為の根本には、悪意や我欲などではなく純真な想おもいがある。

　形は歪ゆがんでいても──娘に対しての、妻に対しての、人という種に対しての、行く末を案じ未来を願ねがう──ありふれたごく当たり前の感情が。

　キアス＝メネレックに望まれていたのは人の未来を変える経けい絡らくの力。

　レキュリィに預けられたのは愛する妻の心。

　キリエに与えられたのは国を見守る不死の身体からだ。

　それぞれがそれぞれに、ローレンの想いを託した特別な四源を授かった。

　ユヴィオールの、ひいてはシュフェームの推測した『超越した四源』だの『完かん璧ぺきの欠片かけら』だのは、人造人間ホムンクルスを創成した本人であるローレンにしてみれば見当違いも甚はなはだしい。そもそもが、戦せん闘とうに使える力だからといって『人を超越している』などとはおこがましい話だ。

　ローレンの込めた願いはもっと別のところにあった。

　力はあくまで手段である。『消失点カイナ』も『群体アンテノラ』も『供犠の血トロメア』も、ただの手段なのだ──彼がそれぞれの子供たちに託した本当に大事なものを、実現させるための。

　裏切りを示し唆さする嘆きの川コキユートスの名称を付けたのは、そうならないようにという戒いましめか、或あるいは軽い冗じよう談だんのつもりだったのかもしれない。

　でも──だったら。

「ローレン……父とうさん」

　フォグは自らの造物主を、昔そうしていたように呼んだ。

　記き憶おくの彼方かなたに忘れていた響ひびきはたとえ精神世界の中であっても、口にしてみれば面おも映はゆい。

「僕はあなたにとって、何なんですか」

　自身のことを問う。

「僕の『消失点カイナ』は何のためにあったんです？」

　煉れん獄ごくの毒気を喰くらい我が物とする力。

　あれが『人を超越した経けい絡らく』の産物などではなく、ただの手段とするなら。

『消失点カイナ』を用いて果たすべき目的は、いったい何だったのか──。

「僕は……僕は、どうして、何のために生まれたんですか」

　さっきから質問してばかりだ、と思う。

　彼が生きていた頃ころもそうだった。あれは何だ、これはどんなものだ、この機き械かいはどんな仕組みなのか、この本に書いてあるこれはどういう意味なのか──。

　身の回りにあるものすべてに覚えた疑問を片端からぶつけていたあの記憶を、あの日々を、今まで忘れていた自分が呪のろわしい。今まで忘れさせていたこの男に腹が立つ。

　ただ、思い出したこともある。

　フォグの質問責めに対する父の反応だ。

　あれこれと雑多な疑問をぶつける度たびに、いつもローレンは、面めん倒どうだという顔をした。

　それでも必ず律りち儀ぎに、素直に、

「お前の『消失点カイナ』は、煉れん術じゆつを解除し無に還かえす。その力は必要なものだと思った。この国を動かしている煉術という仕組みの、正反対に立っている人が必要だと思ったんだ」

　少し回りくどく、その分丁てい寧ねいに、

「お前はその力で今までずっと煉獄と相あい対たいしてきただろう？　この国そのものとも言える煉術を身に受け、喰らい、消し去り、自分の糧かてとしながら、この国を見てきたんだろう？」

　冷めているようで芯しんは熱ねつっぽく真剣に、

「俺おれはお前にそれをこそ望んでいたんだ。煉術という技術にとって天敵であり、故に煉獄という世界にとっての友となり得る者。つまりは煉術と煉獄のすべてを識しること。僕がなろうとしてなれなかった者、成し遂げようとしてできなかったことだ」

　自分のすべてを──教えてくれたものだった。

「フォグ。お前は僕の最初の子供だ。だからお前には、僕の魂そのものを託した」

　四源説でいう、科学的な意味での『魂こん魄ぱく』ではない。

　それは比ひ喩ゆだ。

　思い、願ねがい、生を全まつとうする中で培つちかってきたもの、育はぐくんできたもの。

　魂──最も大事な核の部分。

「負担に思うかもしれないし重荷に感じるかもしれない。だからこっそり託すだけにしておいて、あとは好きにやってもらおうと思った。すべてを忘れさせておいた。……でもね」

　そしてローレンは、

「あの少女。煉獄と煉術そのものの化身とも言えるあの娘と巡り会えたことは、お前にとってきっと運命であり、僥ぎよう倖こうだろう。彼女と一いつ緒しよなら、きっとお前は僕の目指した場所の遥はるか先に行けるよ。僕を踏み越えていけ。必要であるなら僕のすべてを利用しろ。奪われた『消失点カイナ』の代わりに……お前の頭の中にある僕の知ち識しきを、思うように使えばいい」

　いつものように──かつていつも授業の終わりにそうしていたように。

「瑩えい国こくどころか世界にも並ぶ者のない最高の煉れん術じゆつ師し、ローレン＝エヌ＝コーンフィールドの知識と記き憶おくだ。なに、ちょっとばかり危険かもしれないが、きっと役に立つ」

　冗じよう談だんめかして、

　ぽん、と。

　フォグの頭を軽く叩たたいて、笑った。




「上手うまくやれるよな？　何せお前は、僕の自慢の息子むすこだ」




「父とうさん……僕は」

　何か伝えたかった。

　何を伝えたいのかわからなかった。

　何を伝えてももはや無む駄だだというのはわかっていた。

　だから言葉にならなかった。

　喉のどを詰まらせながら、かつて生まれる前に見た原風景をふと思い出す。

　ああ、そうだ。

　あの真っ白な部へ屋や。ちょうどこの精神世界のような、何もない空虚の中。孤独にぽつんといた僕は──この世に生うまれ出いでる直前、この手で頭を撫なでてもらったのではなかったか。

　ぎこちなくも優やさしい、愛と祝福でもって。

「さて、そろそろお別れだ」

　頭から手が離はなれていく感触がした。

　目の前にいるローレンはフォグの脳内に保存された記憶が見せる幻げん影えいであり、触れ合うことなど本来できるはずがないし、そもそも最初からここにいない存在だ。なのに心は髪に触れる体温を、離り別べつの悲しみを、かつての日々から再現しようとする。

「待ってください。僕は……僕は、まだ」

「もうお前には僕のお守もりは要いらないだろう？」

「違います、そういうことじゃない！　僕は！」

　白い霧きりが晴れていく。

　霧フオグに溶けるように、ローレンの姿が搔かき消えていく。

「じゃあな」

　完全に溶けてしまう寸前、後ろ姿が手を振った気がした。

　それはあの幼い日、最後に見た、研究室の扉から去っていく父親の記き憶おくそのものだった。
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　夢への転換が刹せつ那なであったのと同様、覚めるのもまた刹那だった。

　気が付けば霧きりは晴れ、視界は戻り、本と書類で埋め尽くされたあの地下室に座り込んでいる自分がいた。胸の奥から響ひびく心しん臓ぞうの鼓動と指先に触れる石畳の冷たさに、ここが現実であることを意い識しきする。息を吸い込むと、花の香りはもう残ざん滓しすらない。

　あの夢──精神世界にいたのは時間にして、果たしてどれくらいだったのだろう。

　部へ屋やの外で待つカルブルックにでも尋きけばわかるのだろうが、その気は起きなかった。時計とけいの進みを確たしかめるよりも今はもう少しローレンの記憶に浸っていたい。

「……あぁ」

　と、憂ゆう悶もんのような愁嘆のような重い吐息が背後であった。

　ぼんやりとしたまま振り返る。

　発したのはキリエだ。フォグと同様に座り込んでいる。

　俯うつむいて額ひたいに手を当て、

「何よ……」

　感情の窺うかがえない声で、ひとりごちる。

「ふざけてるわ、まったく」

「あなたも……見たんですか」

　問うと、顔は上げないまま、ええ、と小さく答えた。

　ただし続く呟つぶやきは、フォグに対してのものではない。

「身勝手過ぎるわ。冗じよう談だんじゃない……ふざけないで」

　ついさっき彼女の頭の中にも現れたのであろう、ローレンへのものだった。

「何が『人を見守る』よ。何が『永遠の命』よ。勝手に妙な役目を与えないでよ。私はそんなことしたくなんかない。永遠に生きたくもなかった。こんな身体からだ、欲しくもなかった！」

　言葉だけを見れば怨えん嗟さそのものである。

　実際、恨うらみ言ごとだった。当然だろう。

　きょうだいたちの中でも特に、キリエに与えられた『群体アンテノラ』は──世上とあまりに乖かい離りしたローレンの感覚、そのずれが最も如実に現れた能力だ。飛び抜けて化け物めいた自分自身の力を、彼女はずっと心の裡うちで呪のろい続けてきたのだ。

「頭の中までいじって、昔の記き憶おくまで封じて、挙げ句こんなものを仕込んで……何なのよ！　完全に玩具おもちや扱いじゃないの！　これで悪意がなかったっていうんだから恐れ入るわ。ただの狂人じゃないの、私たちの親は……！」

　けれど──。

　罵ば倒とうを吐き捨てる声が、徐々に弱々しくなっていく。

　額ひたいを押さえた掌てのひらが、がくがくと震ふるえていく。

「……ねえ」

　這はいずるようにフォグの元へと寄ってきて、袖そでを摑つかむ。

「ねえ。信じられる？」

　フォグの妹は顔を上げた。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔で──兄へ、笑った。




「それでも私たちは、愛されてた。私は、愛されて生まれてきたんですって」




　いつものように皮肉げに。

　いつものように嘲ちよう弄ろうめいて。

　それでいて、これまで見たこともないように──嬉うれしそうに。

「私、は……父とうさん……お父さんに！」

　キリエはもう、意地を張ったりしなかった。

　殆ほとんど倒れ込むようにしてフォグの胸へ飛び込むと、滂ぼう沱だとともに嗚お咽えつし始める。

「……キリエ」

「何よ、何なのよ！　こんな記憶……こんなことで許せるもんか！　許せる訳がないじゃない！　それなのに……それなのに、許したくなんてないのに、私……私っ」

　フォグは自分の胸に埋まった頭に手を遣やる。

　滄そう海かいのような色をした髪を眺めながら、ぽん、と軽く撫なでた。

　戦い以外で初めてまともに触れる妹の体温。泣きじゃくっているせいで熱ねつっぽく、そのくせに弱々しく、まるで普通の少女のようだ。

　──ローレンだったら、どんなふうに慰なぐさめただろう。

　さっき受け継いだ、彼の知ち識しきと記憶に問いかけてみようとしたが、やめた。

　これはたぶん、そういうふうに使うものではないし、軽々しく頼っていいものでもない。

　まずはちゃんと自分で考えて、迷って、悩んで、判断して、決断できるよう──フォグたちが親から教えられた知識に寄りかからず、ちゃんと人として生きられるように、ローレンはこの遺い産さんを地下室に封印してくれていたのだ。

　だからフォグは困った顔をして、どうしたものかな、と溜ため息いきを吐つく。

　父親のようにはいかない。

　兄として妹にどう接すればいいのかを、模索しなければならなかった。

　もちろん一いつ朝ちよう一いつ夕せきに上手うまい言葉など思い付くはずもない。だけどそれでいいのだろう。

　──自分たちはまだ、雛ひななのだから。

「キリエ」

　未いまだ嗚お咽えつを続ける妹の頭を軽く叩たたいて促し、立ち上がる。

「まずはアルトを取り戻しましょう。反はん撃げきはそれからだ」

「……ええ」

　キリエはフォグの身体からだから離はなれると、ぞんざいに涙を拭ぬぐってからそっぽを向く。

　その仕し草ぐさはどこか恥ずかしげで、きっと彼女も同様に、妹として兄にどう接すればいいのかわからず戸惑っているのだろう。

　ふと、部へ屋やの隅にいるレキュリィを見み遣やる。

　彼女はさっきまでと同様、眠ったままだった。

　喪うしなわれた魂を取り戻す方法はローレンの知ち識しきを探っても出てこなかった。或あるいはずっとこのままなのかもしれない。けれど──ユヴィオールに奪われたのは魂だけだ。ローレンがずっと大切にしていたもの、つまりレキュリィの心はまだ彼女の肉体に宿っている。

　フォグやキリエと同じように、彼女もまた愛いとしい夫と会えたのだろうか。

　それはわからない。

　ただ、彼女の寝顔は穏おだやかで、少し微笑ほほえんでいるようにも見えた。
















　日が暮れる頃ころに天気は曇くもりへ変わり、月のない夜となった。

　夜陰に乗じる形で城に攻め込むことにしたフォグたちにとっては僥ぎよう倖こうである。もちろん相手も当然ながら警けい戒かいはしているだろうから、油断はできない。ただ、アルトたちを救出した後の撤てつ退たい行動を考えれば明るいよりも暗い方がいいだろう。

　かくして市民街の家々から明かりが消えるのを待ち、深夜を過ぎた午前一時。

　カルブルックが用意した馬車を使い、一同は城へと発たった。

　大通りに等間隔で据えられた瓦斯ガス灯とうが行く道を照らしている。しんとした静寂の中で蹄てい鉄てつと車しや輪りんの音は石畳を叩たたく。馬車が街灯の下へ入る度たび、小石を嚙かむ度、できるだけ目立たずに辿たどり着きたいと望んでいるフォグたちは尖とがった神経をぴりぴりとさせた。

　考えすぎではある。深夜に馬車を走らせる者は珍しくはあれど皆無でもない。それだけで咎とがめられたり、ましてや襲しゆう撃げきされる恐れはほぼないだろう。だがそれでも──馬車を御するカルブルックと車内に座ったフォグとキリエ、全員がほとんど無言でいた。

　やがて馬車は市民街を抜けて貴族街の奥へと入り込み、屋や敷しきの建ち並ぶ道路脇わきで停車する。

　王城へは徒歩で五分ほどの距きよ離りである。

「車はここで乗り捨てていきます」

　馬の鼻はな面づらを隻せき腕わんでひと撫なでしながら、カルブルックがフォグとキリエを見み遣やった。

「対象を確かく保ほの後、脱出は手て筈はず通りに」

「ええ」

　フォグは出発の前に渡された地図と現在地を頭の中で照らし合わせた。

　アルトたちを救出した後は各自がばらばらに撤退し、追っ手を攪かく乱らんさせる予定になっている。カルブルックが貴族街の幾つかの地点に馬や四輪馬車キヤリツジなどを用意してくれていた。さっきまで乗ってきた客馬車ランドーは逃走に向かないからここで捨てていく、という訳だ。

　打ち合わせで指示されたその地点がどの辺りにあるかの見当を付けつつ、深呼吸した。緊きん張ちようで硬くなった身体からだに夜の冷たい空気を入れる。

　腹部の負傷は今のところ問題ない。

　細胞修復や身体強化に加えて新たに痛覚麻ま痺ひの術式を重ねてある。腹の下に埋めた鍵けん器きさえ壊こわれなければ煉れん術じゆつは常時発動し続けるから、怪け我がを気にせず動けるはずだ。

　故に問題はユヴィオールの『消失点カイナ』。

　少なくともこの負傷がある以上、今日きようのところはまだ彼とことを構える訳にはいかない。出てきた場合、戦うのではなく逃げる、或あるいは撒まくという選択を取る必要があるだろう。

　気配けはいを潜ひそめながら三人で城へと向かう。暗くら闇やみに茫ぼう漠ばくと浮かぶ王城はあちこちが崩れた半はん壊かい状態のまま。かつての荘そう厳ごんさはなく、むしろ不気味さを際立たせていた。

　城門から十米メートルほど、木陰に身を隠しつつ様よう子すを窺うかがう。

「突入経路に変更はなし？」

　キリエが小さな声で問う。

　跳ね橋は上げられていた。警けい備びの者は見当たらない。外よりも中を固めているのだろう。

　打ち合わせでは、まさにこの城門から正面切って乗り込むことになっていた。

　アルトとイオが囚とらわれているのは恐らくいつもの牢ろう獄ごく、つまり前王妃の慰い霊れい塔とうだろう。あそこはそもそも彼女を幽閉するために造られた建物なだけあって、地の利を備えている。守るに易やすく攻めるに難かたく、束そく縛ばくするに易く脱出するに難いのだ。下手へたに別の場所に閉じ込めればアルトの強大な力を抑えきれず、ユヴィオール自らが常に見張るしかなくなってしまうはず。

　その慰霊塔に最も近いのが正面の城門だった。跳ね橋を上げていることからも警戒を厚くしているに違いない。だが、最短距きよ離りで一いつ直ちよく線せんに行くにはここからが最適。

　叶かなうならリチャードも救出したいところだが、そこまで望めるかどうか。

「打ち合わせ通りで」

　フォグは城門を見据えつつ返答した。

「城門を閉じているってことはつまり、下っ端が見張りしているってことでもあります。逆に突入しやすい。もちろん罠わなの可能性もありますが」

「……疑っていたらきりがない、わね」

「よろしいですかな？　では、私はお先に」

　ふたりの会話に追従するようにカルブルックが言った。

　フォグの頷うなずきに呼応してそのまま闇やみへと姿を消す。彼は裏手に回って騒さわぎを起こす役目だ。攪かく乱らんとして機き能のうするかはわからないが、やらないよりはましだろう。

　何はともあれ、行動を起こさなければ始まらない。

「じゃあ、僕らも行きましょう」

「ええ」

　ふたりは、木陰から一歩を踏み出した。

　周囲を警戒しつつ十米メートルの距離を走り、城門の前、外堀の縁へりで立ち止まる。

　──さあ、始めるか。

　フォグは自らの手首に巻かれた腕うで輪わを一いち瞥べつした。

　碧へき玉ぎよくを連ねたそれは、かつて幾度も自分を苦しめてきた悳とく国こく製の鍵けん器き『グラフの数珠じゆず』。

　思えばこれを使ってレティック＝メイヤが事件を起こしたのが、すべての始まりだった。皮肉なものだ。元凶となった道具が今まさに助けになろうとしている。

　複雑な感慨とともに思う。

　天堂騎士である自分がまさか煉術師として戦うことになるなんて──。

『起きろレエゼ』と小さく呟つぶやき、毒気を呼び出す。

「怨えんじ／奇話に辿たどり／仇あだを刺し／……」

　短い言こと霊だまとともに、人差し指と中指を立てて胸元で小さく軌跡を描く。複雑怪奇な紋様は煉れん術じゆつの儀ぎ式しき。言こと霊だまと動作を複合させて、より短い時間で強力な術式を編あむためのもの。

　その場で膝ひざを突き、空いたもう片方の掌てのひらを地面に置いて、最後の一いつ遍ぺんを口にする。

「……帳とばりに、集つどえ！」

『グラフの数珠じゆず』により召喚された高こう濃のう度どの毒気が、儀式に呼応して仮想物質を創成した。足あし許もとから発生したのは無骨な鉄の板。まるで轍わだちのように伸び、掘を跨またいで橋となる。

　即席の橋に足をかけながら、更に次の術式。

「渦巻くは紙片の斧おの／抱くは荒涼の端はした女め／産声を孕はらむ緑青の楔くさび／響ひびいて打ち、常とこ闇やみに堕だせ」

　今度は言霊に加えて、走る動作そのものをも儀式に織おり込む。わずかな手の動き、足の運び、更には呼吸までもをひとつの連なりとして煉れん獄ごくへ指令を出す。

　手許に『爛れ羊水ベドル２』──溶解液の球体を創成。

　過剰に飛び散らないよう周囲に『障壁エレール２』を纏まとわせながら、振りかざして城じよう壁へきに投げつける。ぐじぐじと不快な音をたてて石造りの壁かべに穴が穿うがたれた。

　堀を渡り終える頃ころには、穴は人がひとり通れる程度の大きさにまで達していた。

「お見事」

　背後からついてきていたキリエが肩を竦すくめながら薄うすく笑えんだ。

「さすがローレン、ってところね」

　皮肉めいた言葉の裏には驚きよう愕がくと賞しよう賛さんがある。実際、当のフォグでさえも自らが行使した煉術の手際に戦せん慄りつするものがあった。

　これがつまり、ローレンの遺産だ。

　あらゆる煉術に精通し煉れん禁きん術じゆつすらもを操あやつり稀き代たいの天才と言われた男の知ち識しきと記き憶おく。それを脳内に宿すということはつまり、煉れん術じゆつ師しとして最高峰の力を得るということである。

　つい今し方フォグが使った煉術はどちらも、並の煉術師であれば言霊の数十編、もしくは数分の動作を費やしてようやく稼か働どうできるものだった。『グラフの数珠』が後押ししてくれたという側面はあるにせよ、それをわずか数秒の複合儀式で容易たやすく成し遂げてしまう。

　今のフォグは故に、凡ぼん百ぴやくの煉術師など束でかかってきても赤あか子ご扱いだろう。

「……どうも私の頭の中には、兄にいさんほどの知識は降りてきていないみたい」

　と、消えていく鉄の橋を振り返って眺めながらキリエが言った。

「あの煉術、知らないわ。今のもたぶん同じようには創つくれない。言霊の発音とか間隔も儀式の一部になってるのかしら？　よくわからないわね」

「そうなんですか」

「ええ。私にはそこまでのもの必要ない、って思われたんでしょうね。それとも兄さんだけが特別扱いされてるのかもしれないわ……長男ってことで」

　少しだけ不満げではあったが、以前のような嫉しつ妬との色はない。

　むしろ愉快げに笑む。

「ま、どのみちこの身体からだじゃそこまでは使えないし、基本的には任せるわ」

「ええ。援えん護ごを頼みます。油断してはいられない」

　たとえローレンの遺い産さんがあろうと、ユヴィオールに出てこられては不利だ。

　急がねばならない。

　壁かべに空いた穴を潜くぐり外庭へ出る。慰い霊れい塔とうにはここから城伝いにぐるりと回って三十米メートル。

　その三十米メートル──というよりも外庭は、予想通りの状態だった。

「素早すばやいお出迎えね」

　キリエが軽口を叩たたく。

　ざっと数えて十数人が、殺意に目を光らせてフォグたちを遠巻きに包囲していた。

　壁を溶かした時の音はそれなりに大きく、しかも酸特有の臭気もある。警けい備びしている人間が異変を察知して集まってくるのは自明のことだろう。

「王属煉れん術じゆつ師しではない……ようですが」

　手に持つ武器も纏まとった衣服も、気品や格式など無視した実用本位の粗野なもの。腕に刺青いれずみを入れたり顔を包帯で隠したり、見るからに怪しげな風ふう貌ぼうの者なども少なからず混じっている。

　組合ギルドから派遣されてきた在野の煉術師たちか。

『レキュリィの宴うたげ』本部への再さい襲しゆう撃げきを警戒し、ユヴィオールが組合ギルドへ出した依頼はそのまま通したと聞かされていたが──どうやらこっちが黙だまっているのをいいことに報ほう償しよう厚く大々的に募ったらしい。顔ぶれを見る限り、名を馳はせた実力者も数名混じっている。

　全員が抜き身の得え物ものを手にして臨りん戦せん態勢。やる気に満みち溢あふれていた。そも王家に反感を持っていたのか、或あるいは依頼内容や状況など一切問わずという主義か。

　どちらにせよ、関係ない。

「キリエ、その場から動かないように」

「わかったわ。……それにしても残念ね。私が万全なら、遊ぶのに丁ちよう度どいい数だったのに」

「なめた口を利くな、おぞましい人造人間ホムンクルス」

　背後で年とし増ま女の煉術師が吐き捨てた。

「煉れん禁きん術じゆつで造られた紛い物の化け物……王家の飼い犬。我が国の膿うみだよ、これは」

　フォグの正面では青年の男が苦々しげな顔をする。

　それに追従してあれこれと思想じみた言葉を口にする者、興きよう味みがなさそうに武器だけを構える者、ただ無言で殺気だけを強くする者、研究者じみた好奇の視し線せんで睨ねめ回して来る者──彼らに対して思うところはあるが、ひとりひとりと相あい対たいしている暇はない。

「……『起きろレエゼ』」

　手首に巻いた『グラフの数珠じゆず』をかざし、叫んだ。

「『起きろレエゼ』『起きろレエゼ』『起きろレエゼ』『起きろレエゼ』『起きろレエゼ』っ！」

　しかも一度ではなく、立て続けに連呼。

　起動の言こと霊だまを発した回数だけ煉れん獄ごくの扉が開き、『グラフの数珠じゆず』が毒気を発散する。ただでさえ常じよう識しき外はずれの量を呼び出す鍵けん器きであるのに、それが六度。

　噎むせ返るほどの花の香りが周囲に満ち、煉れん術じゆつ師しどもが血相を変えた。

「貴様、何を……」

　するつもりだ、という誰だれかの言葉はしかし、

「……な」

　フォグの傍かたわらに顕けん現げんした物体への戦せん慄りつによって阻はばまれた。

　夜の闇やみに茫ぼう漠ばくと光る、銀ぎん色いろの樹き。

　円柱形をした太い幹から伸びる細い枝々たちは、一本一本すべてが先端を鋭えい利りに尖とがらせた刃やいば。それらがまるで生き物のように蠢うごめき、集つどった煉術師の集団に狙ねらいを定める。

　ある意味でこれは、フォグたちの兄弟とも言える。

　何故なぜならば『名付け親ネイムド』はローレン＝エヌ＝コーンフィールドその人であるからだ。

　第だい二に冠かん術式『千の剣戟コーンフイールド３』。

　かつてユヴィオールがアルトたちに用いたこともある。あの時、彼が長々と詠唱をしてようやく稼か働どうさせた術式を、フォグはローレンの知ち識しきの元、わずか二秒で構築した。

　もちろん儀ぎ式しきはちゃんと行ってある。

　フォグが『千の剣戟コーンフイールド３』を稼働させるための準備を始めたのは、城じよう壁へきに穴を空けた直後。

　自らの血液を煉術で操そう作さしてその一部を墨状の仮想物資に変え、あらかじめ全身の血管内に煉術陣を描いていたのだ。煉術を用いて煉術陣を作ることで高冠位煉術を瞬しゆん時じに稼働させる──アルトが背に展開するあの紋様と同じ理屈。体内に煉術を使用しても毒気の影えい響きようを受けないフォグだからこそ再現可能な荒技だった。

　だが相手には手品の種を見破ることなどできはしない。

　前触れもなく唐突に現れた大規模煉術に驚きよう愕がくし、或あるいは呆あつ気けに取られ、或いは恐怖で身を竦すくませている。それでも場数を踏んだ手練てだれたちは反射的に動こうとしたが──高次の戦いにおいては一瞬の逡しゆん巡じゆんこそが命取りであることは、本人たちも理解していただろう。

『千の剣戟コーンフイールド３』は彼らに反応の隙すきを与えなかった。

　金属柱から生はえた数多あまたの枝たちそれぞれが、敵の煉術師たちへと一いつ直ちよく線せんに伸びた。

『障壁エレール２』を張れた者はいない。回かい避ひできた者もいない。盾や鎧よろいで防御できた者もいない。

　つまり生き延びられた者は、誰もいなかった。

　剣は全員の頭部を過あやまたずに貫き、悲鳴の間もなく絶命させる。

　煉術が解除され、塵ちりと化し毒気へ還かえる銀色の大たい樹じゆ。死体のくずおれる音が暗くら闇やみの中に響ひびく。

「……終わり、かしら？」

　毒気に顔をしかめ口くち許もとを押さえつつ、キリエが小さく呟つぶやいた。

　フォグは残心とともに数秒ほど周囲を窺うかがう。

　茂みや城の陰に隠れている者はいないようだ。集まってきた連中は今のですべて倒してしまったらしい。とはいえ死体が山やま積づみな以上、大きな騒さわぎになるのは時間の問題。

「急ぎましょう」

　小声で促し、ふたりは小走りに駆けた。

　城の外がい壁へき沿ぞいに進み、角を曲がって更に十五米メートル。王城に隣りん接せつして建てられた小さな尖せん塔とうを目の前に、いよいよ鼓動が早まる。もう少し先に行けばイオの住む小屋があるが、そっちの確かく認にんは後回しだ。塔の防備が固まりきる前に攻め入らなければならない。それに彼女の性格を考えれば、アルトと一緒に地下で寝起きしている可能性も高かった。

　入り口の前で剣を構えていた衛えい兵へいを出会い頭に殺して中へ。

　一階にある隠し扉を開け、地下への螺ら旋せん階段へと足を踏み入れる。

　もはやふたりともが無言になっていた。

　地下へ伸びる空洞は夜の暗がりよりもなお深い闇やみとなって、ごうごうと大気の音を谺こだましている。キリエが腰に提さげていた燈ランプを手にし、フォグが煉れん術じゆつでそれに火を点つけた。

　薄うす暗くらがりに茫ぼうと光る明かりは足あし許もとと目先を照らす程度なものの、階段の幅も大人おとな三人ほどが横に並んで歩ける程度にはある。ましてやフォグにとっては毎日のように上り下りする慣なれ親しんだ階段。故に迷うことなく、ほとんど全速力で駆け下りた。

　そうして、塔の内ない壁へきを何度か廻まわっただろうか。

　アルトの部へ屋やまで残り半分ほどまでという辺りだった。徐々に濃こくなってきた花の香りに急せかされていたフォグとキリエの足が、不意に止まる。

　階段の先、燈ランプの光は届かない距きよ離りながら、凝こらした夜目に映る人ひと影かげがあったのだ。

　いや、目で見るよりもむしろ肌に、背筋に痛いほど伝わってくる。

　冷たい塔の空気を切り裂くような──殺気が。

「来たか」

　階段に腰掛けていたそいつは、こちらを一いち瞥べつしてふらりと立ち上がった。

「今夜辺りと踏んでたが、どんぴしゃだな？　待ってたぜ」

　ユヴィオールの取とり繕つくろった物腰とは正反対の、粗野で荒々しい口く調ちよう。ぞんざいに後ろでまとめた長い髪。こめかみに這はう、獣けものに引ひっ搔かかれたような三本傷。着崩した貴族服。まるで少年向けの冒ぼう険けん譚たんに出てくる海賊のような風ふう貌ぼうをした、中年男。

「……レイド＝オータム」

「おう。調子はどうだ？」

『殺さつ戮りく博士はかせ』は、フォグを射い竦すくめるような視し線せんで獰どう猛もうに笑えんだ。

「うちの大将に手も足も羽根ももがれちまってもうお終しまいだと思ってたが……ここまで来られたってことは、何か起死回生の手でも入ったかね？　外の見張り、けっこうな手練てだれを雇ったんだぜ。黙だまって通してくれるほど甘い連中でもねえ」

　にやにやと、楽しげに嬉うれしげに、

「それにしても、真っ先にここへ突入してきたようだが……その読みはどうだろうなあ。果たして目当てのお姫さんはこの先にいるのかね？」

　フォグたちへ揺さぶりをかけてくる。

　だがこちらも、乗せられるほど愚かではない。

「います。あなたが待ち伏せていたのが何よりの証拠だ」

　様よう子すから察するに、ずっとここに詰めていたようだ。

　夕方からか、或あるいは日が暮れてからか。

　ならば──そういうことだ。

「ユヴィオールにとってあなたは、陥かん穽せいの餌えさに使うほど軽い存在ではないでしょう？」

　最大戦力を配備しているというのは、そういうことなのだ。

　アルトたちを別の場所に幽閉しているのなら、ここには雇いの煉れん術じゆつ師しを配備させておけば充分。誘い込んで叩たたくつもりであったのなら、階段を下りているところを上から攻めればいい。

　こちらの裏をかき敢あえてレイドを配置した、という線せんはないだろう。今のフォグたちは彼らにとってもはや奇策で挑まなければならないほどの脅威ではない。

「へえ、随分まあ高く買ってくれてるじゃねえか。いやこの場合、高く買ってくれてるのはうちの大将の方か？　は、むず痒がゆくなるねえ」

　レイド＝オータムは軽口を叩きながら、一方で殺気を尖とがらせていく。それはつまり、この先にアルトがいるという何よりの証拠だった。

　さすがに背筋が凍る。さっきの煉術師たちとは訳が違う相手だ。あれを一流とするならこっちは超一流。ローレンの知ち識しきを存分に使ってなお、勝てるかどうか確かく信しんはない。

「こいつは僕が相手をします」

　背後に立つキリエへ言った。

「あなたは先に行ってアルトを連れてきてください。当然、もしいるならイオさんも」

「先に、って……どうやってよ」

「おいおい、まったくだ。俺おれがここをはいどうぞって通すと思うのか？」

　ふたりが同時に疑問の声をあげる。

　フォグは薄うすく笑った。

「少し荒っぽくてすみません」

　笑い──口の中で小さく『起きろレエゼ』と呟つぶやいた。

　指先の動作で煉術を起動する。第だい四よん冠かん術式『女郎蜘蛛の籠絡エレンテイーナ10』。

　フォグの掌てのひらから白い紐ひものような仮想物質が生はえた。

　直径三糎センチほどの太さで、粘着質で伸しん縮しゆくも自在なら形状も自由。縄なわとしても使えるし、壁かべにへばり付かせれば鳥とり餅もちのようにも使える煉術だ。

　横を向き、暗くら闇やみの中へと投なげ縄なわのように飛ばす。

「え？　ちょ……まさかあんた」

　これから自分の身に何が起きるのかを察して眉まゆをひそめたキリエの腕に、

「大丈夫、怪け我がしないように調ちよう節せつします」

　糸の先端、もう片方側を付着させて巻き付けた。

「そういう問題じゃ……って、きゃあっ！」

　悪いが文句を聞いている暇はない。

　術式を操あやつって『女郎蜘蛛の籠絡エレンテイーナ10』を一気に収しゆう縮しゆくさせる。

　直後、キリエの身体からだは引っ張られて宙を舞まい、塔の内ない縁えん、反対側──つまりは螺ら旋せん階段で立ちはだかるレイドよりも階下の壁かべへと運ばれた。傍はた目めには軽い悲鳴とともに闇やみにすっ飛んでいった形になるが、大丈夫だろう。着地点の壁では『女郎蜘蛛の籠絡エレンテイーナ10』が緩かん衝しょう材ざいになって受け止めるようにしてある。

「……おいおい、無茶むちやしやがるな」

　レイドが、ひゅう、と感嘆の口笛を吹いた。

「こういう大胆さがあったとは意外だな。それともあれか、人が変わるほど吹っ切れたか？」

　ローレンの知ち識しきを受け継いだことなど知る由よしもないだろうに、鋭するどい科白せりふを吐く。

「どうでしょうね。以前からの気もしますし、あなたの言う通りなのかもしれません」

「それにお前、天てん堂どう騎き士しだったはずだぜ。なのに今のはどう見ても煉れん術じゆつだ」

「転てん職しよくしたんですよ」

「なるほど、ま、いい。どっちでもいい……楽しませてくれるなら、何でもな」

　気楽そうな口調で世間話じみたことを言いつつも、殺気は些いささかも衰えない。それどころか背筋に伝わる寒気はいっそう強くなっていく。

『殺さつ戮りく博士はかせ』は目を細め、身構えた。

　──来る。

　まるで挨あい拶さつでもするように自然な動作で、挙がった右腕が瞬しゆん時じに金属色へ変わる。擬ぎ態たいしていた『アイリスの五番』が本性を現し、先端を尖とがらせて一いつ直ちよく線せんに伸長してきた。

「……『起きろレエゼ』！」

　フォグは掌てのひらに薄うすい『障壁エレール２』を展開。迫り来る金属の槍やりを躱かわしつつ捌さばく。

「お!?」

　感心したようにレイドが目を見開いた。

　刃やいばを受け流しながら、階段を駆け下りて突進。

　もう片方の貫ぬき手てに纏まとわせるのは『螺旋抉オータム７』。先端を尖らせた仮想金属を回転させて殺傷力を上げるそれは、まさに目の前の相手──レイド＝オータムの開発した術式だ。

　体当たりするようにして胸に突き入れる。

「……っ、と！」

　もちろんこんな小こ手て調しらべ程度の一いち撃げき、レイドが喰くらうはずもない。金属の右前腕が鰭ひれのような形状に広がり盾となり、『螺旋抉オータム７』を受け止めた。

　金属と金属が擦こすれ合い火花を散らす。塔の闇やみに閃せん光こうが瞬またたいた。

「らあっ！」

　フォグを力任せに押おし退のけ、体勢が崩れたところに今度はレイドの攻撃。

『アイリスの五番』の表面が小石を投げ入れた川のように波打ち、紋様を浮き上がらせる。

　小型の煉れん術じゆつ陣じん。レイドはにやりと笑えみ、術式を稼か働どうさせようとする。

　が、フォグの網もう膜まくは暗闇の中、煉術陣の紋様を細部まで捉とらえていた。

　脳内にあるローレンの記き憶おくは、こと煉れん獄ごくや煉術に関するものであるならば瑩えい国こく国こく立りつ図と書しよ館かんなどよりも膨ぼう大だいかつ深しん淵えんな知ち識しきを蓄えている。そこから必要なものを照合し拾い上げることで、儀式を見るだけで発動前の煉術を推察することが可能だった。

　そして煉術の儀ぎ式しきというのは、些さ細さいなことが失敗に繫つながるものなのだ。

　レイドが使おうとしていたのは恐らく『乱刹棘オータム８』。微細な金属の針を創成し射出する第だい四よん冠かん煉術だろう。その過程は大まかに言うなら「一定量の仮想金属を創成し」「創成した金属を針状に分解、錬れん成せいし」「指向性を持たせて射出する」という三つの段階を踏む。もちろん儀式には個々人の裁量による修飾が施されることが殆ほとんどで、使用者本人でないとわかり得ない部分は必ずあるが──少なくとも最初の「一定量の仮想金属を創成する」という部分に関しては、普遍かつわかりやすい法則がある。

　故に、そこを歪ゆがめてやればいい。

　レイドが術式を稼働させる寸前、フォグは割って入った。

「起きろレエゼ』！　……断罪に／焦がれ／！」

　先に煉獄の毒気をこちらから発散させ、かぶせるように言こと霊だまを二編へん。

「な……!?」

　さしもの『殺さつ戮りく博士はかせ』も、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　彼が稼働しようとした『乱刹棘オータム８』は、金属の針ではなく蒸気の渦となって無為に立ち上る。煉術陣に言霊で干渉することにより「金属の創成」を「蒸気の創成」に変えたのだった。

　なれば煉術の効果は、ただ蒸気を前方に噴ふん出しゆつさせるのみ。

　隙すきができた。

　残った毒気に指先の動作で干渉し『錬鉄シヤミイ２』を稼働。柄つかと鍔つばと刀身が一体となった無む機き質しつな短刀を創つくりながら再び一気に距きよ離りを詰める。

　狙ねらうは脇わき腹ばら。最小限の動きで肋ろつ骨こつの隙間から臓ぞう器きを狙う。

　いける、と確かく信しんした。しかし。

「……っの野郎！」

　レイド＝オータムは咆ほう吼こうとともに、フォグの攻こう撃げきに対応した。

　身を守るように胸の前に構えられた『アイリスの五番』から細い液体金属の枝が上方へ伸び、塔の壁かべに深く差し込まれていたのだ。そうしておいて縄なわを手た繰ぐるように収しゆう縮しゆく。

　まるで、さっきフォグがキリエを先に進ませた『女郎蜘蛛の籠絡エレンテイーナ10』の意い趣しゆ返がえし。

　身体からだが浮き上がる。わずか数十糎センチだったが『錬鉄シヤミイ２』の刃やいばは狙ねらいを外して空を切る。

『消失点カイナ』で身体強化がなされていれば途中で軌道を変えることができたはずだが、今のフォグが同じことをするには反射神経も筋力も足りない。

　不覚を取った。

「『起きろレエゼ』！」

　今度はレイドが起動鍵かぎの言こと霊だまを叫ぶ番だった。

　腕に浮き上がらせていた煉れん術じゆつ陣じんはなおも健在。つまり、毒気に反応して『乱刹棘オータム８』が稼か働どうする。頭上斜め上から針の雨が、フォグへと一斉に射出された。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに『障壁エレール２』を張ったが、弱い。

　胸から上を庇かばった左腕を中心に容赦なく針の山が突き立った。

　慌てて大きく退さがり間合いを取る。追つい撃げきはない。レイドが跳ちよう躍やく中ちゆうだったのも幸いした。それでも左腕の傷は深く、衣服はおろか肉を突き破り、一部は骨に達するほどだった。

　肘ひじから下が言うことを聞かない──背筋に汗が伝う。

「ぎりぎり上を行けた、ってところか」

　一方でレイド＝オータムもまた、余裕のない引ひき攣つった笑えみを浮かべていた。

「ふざけてやがる。こっちの煉術に直前で干渉して書き換えるだと……？　お前、いったい何をどうしてそんな芸当ができるようになった。人間業じゃねえぞ、こいつは」

「通じなければ意味がありませんよ」

　会話をしつつ密ひそかに回復術式をかけようと試みるが、さすがに困こん難なんだった。

　腹に仕込んだ鍵けん器きやこの場にうっすらと漂っている毒気だけでは到底足りないし、この状態では儀ぎ式しきを編あめない。それに、術式を稼働できたとしても効果は一時的なもの。煉術を恒常的に顕けん現げんさせ続けるには時間の経過に左右されない陣が必要になる。

「どこでどうやって手に入れた技術か知らんが、しかしお前、まだ慣なれてねえな？　そこに俺おれの付け入る隙すきがあった。……危なかったけどな」

「これに付け入ることができるのは、あなたくらいでしょう」

　とはいえ、レイドの指摘は正しかった。

　ローレンから受け継いだ知ち識しきと技術は確たしかに有用なものの、フォグにはまだそれを用いての実戦経けい験けんが足りない。彼のような相手を前にした時、その弱みが露ろ呈ていする。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さくに去来する刹せつ那なの判断は、頭で考えていては遅いのだ。数多あまたの戦いを切り抜けることで蓄ちく積せきしてきた無む意い識しき下かの技量が生死を分ける。そういう領域の話をするなら、思い出したばかりの知識を活用しているだけのフォグはぎりぎりのところで差が出る。

　腕の痛みに耐えながら歯は咬がみする。この場をどう乗り切るか。

　レイドにこの機きを逃のがすつもりはない。

　既に『アイリスの五番』の形状が変えられていた。

　前腕が八本の爪つめを生はやしながらぱっくりと開き、まるで巨大な蝿はえ取とり草ぐさ。爪は一本一本ががちゃがちゃと蠢うごめき、おまけに唇めいた形となった腕の内側には乱らん杭ぐい歯ばのように棘とげまでが林立している。上か横から叩たたき付けてくるつもりか。

　階段は狭く、逃げ場はない。

　レイドは腕の変形を終えると同時に無言で斬きりかかってきた──斜め上からの袈け裟さ懸がけで、煉れん術じゆつではなく直接攻こう撃げき。さっきと同じ轍てつを踏むのを避けるしたたかな判断だ。

　ローレンの知識を探りつつ高速で思考する。

　強度を操そう作さして反発性を強くした『障壁エレール２』を身体からだの周囲に張るか。

　或あるいは目め眩くらましの術式か。

　再度『女郎蜘蛛の籠絡エレンテイーナ10』を使って上か横に逃れるか。

　だがどれも間に合わない。左腕一本を封じられているせいで、動作による儀ぎ式しきに遅延が生じる。鍵けん器きを起動させるためには『起きろレエゼ』という一語を口にしなければならない。そしてもはや、フォグの身体に刃やいばが到達するまでは一秒足らず。

　右腕だけの動作と塔の中に薄うすく漂う毒気でかろうじて『障壁エレール２』を張る。あとは負傷覚悟で急所を避けて凌しのぎ、次の一手に賭かけるしかない。

　身をよじって動かない左腕を捨てるつもりで突き出した。

　しかし──凶悪な形状の『アイリスの五番』がフォグの身体に棘を突き立たせようとしたその寸前。レイドの動きがほんのわずかだけ鈍にぶる。

　叩き付ける力を急に抜いたような、横からの不意打ちに気を取られたかのような。

　理由を思考する暇はなかった。その十分の一秒以下の緩ゆるみを活いかすべく身体が動いた。

　懐ふところに飛び込む形で上半身を屈かがめながら前に出る。爪の数本が肩口を掠かすめるが軽傷。

　体当たりしながら肘ひじを打つ。

「ぐ、……！」

　更に追撃するかどうか逡しゆん巡じゆんしたが、レイドの方が後退し距きよ離りを取った。

　腹部に入った打撃が思いの外重かったのだろう。体表面に張った『障壁エレール２』を利用して威力を上げたのが功を奏した形か。

　それにしても何故なぜ、攻撃の速度が緩んだのか。理由はフォグのわずか頭上にあった。

　塔の内ない壁へきに、黒い物が突き立っている。

　短刀、だった。

　死角になっていて気付かなかったが、状況から推測するにどうやら、レイドがこちらを攻こう撃げきしようとしたのとほぼ同時に頭部を狙ねらって飛来してきたらしい。

　普通ならまず、誰だれが横よこ槍やりを入れたのかという当たり前の疑問が浮かぶだろう。しかしフォグはそこではない別のことに思考を奪われていた。

　つまりは、短刀そのものの形状に対して。

　柄から剣先へ行くに従って幅広となる特異な形状。

　緩ゆるやかに湾曲した刀身と、内反りに焼き入れられた刃やいば。

　柄に備え付けられた握り込み式の把とつ手て。

　三日前、ユヴィオールに破は壊かいされたフォグの愛刀──『アイリスの十六番』と、見紛うほどに酷似していたのだ。いや、殆ほとんど同じ、と言ってすらいい。

　違うのは刀身の色。

『アイリスの十六番』のような鋼はがね色いろではなく、根元から刃先までが漆しつ黒こくだった。闇やみに包まれた塔の中にあってなお濃こい、まるで深しん淵えんが渦巻いているかのような色。

　湾刀を凝ぎよう視ししていると、闇の向こう、頭上から声があった。

「……使え！」

　女のもの。どこか獰どう猛もうさの感じ取れる粗野な口く調ちよう。

　聞き覚えがある。が、今は誰何すいかする暇などない。

　考えることも迷うことも脇わきに置き、壁かべに突き立った湾刀の柄へ手を伸ばした。

　力を込めて引き抜く。

　予想よりも遥はるかに軽い。前の湾刀とは違い、筋力を強化しなくても振るえそうだ。一方で握った柄からは得体えたいの知れない異様な気配けはいが伝わってくる。

　本能的に理解した。この剣はきっと、普通ではない。

　身構えつつ、柄に仕込まれた把手に指をかける。『アイリスの十六番』をただ模作したのでないのなら何かしらの仕掛けがあるはず。わずかな遊びを確かく認にんした後、握り込んだ。

　小気味よい機き械かい音おんが指先に伝わった瞬しゆん間かん。

　それは、起きた。

　まず変化があったのは刀身だった。表面が、黒い霧きりを立ち上らせながら輪りん郭かくをぼやけさせたのだ。まるで底なしの闇が噴ふん出しゆつしたように、刀身そのものが揺らめく。

　それと同時、周囲に満ちる花の馥ふく郁いく。

　噎むせ返るほど、という表現すら生ぬるい。アルトの発する毒気に勝るとも劣らない濃のう度ど。

　短刀の柄に仕込まれた鍵けん器きが作動した？　いや、違う。仕込まれているのは──仕掛けがあるのは、表面を揺らめかせている漆黒の刀身そのものだ。

『アイリスの十六番』は、煉れん禁きん術じゆつにより圧あつ縮しゆくされた二十瓩キロの鋼こう鉄てつによる超硬度と超重量を誇る短刀だった。推測するに、ほぼ同じ外見を持ったこいつもまた似た原理で作られている。

　それは恐らく、固体化するほどまでに密度を高めた上で、現世に固着させた──。

　いきなり発生した毒気を吸い込んでしまったのだろう、レイド＝オータムが口くち許もとを歪ゆがめて動きを硬直させた。咳せき込まなかったのはさすがと言うべきか。

　好こう機きは到来した。

「咲け／宵よいに／現うつつを惑い／夙つとと成せ／！」

　毒気を糧かてに煉れん術じゆつを作動させる。筋力、反射神経、視覚感度をまとめて強化させる複合術式。濃のう度どが高いのが幸いして単純な言こと霊だまで済む。

　目の前に広がる光景が昼間のように明るくなった。

　剣が飛来してきた方向、階段の上へ一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを遣やる。予想通り、そこに立っているのは深ふか緑みどり色いろの蓬ほう髪はつをたたえた鋭するどい目の女性。『魔ま剣けんの母』アイリス＝キャリエル。

　彼女の視線に応こたえるように、湾刀を斜め下から斬きり上げた。

「……ち、ぃ！」

　さすがと言うべきか、身を捩よじらせながらもレイドは反応した。剣けん戟げきを受け止めようと金属の右腕を盾の形に変形させ、胸の前で構える。

　フォグはしかし、手の中にある刃やいばを信じ、そのまま振り抜いた。

　漆しつ黒こくの刀身と鈍にび色いろの液体金属が激げき突とつする。

　交こう錯さくの刹せつ那な、アイリス＝キャリエルの小さな呟つぶやきが聞こえた。

「……甘いね」

　得意げな、猛もう獣じゆうじみた含み笑いだった。

「『十七番』は、『魔剣の母この俺』の最高傑作だ」

　そしてフォグの強化された五感は、その過程をつぶさに見る。

『アイリスの五番』に触れた瞬間、漆黒の刃『アイリスの十七番』は、刀身全面に複雑な紋様を浮き立たせる。直線が絡み合った幾何学模様は、煉れん術じゆつ陣じん。

　毒気そのものである刀身は、自らを原料として煉術を自律稼か働どうさせた。使用者の攻こう撃げき意思に呼応し発現したのは『億の剣騒コーンフイールド５』。それはまさしく名の通りローレンが発案した、フォグの記き憶おくにもある術式だ。刃そのものを目視不可能なほどの微細な振れ幅で高速振動させ、刃の触れた箇所を砂のように砕き斬る──つまりは斫きる。

　付与した武器そのものすらもが発する振動に耐えきれず自じ壊かいしてしまうが故、一般には使用不可能とされている。だが『アイリスの十七番』は固体の形をした煉れん獄ごくの毒気。表面を気化させることで崩れることなく形を保ち、『億の剣騒コーンフイールド５』にも刀身は揺るがない。

　耐えきれなかったのはレイドの右腕だった。

「な……っ!?」

　ぐおおおお、と地鳴りのような不気味さを響ひびかせながら、盾となった『アイリスの五番』はあっさりと牛酪バターのように切り裂かれる。

　前腕の半分ほどが宙に舞まい、足あし許もとに転げ、そのまま塔の暗くら闇やみへと落下し吸い込まれていく。

「っ、の……」

　顔を歪ゆがめるレイド。元々が液体金属の塊だから痛みはないにせよ、武器の体たい積せきが半分以下になった状態では咄とつ嗟さの反はん撃げきもできないようだ。

　再び『アイリスの十七番』の把とつ手てを握った。

　高こう濃のう度どの毒気が再び立ち上る。

　黒い刀身が表面を揺らがせながら『億の剣騒コーンフイールド５』の振動を纏まとう。

「止とどめです！」

　湾刀を逆手に、前へ突き出した。

　だが──その切っ先が心しん臓ぞうを抉えぐろうとした直前。

　フォグは、レイド＝オータムという男の強さが、速度や技術ではなく咄嗟の判断力によってこそ支えられているのだと思い知ることになる。

「……は！」

『殺さつ戮りく博士はかせ』は気を吐いた。不敵に、しぶとく。

　もはや勝ちの目はないことを知っていてなお、諦あきらめていなかった。

　レイドは動いた。

　横に飛び、螺ら旋せん階段から塔の暗闇へと迷うことなく──身を躍らせたのだった。

「な……!?」

「お前の勝ちだ、坊主。だが、俺おれは負けねえぜ？」

　背中から飛び降りながら、にやりと笑えむ。

　最下層までは少なく見み積つもっても十五米メートルはあるだろう。おまけに下は煉れん瓦が造づくりの部へ屋やと石畳。常じよう識しき的てきに考えれば助かる可能性はほぼ皆無と言っていい。それでもレイドの目に絶望は微み塵じんもなかった。むしろこちらに対する愉悦の色すらあった。

　悲鳴もあげず、闇の空くう隙げきに吸い込まれていく。数秒の後、煉瓦の崩れるけたたましい衝しよう撃げき音おんがくぐもった残ざん響きようとともに塔の中に谺こだました。

　フォグは戦せん慄りつとともに、レイド＝オータムが消えた漆しつ黒こくを呆ぼう然ぜんと見詰めていた。

　けれどすぐに心を落ち着かせ気持ちを切り替える。

　自分のすべきことは、落ちていったレイドに構うことではない。深く息を吐く。複数の人間が小走りで階段を駆け上ってくる気配けはいがあった。
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　イオ＝テリーヌは唐突に現れたキリエを、完全に疑ってかかっていた。

　何しろ彼女とは一度、敵として出会っている。かつてこの地下室に現れてアルトを襲おそおうとした人造人間ホムンクルス──きっとユヴィオールたちの仲間で、アルトをどうにかしに来たのだろう。

　だから「ここから逃げるから付いてこい」なんて科白せりふ、甘言としか思えなかった。

　身体からだを張って追い返そうとした。心中の刃やいばである『アイリスの十二番』を盾にして、昼間と同じように、一いつ緒しよに死ぬ覚悟で立ちはだかった。

　それを阻はばんだのは、当のアルトだった。

　寝台ベツドから起き上がりキリエの顔を見て、格子の前まで走ってくる。

　そうして嬉うれしそうに顔を輝かがやかせ、言ったのだ。

「無事だったのね！」と。

　キリエは応こたえた。困ったように、同時に呆あきれたように、

「莫ば迦かじゃないの、私のことなんてどうでもいいじゃない」

　けれど一方で、はにかむように──。

　だから、イオは信じることにした。

　キリエをではない。アルトをだ。助けが来たのかもしれないという可能性よりも前にまずはキリエの安否を気にかけた、その心を信じようと決めた。

　着の身着のままで牢ろう獄ごくを出る。アルトは寝起きだったせいで髪の毛すら整ととのっていない。身み支度じたくくらいはと思ったが、言い出せないほどキリエに急せかされた。

　先せん導どうされ、地上へと走る。長年ずっと慣なれ親しんだ螺ら旋せん階段だが、駆け上ったことは数えるほどしかなかったし、ましてや全力でなんてのは初めての経けい験けんだった。

　もちろん、イオはともかく体力のないアルトはなおさらだ。

　あっという間に息があがり、つらそうな表情になる。

　キリエはアルトを慰なぐさめたり励ましたりしなかった。かといって責めたりもしなかった。ただ緩ゆるんでしまった速度に合わせ、必死な形ぎよう相そうで行く先を睨にらみ付けて警けい戒かいするだけ。きっと追っ手──待ち伏せと言った方がいいのか──を気にしていたのだろう。何を企たくらんでいるのかはともかく、彼女が本気なことはイオにも段々伝わってきていた。

　三人は必死で地上を目指した。

　三分の一くらいが過ぎた頃ころ、塔を落下していく何かの気配けはいが暗くら闇やみの中にあった。物か人かはわからなかった。ただ、それが地下の部へ屋やに激げき突とつする音が響ひびく。

　キリエは足を止めなかった。意を決したように前を向き、

「……行くわよ。ま、結果がどうあれあんたたちは殺されたりしないでしょうし」

　呟つぶやくようにひとりごちてから先へ進むキリエに必死で付いていき、そうして、更に塔の内ない縁えんを二周ほどした後で、三人の足はようやく止まる。

　階段の先、暗がりの奥に立ってこちらを見ている人ひと影かげがあったのだ。

　目を凝こらす。灯あかりがないから輪りん郭かくだけがぼんやりとしてわからない。

　誰だれだろう、と身を堅くした。しかしその直後。

　前にいたアルトが、不意に叫んだ。

「あ……、あ！」

　息が完全にあがっているせいでまったく言葉にならない。それなのに──もはや立っているのもやっとのはずなのに、再び足を階段にかけキリエを追い越して上っていく。

「姫様！」

　反射的に声をかけたのは呼び止めるためではない。

　そこに立っているのが誰であるのか、イオにもようやく理解できたからだった。
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　アルトは走る。足をもつれさせながら、それでも必死に。

　倒れ込む寸前、階段を駆け下りてきた人影が彼女を抱き留めた。

「っ、……グ！　フォグ!!」

　荒い呼吸で、嗄かれた喉のどで、彼女は少年の名を呼んだ。

「……アルト」

　返事とともに両の腕が、アルトを強く抱だき締しめる。

　埋めた胸からは血と煉れん獄ごくの香りがした。

　だけどその奥、思い切り息を吸い込んだ中に、懐なつかしく愛いとしい人の匂においを感じ取り──アルトは声をあげて泣きながら、少年へ何度も頰ほおずりをした。
















　王城からの脱出はさほど困こん難なんもなく無事に終えることができた。

　別行動を取っていたカルブルックも、フォグたちに遅れること一時間ほどで屋や敷しきに帰還した。聞けば、十数人の煉れん術じゆつ師しを相手に立ち回りを演じてきたそうだ。フォグたちは彼の陽動にかなり助けられたことになる。隻せき腕わんの身でよくぞという思いだ。

　ただ、リチャードを見付けることはかの老ろう執しつ事じにも叶かなわなかった。さすがに城の奥まで深入りするのは危険だったというのもあるが、少なくとも王城地下の牢ろう獄ごくにはいなかったそうで、だとしたらティ・キ＝ライムが使う空間操そう作さ煉術にでも囚とらわれているのかもしれない。

　あれだけの騒さわぎを起こしてもなおユヴィオールが出てこなかったのも気にかかる。

　レイドを信頼しきっていた証拠なのか、或あるいはアルトたちを奪だつ還かんされても別に構わないと考えていたのか──後者の可能性は充分に考えられた。何故なぜならば彼が瑩えい国こくの中ちゆう枢すうを掌しよう握あくするためにまず必要なのは、リチャードの処刑であるからだ。

　仮にリチャードが救出、国外へ亡命でもされれば、確かく実じつに他国政府が介入してくる。ユヴィオールとしてはこの一件がただの内乱であるうちにことを進め、革命を成し遂げなければならない。そしてそういう視点から見るなら、アルトは逃がしてしまっても構わないのだ。どのみちフォグがアルトを連れて、再び城へと乗り込んできてくれる。

　リチャードの処刑は明日あしたを予定されていたらしい。フォグたちがアルトを奪還したことで日程が順延されるという希望的観かん測そくは避けた方がいいだろう。むしろ逆だ。明日中にこちらが乗り込まなければ、ユヴィオールはきっと処刑を決行する。

　故に突入は明日の昼──休んでいる暇はない。

　レキュリィの屋敷、客間のひとつを借り受けて夜を過ごすことになった。

　寝台ベツドはアルトが使っているため、フォグの寝床は置かれていた長椅子ソフアである。

　同室なのにはもちろん理由があった。負傷を治ち癒ゆさせるためだ。

　アルトの身体からだから発散され続ける毒気を使い、自分の身体に煉れん禁きん術じゆつをかけている。先ほどレイドとの戦いで負傷した左腕と、三日前ユヴィオールに貫かれた腹の傷。煉術での応急処置では『消失点カイナ』に対抗できない。今夜中に完治させる必要があった。

　部へ屋やの床には現在、複雑な煉れん術じゆつ陣じんを描いた布が敷しかれている。別の部屋にかけてあった暗幕を引ひき剝はがして持ってきたがそれでも一枚では足りず、二枚を繫つなぎ合わせた。

　籠こもってから二時間。既に部屋の中は常人ならば血を吐いて昏こん倒とうするほど濃のう度どの高い毒気で満たされている。フォグの傷を埋めている仮想細胞や仮想神経が完全に現世へ定着するまではあと六時間か八時間といったところか。ローレンの知ち識しきとアルトの特異体質、双方が揃そろわなければとても間に合わなかっただろう。

　アルトは助け出した。

　新しい武器も授けられた。

　負傷も治癒できる。

　考えられ得る限り万全の状態で、ユヴィオールとの決戦に臨のぞむことができそうだ。

　だがやはり、勝てるかどうかは正直なところ、わからない。

　アルトが隣となりにいること、ローレンの知ち識しきを得たこと、『アイリスの十七番』があること。それらはフォグの力ではあるが、同時に不安でもある。

　ユヴィオールは強い。これまで戦ってきた誰だれよりも。

　一度完かん膚ぷ無なきまでに負けてしまった相手を前に、ちゃんと渡り合えるのだろうか。

　アルトとの新しい連携もぶっつけ本番で、果たして上手うまくいくのだろうか。

　何より、共に戦うことでアルトを危険に晒さらしはしないか。

　そもそも、ローレンの知識は『消失点カイナ』に通じるのか。『アイリスの十七番』も、かつての愛刀と同じように上手く扱うことができるのか。

　思考があれこれと頭を巡り、どうにも眠れそうになかった。明日あしたの朝、疲労回復の術式を使う羽目になるかもしれない。

　長椅子ソフアに身体からだを横たえて深く息を吐いていると、横の寝台ベツドから声がした。

「フォグ、まだ起きている？」

　暗くら闇やみの中で目を開けると、寝転がったままこちらへ顔を向けるアルトの姿があった。

「早く寝ないと、明日に差し支えますよ。それとも眠れませんか？」

　薄うすく笑えんで問う。

　──彼女も不安なのだろうか。

　そう思ったが、しかしアルトはフォグの予測とはまったく別種の表情を浮かべていた。

「これからのことを考えていたの」

「……え？」

　つまり不安ではなく、期待を。

「あいつをやっつけて、叔父おじ様を助けた後のことよ」

　無邪気に目を輝かがやかせているという訳ではない。

　何もわかっていないのとは違う。視し線せんの奥には戦いを前にした覚悟と緊きん張ちようが確たしかにある。負けて死ぬかもしれないということも、ちゃんと理解している様よう子す。

　その上で、なのだ。

　明日の戦いが困こん難なんなものであること、敗北の可能性が高いことを完全に受け入れた上で、

「リチャード殿下を助けた、後……」

「ええ」

　アルトは穏おだやかに、微笑ほほえんでいた。

　微笑んで、未来を見据えていた──。




「私はね、フォグ。あの部へ屋やから出て、お外で暮らしてみたいと思っているの」




「外、で？」

　フォグは驚おどろきのあまり啞あ然ぜんとし、鸚おう鵡む返がえしに問い返すことしかできない。

「あのね。三日前、あいつに負けて、お父とう様が殺されて、お城もめちゃくちゃになって、すごく悲しかったわ。その後、あの部へ屋やにいたのに……一番落ち着ける場所だったはずなのに、あいつに見張られて閉じ込められてるんだって思うと本当に厭いやだった。フォグが無事かどうかわからなくてとても不安だった。イオがずっと一いつ緒しよでいてくれて心強かったけど、あんなに長いこと私の傍そばにいたら身体からだによくないのはわかってる。恐かった」

　つらい記き憶おくを思い出したのかわずかに涙ぐむ。

　それでも声に、言葉に、悲ひ観かん的てきな音色はない。

　何かを吹っ切ったように、力強く続けた。

「だから思ったの。私、もう、塔の中に隠れてはいられないんだなって。守られてるだけじゃいけないんだなって。あの部屋は居い心地ごこちがいいけれど、あそこに閉じこもっているだけで誰だれかが全部解決してくれるような立場に、もう私はいないんだ……って」

「アルト……」

「今までずっと私、言われるがままにお仕事をするだけだった。何も考えていなかったし、フォグの言う通りに動いていればそれでよかった。でも、もうそれじゃ駄だ目めなのよ。私は自分でちゃんと考えて、外に出て……戦わなきゃいけないんだわ」

　上手うまく言葉にできないのだろう、表現は曖あい昧まいで辿たど々たどしい。

　それでもフォグには彼女が何を言いたいのかが伝わってきた。

　戦うとは、生きるということだ。

　自分で考えて自分の足で立ち、自分の意思で動き、外の世界で生き抜くということだ。

　アルトは元々、沢たく山さんのものを背負っている。

　第一王女でありながら存在を抹消された身の上。煉れん獄ごくの扉を内包した特異体質。母親を殺してしまった罪──塔の中に囚とらわれ王家に飼われる操あやつり人形である内は、そうした自分の宿命を意い識しきせずともよかった。傍で見ていればいたましくもあるが、本人にしてみればわざわざ考えて思い悩む必要のないものだったのだろう。

　しかしアルトは外に出たいと言った。操り人形をやめて塔の中から出るということは、戦うということは、つまり裏を返せば、自らの宿命と正面から向き合うということでもあるのに。

　寝台ベツドに横たわったまま、フォグへ向かって手を伸ばしてきた。

　身をわずかに起こし、細く白い指先をそっと握る。

　その感触を確たしかめるように目を閉じて、彼女は薄うすく笑えんだ。
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「お日様の下で、イオの作ったお弁当が食べたいわ」

「美味おいしいでしょうね」

「当たり前よ。……イオと一緒にお菓子も作ってみたい」

「最初はきっと失敗しますよ」

「かもしれないわ。……匍都ハイトの街をフォグと歩きたい」

「目的もなくぶらぶらとしましょうか」

「うん。……買い物もしてみたい。本屋さんに行くの」

「まだ読んだことのない本を見付けましょうね」

「ええ。……キリエと連れん珠じゆをしたいわ。私が勝つまでやめないんだから」

「向こうがすぐに音をあげますよ」

「許してあげないわ。……見渡す限りのお花畑の中で、寝転んでみたい」

「気持ちいいですよ、きっと」

「うん。それから……みんなで一緒に、ずっと笑って暮らすの」

「ええ」

「フォグと、イオと、リチャード叔父おじ様と、キリエも一緒に」

「いいですね。……できますよ、きっと」

　叶かなわないことも多いとわかっているはずだ。

　それ以前に、ユヴィオールに勝たなければそもそも明日あしたより先の未来はやってこない。

　なのにアルトの声は明るい。

　悲壮さのない、穏おだやかな、希望に満ちた覚悟があった。

「ありがとうございます」

　フォグは笑い返した。自然に笑えた。

　さっきまでの後ろ向きな思考を莫ば迦か莫ば迦かしいと感じる。

　──不安になることなど、何もない。

　受け継いだローレンの記き憶おくと知ち識しきは、即すなわち父の思いそのものだ。

　アイリスは『最高傑作』である我が子を託してくれた。

　そして自分の隣となりには、こんな素す晴ばらしい少女がいてくれる。

　だったら、たとえ相手がどんなに強かろうと──どうして負ける謂いわれがあるだろう。

「勝ちましょうね、きっと」

　絡めた指に力を込めて言った。

「当たり前よ」

　アルトが目を閉じたまま手を握り返してくる。

　夜は静かに更ふけ、フォグの意識はやがて安らかに、花の香りの中で眠りに落ちていった。
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　さっき部へ屋やの中から漏れ聞こえた会話が、心中を大きく揺らがせている。

　レキュリィの屋や敷しき、二階。

　アルトとフォグが休んでいる客間の扉を背にしてキリエは唇を咬かんだ。

　彼女に割り当てられた部屋は廊下の端にあって、ここからは離はなれている。なのに何故なぜこんなところまで来ているかといえば、単に寝付けなかったからだ。ふらりとその辺を歩き回ってみようかと思っただけであって、フォグたちの様よう子すを窺うかがおうとした訳では決してない。

　扉の向こうからは、会話が聞こえてきた。

　ユヴィオールに勝てるかどうかすらわからないにも拘かかわらず能天気なほど楽らつ観かん的てきに未来のことを語っているアルトと、それに追従するフォグ。

　ふざけているのだろうか、と失笑した。

　死を覚悟しなければならないほどの戦いを前に、あんなことを言っているなんて。

　死を覚悟した上でなお、あんなことを言っているなんて──。

　別に、キリエが死を恐れているからそう思ったのではない。死など今まで数えきれないほど体たい験けんしている。どうということもない。『群体アンテノラ』の力を失った今でも同じだ。

　失笑したのは、彼女たちが夢見ている未来そのものに対してだ。




　──キリエと連れん珠じゆをしたいわ。私が勝つまでやめないんだから。

　──それから……みんなで一いつ緒しよに、ずっと笑って暮らすの。

　──フォグと、イオと、リチャード叔父おじ様と、キリエも一緒に。




「……莫ば迦かじゃないの」

　小さく呟つぶやく。

　つい数時間前、塔の地下牢ろう獄ごくへ赴おもむいた時のことを思い出した。

　不承不承ながら助けにきてやったキリエの顔を見て、アルトの発した第一声。

　無事だったのね、と、彼女は言った。

　嬉うれしそうに。本当に嬉しそうに。

　助けがきたことを喜ぶよりも先に、キリエのことを心配して──。

　大きく息を吐いた。

　背を預けた扉の向こうはもう静かだ。ふたりとも寝入ってしまったのだろう。

　廊下の向かい側にある窓から空を仰ぐ。

　曇どん天てんの闇やみ夜ぞらは星ひとつ瞬またたかせず、漆しつ黒こくそのもの。

　空に向けてそっと掌てのひらを伸ばした。

　牢獄を出る際、一度だけ急せかして「早くしなさい」とアルトの手を握った。引っ張った直後にアルトが心配げにこちらの身を案じてきたので、五秒も摑つかんでいなかっただろうか。咳せき込むのを我慢していたのを勘付かれていたのかもしれない。

　あの娘この指は冷たく、けれど温かかった。

「難なん儀ぎなものね、お互い」

　扉から背を離はなし、歩き出す。

　自分でも驚おどろくほど穏おだやかで落ち着いた気持ちが唇に弧を作っていることに満足しながら、キリエは自分の部へ屋やではなく、玄関に続く階段の方へと去っていった。
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　同じ頃ころ、屋や敷しきの反対側にある客間のひとつ。

　イオ＝テリーヌとアイリス＝キャリエル──イオにとってはアイリス＝デーンだが──は、燈ランプの灯あかりを挟んでふたり、葡萄酒ワインの入った硝子杯グラスを傾けていた。

　卓の上には練り物パテだの乾酪チーズだののつまみが皿に盛られている。人ひと心地ごこちついたことを安あん堵どしつつ、静かに祝杯をあげているといった風情だった。

　イオは、無事にアルトを城の外へ連れ出せたことに対して。

　アイリスは、最後の魔ま剣けんを完成させ渡すべき者に渡せたことに対して。

　もちろん他ほかの者たちの状況を見ればむしろこれからではある。

　明日あした、アルトたちが勝てるかどうかわからない戦いへ赴おもむくのだ。それを考えると不安と心配でイオの胸はいっぱいになってしまうのだが、とはいえ考えても仕方ないし、自分のやるべきは笑って送り出すことだから──今夜くらいは少し飲んでもいいだろう、と思う。

「ありがとうございます」

　葡萄酒ワインに口を付けながら、対面の長椅子ソフアに腰掛けているアイリスに笑った。

「デーンさんの首飾りネツクレス、あれが私たちに勇気をくれました」

「そうか」

　短く応こたえ、杯さかずきを呷あおる。もう何杯めだろう。乱ラン族ぞくは瑩えい国こく人じんと比較して酒に強い体質を持っている。純血ともなればなおさらで、飲み始めた時と顔色はまったく変わっていない。

「使わないで済めば、それに越したことはなかったんだがな」

「でも、あれがなかったら少なくとも私は殺されちゃってたし、姫様だってどうなってたかわかりませんでした。だからよかったんです。救われました」

　心中の首飾りネツクレス──『アイリスの十二番』は、既にイオとアルトの心しん臓ぞうから外れている。

　窮きゆう地ちを脱したことは素直に嬉うれしい。幾ら覚悟を決めていたからといって、アルトの生命を握っている状態はさすがにつらかった。

　杯に葡萄酒ワインを注つぎ足しつつ、アイリスが吐き捨てるように言った。

「正直、まさかユヴィオールの奴やつがあんなことをしでかすとは予想できなかった。おまけに俺おれが片棒を担いだ形にもなってる。参ったな」

　唇の歪ゆがみは笑えみに似ていたが、目には悔かい恨こんじみた殺気が宿っている。

　片棒、というのはユヴィオールの武器のことだった。

　彼は愛刀として『アイリスの十八番』を使っているという。イオの目の前にいる女性と同じ身体からだに宿った、別の人格──つまりはもうひとりのアイリスが造りだしたものだ。

　十八本存在すると言われた『アイリスの魔ま剣けん』、その十八番め。つい数日前まで未完成だったものがユヴィオールの依頼により完成を見て、彼に渡された。

　それに対抗するため彼女は工房に籠こもり、数日を費やして、同じく未完成の状態なままでいた『十七番』を鍛きたえあげたという。

　アイリスはイオたちが塔に捕らえられていると踏み、そちらを救出に向かえばフォグとも必然的に出会えるはずだ、出会えなければイオに託せばいい──そう考えて『十七番』を手に乗り込んだ結果、レイドとフォグの戦せん闘とうに居合わせた。

　これは幸運だったのだろう。結果的に全員が助けられた形となった。アイリスが武器を持ってきてくれなかったら彼は、負けはしないまでも重傷は免まぬがれなかったはずだから。

「きっと大丈夫ですよ」

　自じ虐ぎやく的てきな科白せりふを口にしたアイリスに、だからイオは笑った。

「こういうのって、ちゃんとやってればいい結果を呼ぶと思うんです、私。そりゃ悪い方向に進むことももちろんありますけど……どんな状況であってもめげずに前を向いていれば、いい結果を引き寄せてくれるはずなんですよ」

「よく言う。助けられたからいいようなものを、下手へたをすればお前、死んでたんだぞ？」

　さすがに呆あきれ顔がおをされた。

　それでも、自分が間違ったことを言っているとは思わない。

「確たしかに私と姫様は一歩間違ってたら心中する羽目になってたところでした。でも、私たちはそのことにちゃんと向き合って、覚悟もしてました。めげずに前を向いて頑張ったんです。だから仮に心中することになってたとしても、誰だれかを恨うらんだり呪のろったり、境遇にめそめそしてしょげ返ってるよりはずっといいんじゃないかな、って」

　自分は頭が悪いから、上手うまく説明はできないけれど。

　間違ってはいない、と、思うのだ。

「それに結果を見れば……フォグもデーンさんもキリエちゃんもカルブルックさんも来てくれて、みんなが助けてくれて、そうしてみんなでお城を脱出できました。私たち今、生きてます。もし私たちがちゃんとやってなかったら、前を向いてなかったら、こうはなってなかったと思うんです。きっと、死ななくてもいいのに心中しちゃったり、逆に覚悟が足りないせいであいつらを撃げき退たいできなかったり、悪い結果を引き寄せちゃってた」

　少しの間、沈ちん黙もくがある。

　アイリスは鋭するどい視し線せんでこっちを睨にらんでいた。

　睨んで──やがてその目が細くなり、唇を楽しそうに歪ゆがめる。

「は」

　参った、というふうに肩を竦すくめた。

「お前の言う通りだよ。確かに……失敗することを恐れてちゃ、先に繫つながらない。俺おれだってわかってるさ。剣をこしらえるってのも、その繰くり返しだからな」

　硝子杯グラスが空になっていたので、イオは葡萄酒ワインの瓶を差し出し、注ついでやる。

「負けませんよ。フォグはあんな奴やつに負けたりしないし、デーンさんの作った剣は、キャリエルさんが作った剣に負けたりしません」

「ああ、負けてたまるか。……俺おれはあの女には絶対に、負けられない」

　杯さかずきを受け取ったアイリスは笑った。そこにはもう自じ嘲ちようの色はない。

　確かく信しんと自信に満ちた深ふか緑みどり色いろの瞳ひとみが、燈ランプの灯あかりに照らされていた。
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　地下室の燭しよく台だいに灯ともった明かりは未いまだ煌こう々こうと燃もえ続けている。

　フォグが扉を開けてから半日は経たったというのに、蠟ろう燭そくは短くなっていなかった。

　仕掛けは判然としない。ただ、この火が永遠に続くようなものではないという確かく信しんはカルブルックにはあった。何故なぜならこの地下室は既に役目を終えている。いつまでも部へ屋やの中を照らし続ける理由はどこにもないのだから。

　かつての主であるローレンが使っていた事務机に手を置き、撫なでる。

　その脇わき、椅い子すの上では今の主であるレキュリィが静かに寝息をたてていた。

　ローレンの知ち識しきを以もつてしても、彼女が目を覚ますかどうかは判然としないという。ただ一方で、魂を奪われた彼女が死にもせずこうして眠り続けている理由もまた定かではない。ならばどこかに可能性はあるのかもしれないし、フォグもそれを探ってみると言ってくれていた。

　故に老ろう執しつ事じは大きく深く、息を吐く。

　戦いには二種類ある──敗北から立ち上がることが許されているものと、許されていないもの──それがカルブルックの持じ論ろんだった。戦っている最中にどちらであるかがわかる時もあれば、戦いが終わった後でなければどちらかわからない時もある。戦っている最中は前者であると思っていたら終わった後で後者だと気付かされたり、または逆に後者であると思っていたら前者であったりもする。人生と同様、なかなか予測通りにはいかない。

　三日前のユヴィオールとの戦いは、自分にとって『敗北から立ち上がることが許されない戦い』だった。カルブルックはそれに負け、結果、決して喪うしなってはならないものを喪った。

　フォグにとっても同じだと考えていたのだが、どうやら違ったらしい。あの少年は敗北で喪ったものを取り戻し、再び立ち上がった。父親の力を得て、見事に。

　フォグを祝福したい反面、自分の力不足が嘆かわしい。ただ一方で、これは当然の帰結だったのかもしれないという諦てい観かんもあった。

　ローレンはもうとうに死んだ人間だ。

　その妻であるレキュリィも、生まれ変わったとはいっても過去に生きた者。

　夫婦に仕えたカルブルックもまた、あとは朽くちゆくのみの老兵である。

　そんな亡ぼう霊れいたちが今更、この現代で成せることはないのではないか──。

『レキュリィの宴うたげ』を立ち上げてからずっと、この国の未来を守っているつもりだった。彼女が童女の姿に転生したことで、新しく何かを始めた気になっていた。実際は、かつてローレンの求めた理想を闇やみ雲くもに追いかけていただけにも拘かかわらず。

　フォグは違うだろう。

　あの少年が受け継いだのはローレンの理想ではなく、あくまでも知ち識しきと記き憶おくだけ。そして彼は父親の歩んだ道の続きを進むつもりはない。父の代わりに父のできなかったことをするのではなく、父の培つちかってきたものを胸に、自分自身の生を歩もうとしていた。

　ならば未来はカルブルックやレキュリィにではなく、彼の手の中にある。

　フォグはきっといつか、レキュリィを目覚めさせることもできるだろう。記憶は戻らないかもしれないが、彼にとっては些さ細さいな問題だ。『ローレンの妻』という過去を思い出させるのではなく、ひとりの少女としての未来を拓ひらいてやれればいいと考えるはずだから。

　それはカルブルックにはできないことだ。何故なぜなら自分は固執している。ローレン＝エヌ＝コーンフィールドの妻であったあの婦人の面おも影かげを、どうしても追ってしまう。

　そうだ──『人造人間ホムンクルスのレキュリィ』と相あい対たいしていた時でさえ、彼女の中に『ローレンの妻であるレキュリィ』を見ていた。本来ならば、記き憶おくを受け継いでいない別人と考えねばならなかったのに。その方が彼女を幸せにできたはずなのに。

　再び、深く息を吐いた。

　時が止まっていただけあって、ここにはローレンの匂においがわずかに残っている。それはつまり、彼が生きていたあの時代の空気だ。カルブルックももう少し若かった。無茶むちやな研究に付き合わされては苦い顔をし、意味のわからない理り論ろんを語られては眉まゆをひそめ、彼の美しく聡そう明めいな妻──レキュリィが、そんなふたりを遠くから微笑ほほえんで眺めていた。

　懐なつかしさに胸が痛くなる。

　同時に、昔のことに懐かしさを覚えている自分はもう潮しお時どきなのだと強く思う。

　一本だけになってしまった腕、拳こぶしを強く握った。

　最後の戦いまで、あと八、九時間といったところか。

　カルブルックは糸目をいっそう細めると、皺しわの寄った口くち許もとに笑えみを浮かべた。
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　そうして夜が明け、朝が来て、日が昇り、出しゆつ立たつの時刻はあっという間にやってくる。

　イオは早朝から起きだして、厨ちゆう房ぼうを借り食事を作った。これが自分にできる精一杯のことだと思ったから、腕によりをかけ、栄養のある美味おいしいものを揃そろえた。

　五人で囲んだ食卓は楽しいものだった。

　そう、五人だ。

　アルト、フォグ、アイリス、カルブルック、そしてイオ。

　朝になって、キリエが姿を消したことが明らかになった。寝室はもぬけの殻で、屋や敷しきのどこにも姿はなく、使用人に聞いても誰だれもがわからないと首を横に振る。

　アルトは悲しそうにしていたが、フォグは何も言わなかった。

　ただ、イオの見る限り──彼は安あん堵どしていたようだ。キリエは人造人間ホムンクルスとしての力をすべて失い、今やそこらの小娘とほとんど変わらないという。もちろんそこらの小娘よりは戦いに長たけているだろうが、毒気への耐性も低いから煉れん術じゆつもまともに使えないし、ユヴィオールとの戦いにおいては身の危険の方が大きくなってしまう。

　キリエ自身が何を考えて屋敷から去ったのかはわからない。足手まといになると思ったのか、或あるいは命が惜しくなったのか。きっとフォグはどちらでもいいと考えているだろう。生きていてくれればそれで構わない、と。何せキリエは、彼の妹なのだから。

　ともあれ──キリエの不在はあったが、食卓は和わ気き藹あい々あいとして楽しかった。これが最後かもしれないとは誰だれも言わなかった。イオ自身、夕食は何を作ろうかなどと考えている。ここで摂とることになるのか、城に帰ってなのかはわからないにせよ、できれば材料を仕入れたいから市場に行く暇があるといいな、と。

　馬車が用意された。

　フォグとアルトはいつもの、仕事用の服に着替えていた。塔からは着の身着のまま脱出したからどうするのかと思っていたら『レキュリィの宴うたげ』が同じものを用意してくれたらしい。

　昔は、アルトのこの格好を見るのが好きではなかった。戦いに行くということは危険な目に遭うということで、イオの知らないところで彼女が苦しんだり傷付いたりするのは耐えられない。何よりアルト自身が戦いを望んでいるとはどうしても思えなかったからだ。

　でも、今は──今日きようのアルトは、戦いくさ装しよう束ぞくがよく似合っていた。

　金属製の黒い草摺タセツトを縫ぬい付けた裙スカートは、凜りんとして勇ましい。

　背中を剝むき出だしにした薄うす衣ごろもは可か憐れんな美しさ。

　手首へ行くに従ってふわりと広がる長手袋ドレスグローブはそれに華を添えている。

　水銀の川のような長い髪は陽光を受けて輝かがやき、蒼あおい瞳ひとみは空の下で強い意志を宿す。

　そして細い桃もも色いろの唇くちびるは引ひき締しまり、気高さと覚悟を感じさせた。

「お綺き麗れいですよ、姫様」

　馬車の前に立ったアルトに、イオは笑って言った。

「フォグも……まああんたはいつも通りだけど、ついでに褒ほめといてあげるわ」

「ありがとうございます、って言っておきますよ」

「行ってくるわ、イオ」

　ふたりは笑い返してきた。

　戦いを控えているにしては穏おだやかな、だからこそ頼もしい表情。落ち着いているのに張り詰めている気配けはい。これなら大丈夫だ、そう思える。

「ええ。ご馳ち走そう作って待ってますからね」

　カルブルックを御者に、馬車は屋や敷しきを出しゆつ立たつした。

　攻め込むのはその三人。イオとアイリスは留守番だ。

　屋敷の門を出て『特区シテイ』の大通りを真まっ直すぐに進み、やがて馬車は見えなくなる。食い入るようにアルトたちを見送っていたイオは、そこでようやく深い息を吐いた。

　緊きん張ちようのせいか、身体からだが固まってしまっている。

「……さてと」

　背伸びして太陽を見上げつつ、踵きびすを返した。

　昨夜初めて訪れた屋や敷しきだから慣なれないが、好きにしていいと言われている。もっとも当然、調ちよう子しに乗ってあちこち歩き回るつもりもない。

　扉をくぐって玄関の大広間に入ると、アイリスが腕組みをして待っていた。

「行ったか」

「はい。あの調子なら大丈夫ですよ、きっと」

「そうか」

　深ふか緑みどり色いろの蓬ほう髪はつをぞんざいに搔かきあげながら、イオに笑いかける。

「お前も随分と落ち着いてる」

「覚悟を決めてますから」

「恐くはないのか？」

「デーンさんがいてくれてますし、全然平気です」

「そうか。ま、こっちも頼もしい。乱ラン族ぞくの女ならそうじゃなきゃな」

　恐くないと言えば噓うそになる。

　気を抜けば足が震ふるえそうだ。背筋には悪お寒かんがある。

　でも、せめて表面だけでも気丈に振ふる舞まっていなければ──脅えて取り乱して泣いたって、何かが解決する訳ではないのだから。

「……来ます、かね。やっぱり」

　イオはひと呼吸置いて、本題を切り出した。

「向こうも人員不足のはずだが、でもまあ、恐らく来るだろうな」

「ですよね……」

「ああ」

　アイリスは頷うなずくと、大広間の階段へ不作法に腰を下ろす。

「お前らを城から逃がしちまったことで、敵はある意味、攻めに転じなきゃいけなくなった。ゆったり待ち構えているだけじゃ不利になる可能性が出てきたからな。それに、奴やつらはどのみち『レキュリィの宴うたげ』の持つ政治力を警けい戒かいせざるを得ないのさ。もし政治力を駆使して外側から力を削ってきたら、と考える。煉れん術じゆつ師し組合ギルドに手を回して派は遣けん兵へいを引き上げさせたり、世せ論ろんを操そう作さしてリチャード支持の声を強めたり、やり方はいろいろあるだろうが……そういう搦からめ手てでまず弱らせてから攻めてこられると、困るはずなんだ」

「でもそうはしていない、ですよね」

「人手が足りてないらしいからな。『レキュリィの宴』はもう、組そ織しきとしては壊こわれかかってる。今言ったことは現実的には難むずかしいってことだ。ただ、奴らに内情はわからない。わからない以上、警戒しなきゃならない。そしてこっちはそれを利用する」

「はあ、なるほど……」

　頷きつつも、イオは正直なところ頭がちょっとこんがらがってきている。政治的な話とか戦術的な話とか駆け引きとか、そういうのはどうにも苦手なのだ。

　とはいえ、そんな自分にもわかることはある。

　ここに敵が来れば、来た分だけ城が手て薄うすになるということ。

　城が手薄になれば、アルトとフォグが楽をできるということ──。

　つまりこの屋や敷しきは言わば、撒まき餌えなのだ。そういう意味で自分もまた戦場にいることに変わりない。気を張って、できるだけアイリスから離はなれないようにしなければ。

　緊きん張ちようを和やわらげるように、もう一度背伸びをしてみた。

　強こわばった四肢からはやはり力が抜けない。今からこんなんじゃ駄だ目めだなあ、と心中で溜ため息いきを吐つきつつ、イオは唇を引き結ぶのだった。
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　四輪馬車キヤリツジは城門の前に停とまった。

　昨夜とは違って門は開け放たれ、番の衛えい兵へいもいない。跳ね橋も下がった状態で固定されている。フォグが『爛れ羊水ベドル２』で溶かした城じよう壁へきは修理される気配けはいもなくそのままで、一見すればまるで廃城のような有様となってしまっていた。

　敵が王城を打ち捨てて逃げた訳では無む論ろん、ない。

　昨日きのうまで上がっていた跳ね橋が堀に架かっている。わざわざ下げたのだ。

　つまりこれは、ユヴィオールの意思表示だった。

　待っているから来い──という。

　フォグたちの空気は一いつ瞬しゆんで張り詰めた。無言で馬車を降り、ゆっくりと足を踏み入れる。先頭にフォグ、真ん中にアルト、最後尾をカルブルック。

　外がい苑えんを抜ける。

　鳥獣王グリフオンのせいで崩れ落ちた外がい壁へきの欠片かけらがあちこちに散らばり、見るも無惨な様相を呈していた。草いきれが濃こい。庭師がいないせいか、人ひと気けがないせいか。

　続いて城内に。

　静寂に包まれた回廊は、敷しかれた絨じゆう毯たんも飾られた調ちよう度ど品ひんもどこか色いろ褪あせて見える。わずか四日間で、長年手入れもせずに放置されたかのような頽たい廃はいが忍び寄ってきていた。

　中庭は惨さん憺たんたる有様だった。

　池には魚の死し骸がいが浮かび、草花は踏み荒らされ、中央の噴ふん水すいは崩れて倒とう壊かいしている。煉れん術じゆつ師しの仕業だろう。雇われた連中の中には王家を憎んでいる者が多かった。

　中庭を抜けて王宮へと進む。

　かつての荘そう厳ごんな空気と焚たかれた香の匂においは、今や緊きん迫ぱくした殺さつ伐ばつさと死臭に取って代わってしまった。大理石の柱も格調高い壁画も高い天てん井じようも、もはや不気味さしか感じられない。

　加えて──、

「いますね」

　フォグは歩みを止めないまま、目を細めた。

　王宮に足を踏み入れた瞬しゆん間かんから、溢あふれんばかりの殺気と視し線せんがどこからともなくフォグたちに突き刺さってきたのだ。柱の陰、壁かべの向こう、後宮の個室、天井にもだろうか。

「かなり多い。人数が読めません」

　王属軍の残党と、それから在野の煉れん術じゆつ師したちだ。ユヴィオールに鞍くら替がえし、或あるいは金で雇われた者ども。昨夜アルトを奪だつ還かんした際にフォグとカルブルックがけっこうな人数を倒したはずだが、恐らくは残党すべてが王宮内に集結している。

　彼らは物陰に潜ひそんでこちらの一挙手一投足を窺うかがっていた。周囲から剣を突き付けられているような威圧感がある。瞬まばたきした次の瞬間には大勢に囲まれていてもおかしくはない。

「ここで相手をしなくちゃいけない、ですかね」

　背後のカルブルックに問う。老ろう執しつ事じは泰たい然ぜんと首を振った。

「いえ、ここでは来ませんな」

　彼の言う通りかもしれない。

　柱や物陰など身を隠す場所が多いとはいえ、王宮内そのものは平坦に広がった空間になっている。つまり見晴らしがよくないというだけで、攻こう撃げきに備えること自体は容易たやすい。そしてこちらにはアルトがいる──こういう場所において、彼女は無敵に近いのだ。

　不意の攻こう撃げきは自律発動する『障壁エレール２』が身を守ってくれる。反面、全方位に向けた大規模煉れん術じゆつは幾らでも用意できる。煉術師にとっては天敵のようなものだ。

　故に彼らは、待っている。

　このままフォグたちが前に進めば必ずやって来る、その機きを。

「いいんですか？　カルブルックさん」

　背後をわずかに振り返り、フォグは老ろう執しつ事じを見み遣やった。

「彼らの思惑に乗る形になります」

「構いません」

　彼は笑った。

「打ち合わせの通りに。彼奴らはすべて私がお相手致しましょう」

　それがさも、当たり前であるかのように。

　煉術師連中にしてみれば、フォグとアルトは格上の同業者だ。自分たちの得意とする煉術で遥はるか上をいかれているし、対多数戦特化のアルトとは相性が最悪でもある。

　では逆にカルブルックはどうか。たとえ天てん堂どう騎き士し──対煉術師戦に特化した騎士であっても、束になってかかれば勝機は見える。まして相手は隻せき腕わん、一いち網もう打だ尽じんにされる可能性もない。

　故に彼らは何とかしてカルブルックを孤立させ、そちらから集中して倒すことを目もく論ろんでいるはずだ。成果さえ上げれば報ほう酬しゆうは出るのだから楽な方を倒せばいい、と考えて。

　つまり、その目論見に敢あえて乗ろうというのだ。

　この場にいる有う象ぞう無む象ぞうの煉れん術じゆつ師したちをひとりで引き受け、フォグとアルトを先に進ませる。実際こちらにとっては、ユヴィオールとの戦いに彼らが乱入してくることこそが最も厄やつ介かいだった。一いつ瞬しゆんでも他に気を取られればそれが命取りになるかもしれないのだから。

「この辺りでよろしいでしょう」

　王座の間へと続く階段のある広間で、老ろう執しつ事じは立ち止まった。

「数は多い。おまけにあなたは……」

「フォグ殿、無用です」

　広間を見据えたままに薄うすく笑えむ。

「四日前の戦いでご覧らんになったでしょう？　私めは到底あのユヴィオールに敵かないません。老兵がしゃしゃり出るところがあるとするなら、ここしかないのですよ。それに……かつての主のご子息を守るために戦えるのであれば、執事バトラー冥みよう利りに尽きるというものです」

　隻せき腕わんで『アイリスの七番』の柄つかを握る。蛇じや腹ばら剣けんが腰から解き放たれ床に頭こうべを垂れる。

「お行きください。……ご武運を」

「ありがとう。あなたも」

　既に彼の意い識しきは大広間に集中されている。ならば止めても詮せん無ないことだ。むしろ、彼の思いを無む碍げにしないためにも自分たちは進まなければならない。

　フォグたちは背を向ける。

　二階へと続く階段を仰ぎ見た。

　玉座の間はこの先にある。アルトが幽閉されていたあの塔とは真逆──地の底の闇やみではなく、天上の空へと繫つながる螺ら旋せん階段。

　腰に差した『アイリスの十七番』に右手で触れた。

　左手を伸ばし、アルトの手を握る。

　一瞬だけ指を絡め、体温と意思を確たしかめて、それから離はなす。

「行きましょう」

「ええ」

　短い遣やり取とりに覚悟を込めながら、ふたりは階段へ一歩を踏み出した。
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　フォグたちが城へと出発してから、一時間ほど。

　イオとアイリスは屋や敷しきの大広間で手て持もち無ぶ沙さ汰たに過ごしていた。

　ここにいなければならない理由は正直、ない。だが客間に籠こもっていても気が急せくばかりだし、無む闇やみにあちこちうろつき回る訳にもいかなかった。

　食事でも作ろうかと思ったりもしたが──今から作り始めても食べる者はいないし、気を紛らわすために包丁を握るというのも何か違う気がしたのだ。アイリスも同様のようで、客間に帰ったりはせずイオとずっと一いつ緒しよにいてくれている。

　ともあれ、ふたりは大広間でずっと待たい機きしている状態だった。

　だからそいつは、屋や敷しきに入ってきた時、お、という怪け訝げんな顔をした。

　イオたちの方も呆あつ気けに取られる。

　男はまるで友人の家に来訪してきたかのような気安い態度で扉を開いて顔を覗のぞかせ、そのまま我が物顔で絨じゆう毯たんを踏む。あまりに自然すぎて、使用人が掃除を終えて帰ってきたのかと思ったくらいだ。もちろん使用人が屋敷の外を箒ぼうきで掃いていたなどという事実はない。仮に出くわしていたら、挨あい拶さつ代がわりに心しん臓ぞうをひと刺しされていただろう。

「へえ」

『殺さつ戮りく博士はかせ』──レイド＝オータムは、感心したように目を見開いた。

　屋敷の正面玄関を後ろ手に閉めつつ、イオとアイリスに不敵な笑えみを送る。

「お前らふたりかい？　居残りは」

　アイリスが一歩を踏み出し、イオを守るようにして前に立った。

「生きてたのか。しぶとい奴やつ」

　彼女の言う通り、一番驚おどろいたのはそれだ。

　レイドは昨夜、フォグに塔の階段から突き落とされたと聞く。常人なら死ぬ高さを落下し、煉れん瓦が造づくりの屋根に激げき突とつして──しかし目の前のこいつに目立った負傷は見られない。

「俺おれを殺してえなら、追いかけてきて頭を潰つぶすくらいのことはしなきゃ駄だ目めだね。ま、坊主にそんな時間はないってわかった上で飛んだんだがな。つっても、さすがに痛かったぜ？　お前からもらったこの右腕がなかったら死んでたかもしれねえ」

「変形させて緩かん衝しょう材ざいにしたって訳か。半分くらいは切り落とされてたはずなのに、そっちも元通りくっ付いてやがる。拾って川にでも捨てておけばよかったか」

「元が液体金属だからな。よくできてる。さすがってところか『魔ま剣けんの母』」

「それを造ったのは生憎あいにく、俺じゃない」

「お前が嫌ってるもうひとりの『アイリス』か。皮肉なもんだな……お前は今から、その嫌いな自分の鍛きたえた剣で殺されるんだ」

「やってみろよ。……てめえのことは許さないって決めてんだ。今度こそ引いん導どうを渡してやる」

　会話を交わすほどに、ふたりの間に殺気が満ちていく。

　イオは足が震ふるえるのを抑えるのに必死だった。

　アイリスとレイドは前にもこうして対たい峙じしたことがあったが、その時、自分は胸を刺されて気を失っていた──だから戦い自体を見てはいない。

　威圧感にへたり込みそうだった。

　けれど、負けてはいられない。アイリスはイオのためにここに残ってくれたのだ。せめて気丈に、最後まで見届けなければ。

「ま、何にせよ、お前がいてくれて助かった。……『レキュリィの宴うたげ』の壊かい滅めつを仰おおせつかったのはいいが、もぬけの殻だったら張り合いがねえと思ってたところだ」




　レイド＝オータムが、右腕を横に掲げる。

　肌が金属色に変わり、魔ま剣けん──『アイリスの五番』が顕けん現げんした。

「こっちこそ、いつかの借りを返させてもらう。そして地獄に送ってやるよ」

　アイリスが腕うで輪わから小さな飾りを引き千切る。

　ひと振りで大きさを変え、小枝のような魔剣──『アイリスの十二番』が顕現した。

　身構えるレイド。

　空間に鍵かぎたる小枝を突き刺し、倉庫を開放するアイリス。

　彼女の足あし許もとに他ほかの魔剣たちがばらばらと落ちてくるのを合図に、戦いは始まった。
















　アイリス＝デーンが鍛冶かじ屋やとなったのは、十六の頃だった。




　匍都ハイトの遥はるか南、辺へん鄙ぴな山岳地帯に住まう少数民族──乱ラン族ぞくの純血氏族のひとつであるデーン家の長女として生まれた彼女は、閉へい塞そくした村の暮らしに馴な染じめず故郷を飛び出し、十四の歳としで匍都ハイトへとやってきた。無む論ろん、それまで牧歌的に山羊やぎを追うような生活をしてきた年とし端はのいかない少女が身ひとつでいきなりやっていけるほど、匍都ハイトは甘くない。

　この手の話にありがちな、都会の華やかさを夢見る田舎いなかの少女という訳ではなくそれなりの覚悟はあったにせよ、辿たどる末路は結局のところ同じである。匍都ハイトに出てきた半年後には、灰はい色いろ街がいで泥を啜すすり腐肉を囓かじっていた。盗んで殺し、奪って漁あさり、生きるためなら何でもやった。春を売らずにいたのは最低限の矜きよう持じであったのかもしれない。

　更にそこから半年の後、アイリスは自分の身体からだが煉れん獄ごくの毒気に対して高い耐性を持っていることと、それが匍都ハイトにおいては金を稼かせぐ手段となり得ることに気付く。

　そこで、煉れん術じゆつ師しとして活動するようになった。夜よ鷹たかの用心棒をしている中年女に初歩を習って後は独学。腕は一流半といったところ。金属錬成系の術式が得意だった。

　仕事を選ばず戦いに明け暮れていたら名が知れていく。それなりに豪勢な暮らしができるようになったが、代わりに魂が摩ま耗もうした。いつしか殺すことを楽しみ始め、仕事の目的は金を稼ぐことではなく血を見ることに変わり果て、そんなある日──とある貴族の女に依頼されるがまま何気なく殺した娼婦が、自分と同じ乱ラン族ぞくの出であったことに気付いてしまい──この時、摩耗した魂に最初の亀き裂れつが入る。

　同胞を殺あやめたことが切っ掛けとなり、彼女は煉術師から足を洗い、再び灰色街で気の抜けた暮らしを送るようになった。ただし蓄えなどありはしなかったからあっという間に貧ひんし、春を売る寸前までいったところで、鍛冶屋としての師に出会う。

　名をヴィエタ＝キャリエル。

　煉術師専用の武器を造ることにかけて、名めい伯はく楽らくと呼ばれていた男だ。

　彼はアイリスに、剣を鍛きたえることだけではなく気高く生きることを教えてくれた。たとえ窮きゆうしていようとも、誇りを忘れてはならないと。下を向いて泥を啜るのではなく上を向いて雨水を受け止めろ、盗み奪うのではなく戦って勝ち取れ、己おのれの魂に恥じる真似まねはするな。

　灰色街に生きてきた身にとって綺き麗れい事ごとでしかないそれらのお説教はしかし、アイリスに涙を流させた。彼女は楽しみのために殺した過去を悔い、それからはヴィエタのような鍛冶職しよく人にんになること──つまりは人を守るための武器を造ることが生きる目標となった。

　だが彼との師弟関係は結局、三年ほどで終わりを告げる。

　アイリスの不幸はふたつあった。

　ひとつは、刀工としてとびきりの天てん賦ぷを持ち合わせていたこと。

　乱ラン族ぞくの集落で一生を送っていれば死ぬまで埋もれていたであろうものだったから、或あるいは掘り起こされたこと自体は幸運だったのかもしれない。が、その才能はあまりに大きすぎた。

　指先は無む意い識しきのうちに最上の鉄を選び取り、両の目は何を考えずとも次に打つべき最適な箇所を見抜く。おまけに才が及ぶのは鉄に留とどまらず、剣と名の付くものすべてに対して働いた。

　鉄板を穿うがつほどの木剣を削ったり、独自の形状をした刀身を考案してみたりもする。武器に煉れん術じゆつ陣じんを仕込むという難なん度どの高い作業もお手の物。挙げ句の果てには武器に煉れん術じゆつの特性を持たせるために必要な術式、つまりは煉れん禁きん術じゆつの理り論ろんすらも構築できるようになるほどだった。

　ヴィエタ＝キャリエルの銘めいで出したアイリス＝デーンの作による剣によって、ヴィエタの名声がますます上がった。彼女は裏方でいることをまったく気にしていなかった。師の恩に報いるべく、ただひたすらに彼のため必死で剣を打ち続けた。

　もうひとつの不幸は、その師、ヴィエタ＝キャリエルに関してだ。

　彼は高潔で誇り高い男であり、優やさしくも厳きびしい師であり、同時に愛いとしい恋人でもあった。だから弟子入りして三年──三年の間、彼女は彼のことを深く愛し、信頼し、尊敬していた。

　ある日、工房にひとりの女性が訪ねてくる。

　アイリスはヴィエタに頼まれて鉄材を仕入れに出かけていたのだが、普ふ段だん使っている仕入れ屋が急病で店を休んでいる、という話を偶然会った同業者から聞き、途上で引き返していた。予定よりも早く帰ってくると、工房の奥でぼそぼそとした話し声がする。

　何気ない気安さで歩み寄り──驚きよう愕がくに足が止まった。

　女性の顔には見覚えがあった。

　かつての煉れん術じゆつ師し時代、客のひとりとして出会った貴族の女だ。忘れようがない。何故なぜなら彼女に頼まれて殺した乱ラン族ぞくの娼婦が、アイリスに足を洗わせる切っ掛けとなったのだから。

　女は師に言った。

　──いつになったら私を妻にして下さるの。

　師は答えた。普段と変わらぬ優しい顔で。

　──もう少しで爵しやく位いが買えるようになる。そうしたらきみと同身分だ。

　女は師にしなだれかかる。

　──ふふ、遊ぶなら今のうちって訳？　あのお弟子さんもそのうちのひとり？

　師は女の腰を抱く。

　──彼女は腕がいいからな。私の名を上げるのに役立つんだ。

　女はふて腐れたようにそっぽを向いた。

　──それだけじゃないでしょう。あなた、乱ラン族ぞくの緑みどり色いろの髪が好きですものね。

　師は苦笑する。

　──別にそんなことはないよ。

　女は不ふ機き嫌げんに愚ぐ痴ちを言う。

　──噓うそ。何年か前のあの売女もそうだったわ。

　師は困ったように顔をしかめる。

　──古い話をよく覚えているものだ。

　女は蛇のような目をし、

　──忘れやしないわ。……ねえ、お金が貯たまって爵しやく位いを買ったら、

　師は獣けもののような目をし、

　──ああ、そうだな。用済みだ。そうしたら……、

　笑った。

　──お弟子さんも、あの娼婦みたいに死んでもらいましょうか。




　そこから先は、覚えていない。

　何故なぜならアイリスの魂には再び亀き裂れつが入り、とうとうふたつに割れてしまったからだ。

　ただ結果として、ヴィエタと貴族の女は血の池に浮かぶ肉塊になった。

　割れた魂に呼応するようにして生まれたもうひとつの人格が、やったのだ。

　そいつは、上品な態度の下に残酷な性格を宿した奴やつだった──まるで師の本命だったあの貴族の女のように。ヴィエタの愛を独り占めしたかったが故にそうなったのか、或あるいは殺した相手の意い識しきが返り血とともに宿りでもしたのか。

　ともあれそれは、すべての終わりであり、始まりだった。

　もうひとつの人格は、アイリス＝キャリエルと名乗るようになる。

　そしてアイリス＝キャリエルとアイリス＝デーンは、煉れん禁きん術じゆつで魔ま剣けんを造り始めた。

　まずはキャリエルから。競きそうようにデーンも。

　最初はたぶん、人格が分かれた時に流れてしまった、お腹なかの中の子供の代わりに。

　そしていつの間にか、傑作を打つことを目的として、まるで取とり憑つかれたように──。
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　打ち下ろされた大剣と液体金属の右腕がぶつかり合い、甲かん高だかい音をたてる。

　剣けん戟げきの合間に突き入れた三叉矛トライデントは受け流されて床に逸それ、絨じゆう毯たんに突き立つ。

　アイリスは三叉矛トライデントの刀身から電でん撃げきを放った。

　瞬しゆん間かん、雷光が床を焼き、火花でレイド＝オータムが怯ひるむ。

「おっ、と！」

　後方に飛とび退のいたレイド。

　距きよ離りを取らせるつもりはない。追撃。大剣を横よこ薙なぎに払う。

　向かって右側、生身の左腕から斬きり付ける。が、レイドもさる者、胸の前で両手を交差させながら右みぎ掌てのひらを変形。盾のような形状に広げ受け止める。

「……らぁっ！」

　とはいえ、攻こう撃げきが軽いのは織おり込こみ済ずみだ。

　重量わずか百五十瓦グラムの大剣──『アイリスの十四番』は、高速連撃のための剣。右手一本で取り回せるが故に、三叉矛トライデントとの二刀流も可能となっている。

　弾かれた先から手首を使って斬ざん撃げきを繫つなげ、縦じゆう横おう無む尽じんに乱打する。

　重さに比して刀身は一米メートル半。短刀の速度で振り回される長剣は、相手に回かい避ひでなく防御を強しいる。レイドの足が止まったのを見て、再び三叉矛トライデントを斬きり上げた。

　電撃を纏まとう『アイリスの十番』。まともに喰くらわせれば人ひとりを灼やき殺すのは容易たやすい。

　躱かわせまいと確信して心中でほくそ笑えんだアイリスだったが、直後、

「な……!?」

　驚きよう愕がくに目を見開く。

　レイドは無造作に右腕、つまり『アイリスの五番』で三叉矛トライデントの先端を受け止めたのだ。

　無む論ろん、剣の接合部は生身と繫がっている。絶ぜつ縁えんされているはずもない。

　ならばそこを通して電流は肉体に流れ込む──はずだった。

　アイリスが『十番』を作動させるわずかに直前、レイドは右腕を半ばから切り離した。まるで蜥蜴とかげが尾を捨てるように、腕の接合部直前から先がぷつりと分かたれる。

　空気に火花が爆はぜる音。

　しかし物理的に繫がっていなければ、本体に電流が行くはずもない。

　レイドは無傷のまま大きく一歩を後退した。後退しながら身を屈かがめ、水銀状になって床へばしゃりと落ちかけた『アイリスの五番』へ無造作に右腕を突っ込む。

　体性神経系が繫がり制御が復活。再び液体金属は硬化し、レイドの腕に擬ぎ態たいした。

　苛いら立だたしさに舌打ちする。

　思いも寄らない手段で攻撃を防がれたのもさることながら、距きよ離りが空きすぎたせいで追撃ができなくなったのだ。アイリスは背後にイオ＝テリーヌを守りながら戦っていた。故に、あまり深追いしすぎると攻撃対象をそちらに移されてしまう。更に言えば、後方の床に突き刺している他ほかの武器たちから離はなれてしまうのも手痛い。

　アイリスもいったん後方、武器を置いてある場所まで飛んだ。

　ふたりは大きく間合いを取る形になる。三叉矛トライデントから半円刀シヨテル──『八番』に持ち替えた。金属を喰らう刃やいば。レイドの遠隔攻撃に備えるためだ。

「さすが『殺さつ戮りく博士はかせ』」

　呼吸を整ととのえながら牽けん制せいのため会話を投げる。

「まさかそういう使い方があるとは思わなかった」

「昨夜ゆうべ、あの坊主にしてやられたお陰さ」

　レイドは大おお仰ぎように肩を竦すくめた。

「切り落とされた先の部分が一いつ緒しよに落ちてきててよ。もしやと思って試しにくっ付けてみたら元通りに繫つながるじゃねえか。発見だったぜ」

「は、もうひとりの俺も面めん倒どうなもんを造りやがったもんだ」

　とはいえ真まことに恐ろしいのは、レイド＝オータムの方だろう。

　偶然知り得たことをすぐさま戦せん闘とうに応用してくるとは。

　しかもあんな咄とつ嗟さの形で、まるで昔から慣ならした常じよう套とう手段のように。

　やはり戦闘技術に関してはあちらに一日の長がある。アイリスの本業は刀工、かつての経けい験けんがあるとはいえ、煉れん術じゆつ師しとしても剣士としても敵かなわない。

　だが──実力が劣っていることを自覚しているからこそ、わかり得ることもあった。

「お前、本ほん調ちよう子しじゃないだろう？」

「は、さすがにばれてるな」

　鎌かまをかけてみると、あっさりと認めてきた。

「まあ、お前さん、ゆうべあの場にいたし……ちょっと考えてみりゃあわかるわな」

　あの塔での戦いにおいて、レイドはフォグに追い詰められ、階段から飛び降りた。

　地下の底まではどれほどだったろう。身を躍おどらせるからにはさほどでもないと思っていたのだが、どうやらアイリスの考えている以上に高さがあったらしい。

　十米メートルか、十五米メートルか、或あるいはもっとか。底に激げき突とつする音も聞こえてきた。たとえ『アイリスの五番』を変形させて身を守ったとしても、無傷でいられるはずがない。

「お陰様で主戦力から外されちまってこんなところでゴミ掃除、って訳だ。もっとも、仮に万全だったとしてもこの役目を仰おおせつかってた気はするがね。うちの大将、どうもあの坊主を自分の手で殺したがってるみてえだし」

「ゴミ掃除とは言ってくれる」

「お前さんがいるとは思わなかったんだよ。こっちの予定じゃ屋や敷しきにお邪じや魔まして適当に破は壊かいして火を放ってそれでお終しまい、だったんだ」

「嬉うれしそうな顔をしながら話す科白せりふじゃないな」

「ま、確たしかにいてくれてよかったぜ。侍女メイドや警けい備びの連中を殺して回るだけってのも寂しいもんだしな。それだとほんとに餓が鬼きのお遣つかいだ」

「……お遣いも果たせずに終わるんだよ、お前は」

　アイリスは半円刀シヨテルと大剣を両の手に、構え直した。

　相手がどの程度の負傷を抱えているか外見ではわからない。骨の数本も折れているのか、内ない臓ぞうに損傷を抱えているのか。立っているのもやっとなのかもしれないしごく軽微なのかもしれない。だがどちらにせよ、付け入ることのできるうちに倒してしまう必要があった。

　相手が追い詰められ、身体強化煉れん術じゆつでも使ってくればこちらが不利になる。

「おいおい、もう再開か？」

「ああ、そうだ！」

　アイリスは身を沈め、絨じゆう毯たんを蹴けった。

　一気に距きよ離りを詰め、金属を喰くらう半円刀シヨテル『八番』を下から斬きり付ける。相手は当然腕で受けたりしない。身を反そらして躱かわす。だから追い打ちをかけるように大剣で突き。

「お、危ねえ！」

　これは受け止められた。

　構わず、再び四方八方から乱らん撃げきを喰らわせる。

　こちらの殺意とは裏腹、吞気のんきな調ちよう子しで片かた眉まゆを上げるレイド。

「ところで正直な話をするけどよ。俺おれ、実はちょっとしんどいんだ」

　攻撃を躱し、捌さばき、避けつつ、そんなことを言う。

「は、言葉と行動を一致させろ！」

　まずい、と密ひそかに思った。

　口調と態度からするに、どうやらこいつは事態を打開する一手を用意している──防戦一方に徹てつしているのがその証拠だ。しかも防御に集中しているが故に隙すきがない。

　こちらがどんなに速くどんなに多く斬りかかろうが関係なく、レイドは言葉を続けた。

「もう三十分くらいはやり合ってるよな？　このままやっててもじわじわ押し込まれていくだけだろうな。仮にこっちが勝てたとしてもお前さんはきっと、その後ろにある──何番だっけか？　道連れの刃やいば──で、最後のひと咬かみをしてくる。で、この上更に深ふか手でを負ったんじゃ、大将からの命令が果たせねえかもしれん。そうなるとさすがに困るんだよ」

「……何が言いたい！」

　半円刀シヨテルはしっかりと避け、大剣はしっかりと右腕で受ける。二刀で牽けん制せいも交えて斬りかかっているのに判断には誤りがない。手負いとはいえやはり技術は超一流か。

「ところで知ってるか？　うちにいる魔ま女じよの嬢じようちゃん……ティ・キな。ありゃ煉れん術じゆつを編あみ出すことにかけては天才なんだ。しかも大将の頼みとあっちゃあ入る気合も違う。いやあ、見事なもんだったぜ。俺もけっこうな数の術式を開発してきたが、陣を見せられても仕組みがさっぱりわかりゃしねえんだ。専門外ってのもあるけどよ」

「それが今、何の関係がある!?」

　思考を巡らせながら高速で剣打を放ち続ける。

　武器の選択を誤あやまったか。剣速を加速できる鎧断ちフアルシオン──『十三番』で強引に押した方がよかったのか。いや、相手はどのみち右腕の変形で煉術を使ってくる。これを封じるために『八番』で攻撃するのは正しいはずだ。

　それでもレイドの防御は崩れない。

　口も閉じさせられない。

「なあ『魔剣の母』さんよ。これは俺の本意じゃねえ。俺はお前と殺し合うのがけっこう楽しいと思ってるからな。……でも、ここは大将からの命令を優ゆう先せんさせてもらうぜ」

「空そら言ごとでこっちの気を逸そらそうと思っても無む駄だだ！」

　忍び寄る不安を打ち消すように、攻こう撃げきの速度を上げた。

　どのみち大規模煉れん術じゆつを使おうと思ったら右腕を変形させて陣を浮かび上がらせる他ほかはない。こっちも元煉れん術じゆつ師し、言こと霊だまや動作で稼か働どうさせる程度の小さなものなら対処可能だ。

　──迷うな。攻めろ。

　決心して気炎を吐いたその時。

　レイドの言葉が、アイリスの思考の間かん隙げきに突き刺さった。




「気付いてるか？　俺おれがまだ一度も煉術を使ってないことを。理由がわかるか？」




　煉術を使っていない理由。

　使っていない──使えない？　それは何故なぜか。

「……まさか」

　煉れん獄ごくの毒気は、発生したその場で行われた儀ぎ式しきに対して無差別に反応する。

　言ってみれば瓦斯ガスに燐寸マツチの火を近付けるようなものだ。毒気は自分で儀式を選択などしない。故に先んじて干渉すれば、上書きも可能となる。

　もちろん、通常の鍵けん器きでは毒気の量も少ないから敵の儀式に反応して煉術が暴ぼう発はつするということは稀まれである。ただ、それはあくまで『自分ではない誰かの儀式』に対しての話。

　たとえば──自分が陣を描いた紙を持っていたりなどした場合、毒気を喚び出した瞬間その術式が勝手に稼働してしまうという現象が生じる。

　フォグが腹に仕込んでいた治ち癒ゆ煉術などのように常時発動しておいても構わない類たぐいのものならば、新たに湧わかせた毒気で他の術式を稼働させることも可能だが、そうでなければ。

　仮に切り札として隠し持つのであれば、他の煉術は使えない──。

「ち……！」

　察し、すぐに攻撃の手を止め距きよ離りを取ろうとした。

　レイドはそんなアイリスを見て、嗤う。

「無駄だぜ……『起きろレエゼ』」

　言霊に反応し、煉獄の香りが周囲に満ちる。

　どんな術式が来るのか。身構え、備えようとした。

　けれど発動した術式は、予想とまったく違うものだった。

　攻撃ではない。身体からだを傷付ける類のものではない。針が飛んできたり、爆ばく発はつしたり、氷の矢が飛来したり──そういったものとは異なっていた。

「……っ、あ!?」

　ただ、強烈な閃せん光こう。

　光が眼がん前ぜんで弾はじけ、視界を覆おおったのだった。

　目の前が真っ白になる。頭が揺さぶられたような感覚を覚える。

　そして衝しよう撃げきは明確な振動となって、アイリスの意い識しきを覆っていった。
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　イオ＝テリーヌは頭の中に疑問符を浮かべたまま、その光景に啞あ然ぜんとしていた。

　ふたりの戦いは自分なんかではとても目で追い切れないほど迅はやく激はげしく、だから開始した時からずっと啞然とするばかりではあったのだけど、たった今起きたそれはこれまでの打ち合いとまったく違った驚きよう愕がくをもたらした。

　アイリスがレイドに斬きりかかっていった。レイドは防御しながら何やら訳のわからないことをべらべら喋しやべっていて、アイリスも短く応こたえていた──そうこうしているうちに、アイリスが一いつ瞬しゆんだけ動きを止め──瞬間──ふたりの間に光が炸さく裂れつしたのだ。

　さほど眩しいものではなかった。

　ただの目め眩くらましだと思った。イオは二秒ほど目の前がちかちかしただけだった。眼前で食らえば結構なものだろうけど、アイリスならば仮に視界を一時的に奪われたとしても咄とつ嗟さに離はなれたりなどするだろうし、ともすれば寸前で防御しているかもしれない。

　だが、おかしなことに。

　光が収まった後、アイリスはその場に踞うずくまっていて、レイドも至近距きよ離りにいながら追撃を加えずただ無言で彼女を見下ろしている。

　双方が動かないまま、十数秒。

　やがてアイリスがゆっくりと立ち上がった。

　立ち上がって、何故なぜかレイドと向かい合って、くすくすと笑い始める。

　彼女は言った。

「……あなた、面白い術式を使うのね」

　慣なれ親しんだ、粗野で荒々しい口く調ちようとはまったく違う、やけに丁てい寧ねいな物腰で。

「おお、成功したか」

　レイドは眉まゆを上げた。

「俺も半信半疑だったんだがな……魔ま女じよの嬢じようちゃん、さすがだ」

　そうしてやけに馴なれ馴なれしい態度で、アイリスに問う。

「久しぶりだな。ところで念のために尋きいとくが、俺とやり合う気はあるかい？」

「ないわ。だって私、あなたのことけっこう気に入っているもの」

　イオにとっては信じられないことに、彼女は首を振った。

　──いや。

　違う。

　本当に信じられないのは、首を振ったことではない。

「……噓うそ」

　察しは付いていた。変化した口く調ちようを聞いた時から──穏おだやかな態度の奥に感じるおぞましい、まるで残ざん虐ぎやくで無む垢くな獣けものの仔このような気配けはいを彼女が発し始めた瞬しゆん間かんから。

「何にせよ、お礼を言わせてもらうわ。何か手伝てつだえることはある？」

「ああ。大将の指令だ……この屋や敷しきを壊こわす。中にいる奴やつは殺す。やってくれるか？」

「ええ、喜んで」

　レイドがこっちを見み遣やった。

　アイリスが振り返った。

「デーン……さん」

「いいえ」

　呼ばったイオに、そいつは笑った。

「私はキャリエル。アイリス＝キャリエルよ」
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　再び目を覚ましたアイリスの副人格──アイリス＝キャリエルの隣となりに立ち、レイド＝オータムは慚ざん愧き半分、愉楽半分といった気持ちだった。

　正直なところ、彼女との決着が付かないまま戦いを放棄してしまった感は拭ぬぐえない。『殺さつ戮りく博士はかせ』の異名を取った自分にとっては失態とすら言っていい結果だ。叶かなうならば、どちらかが死ぬまで思う存分殺し合ってみたかった。だが一方で、この女とふたりで『レキュリィの宴うたげ』を蹂じゆう躙りんし尽くすのはさぞ楽しいだろうなという気持ちもある。

「ま、仕方ねえか」

　慚愧の念を頭の隅に追いやった。せめて目の前の愉楽を甘受するとしよう。

　屋敷には何人残っているだろう。

　使用人がすべて避ひ難なんしているというのはあり得ない。屋敷のどこかには魂の失うせたレキュリィもいるはずだ。もちろん破は壊かい対象はこの屋敷だけではなく『特区シテイ』すべて。男は引き裂き女は貫き老人は斬きり捨て子供は挽ひき潰つぶす。建物に火を放ちすべてを灰にする。

　目の前の侍女メイド、イオ＝テリーヌとかいったか。

　こいつが特に楽しみだった。

　理由は幾つかある。以前殺し損ねた相手だから。塔に捕らえていた時、自分に立ち向かってくる態度が気に入ったから。そして何より、アイリス＝デーンのお気に入りだから。

　どうするか。殺す前にじっくりと犯し嬲なぶってみたい。キャリエルとふたりがかりでやっても面おも白しろそうだ。『アイリスの五番』を足の間から突っ込んで子宮の中をぐちゃぐちゃに突き破ってやろう。新しい煉れん術じゆつの実じつ験けん体たいになってもらってもいい。あのシュナ＝ウィエナほどではないにせよ、その程度の嗜し虐ぎやく趣しゆ味みは自分も持っている。きっと、新しい相棒──キャリエルも。

「主菜を先に食うか後から食うか、どうするかね」

「あの子のこと？　そうね……私は先に食べる方が好きだわ。刀工と同じよ。始まりが肝心なの。鉄が熱あついうちに打つ最初の一いつ鎚ついが剣の良よし悪あしを決める、って訳」

「弾みを付けろってことか。は、含蓄があるな」

「ふふ……私、滅多めつたに出てこられないでしょう？　それもあって機を逃したくないのよ」

　揃そろって笑い合った。

　やはりこちらのアイリスとは気が合う。

　これなら事前に打ち合わせをする必要はなさそうだ。むしろ流れに任せてふたりで思いのままに壊こわしてみるのがいいかもしれない。

「さて」

　胸の奥から込み上げる法ほう悦えつを血に乗せて全身に流しながら、レイドは右腕を軽く回した。

　さあ恐怖しろ。強がってくれてもいい。敵意を見せてくれても楽しい。狂って笑い始めるというのもなかなか面白いだろう。喜怒哀楽どれでも構わない。

　そんなことを考えながらイオ＝テリーヌを見み遣やった。

　しかし──。

「……ん？」

　五米メートル先に立つイオの顔は、レイドが期待したものではなかった。

　怖がってはいるだろう。が、少なくとも耐えている。

　強がっているだけかもしれない。が、瞳ひとみの奥には芯しんがある。

　敵意は確たしかに見せている。が、憎にくしみによるものではない。

　狂ってしまった方が楽な状況のはずだ。が、絶望の色すらなかった。

　それどころか、彼女はレイドを見ていない。

　その毅き然ぜんとした双そう眸ぼうと意志は──アイリスへと向けられていた。

「キャリエルさん、って呼べばいいんですか？」

「そうね。好きにするといいわ。……どうかしたの？」

　アイリスはイオの態度をただの虚勢と見ているのか、余裕の表情を崩さない。

　レイドは密ひそかに警けい戒かいした。

　気に入らないがどうもこいつは、何かしようとしている。

　よもやと思いアイリスの胸元を一いち瞥べつした。あの首飾りネツクレス──心中の刃やいばは埋まっていないようだ。だったら、どんな手を隠している？

「私は、キャリエルさんに個人的な恨うらみはありません。一度殺されかけたあれは、そっちの人がやったことだし……」

　逡しゆん巡じゆんするように唇を咬かみ、わずかに俯うつむき、顔を上げ、

「あなたに恨みがある訳じゃない。でも私、デーンさんが好きなんです。あなたじゃなくて、優やさしくて強いデーンさんのことが好きなんです」

「お生憎あいにくね、私はあの子のことが嫌いなの。身体からだを譲ゆずってあげるつもりもないわ」

「あなたはデーンさんを困らせてる。あの人は何も言わないし、私はあなたたちがどうしてこんな体質になったのかっていう事情も知らないけど──それでも、私は決断しなきゃいけないんです。だってあなたが私を殺したら、きっと後でデーンさんは悲しむわ。だから……だから、私は戦うことに決めました。あなたと……キャリエルさんと、戦います」

「戦う？　どうやって？　せめてもの抵抗をするって意味かしら」

　アイリスが歩を進め始めた。

　半円刀シヨテルを投げ捨て、床に刺さった他ほかの剣を眺め、大剣クレイモアを矯ためつ眇すがめつし、

「この剣でいっか。あの子のこしらえた子供であの子の大事なものを斬きるのもいいわ」

　くすくすと笑う。

　イオはアイリスを睨にらみ付けた。

　睨み付けたまま、前掛エプロンの小物入れポーチへ手を突っ込み、そこから何かを取り出す。

「執事バトラーさんに託されたんです。デーンさんにも、いざとなったら躊ちゆう躇ちよするなって言われたんです。私だって死ぬ訳にはいかない……姫様とフォグの帰りを待たなきゃいけないんだ！」

　手に持っているのは、小さな硝子の──試験管。

　軟木コルクで栓をされている。

　中に何やら赤黒い液体が波打っている。

　目にした瞬しゆん間かん、レイドは背筋に氷柱つららを射さし込まれたような感覚を覚えた。

　赤い液体の入った試し験けん管かん。

　以前、誰だれかから聞いた覚えがある。ユヴィオールかティ・キか、どちらか。

　考えてすぐに思い当たる──まさか。

　そんなはずはない。あれは彼女の魂が持つ力だったはずだ。彼女は既に魂を奪われている。だったら使えるはずがないではないか。

「いや、待てよ……」

　或あるいは。

　魂を奪われる前に抜き取っておいたとしたら。

　有事に備えて何本かを確かく保ほしておいて、それがこの侍女メイドの手に渡っているとしたら。

「く……！」

　レイドは歯は咬がみした。

『アイリスの五番』を伸ばし、イオ＝テリーヌの腕を切断しようとした。

　だがその行動は決定的に遅い。

『そんなはずはない』と頭の中で一度否定したことが、イオに猶ゆう予よを与えた。

　栓を抜き、液体の中身を床に振りまく猶予を。

　液体は、空気と反応し燃ねん焼しように酷似した反応を始める。

　つまりはまるで炎のように揺らめく光を発しながら、辺りに舞まい散らばった。

　既にイオは堅く目を閉じている。

　レイドも攻こう撃げきを断念せざるを得なかった。

　故に。




　その燃もえ盛る『供犠の血トロメア』を──魂を灼く炎をまともに見たのは、ただひとりだけだった。




「え？　あ……く、あ、き、ああああああああああああああああっ！」

　顔を覆おおい目を瞑つむるレイドの耳に、この世のものとは思えない女の絶叫が響ひびく。

　絨じゆう毯たんに倒れる音、苦しみのたうち床を転げ回る音、びくびくと手足を痙けい攣れんさせる音。

　視覚で確かく認にんすることはできない。見れば死ぬ。魂を灼やかれて生ける屍しかばねとなる。

　いつまでこうしていればいいのかもわからない。だからひたすらに耐える。状況は他ほかの者も同じ。ならば身を守りさえしていれば再び勝しよう機きは来る。

　無む論ろん、待つことで勝機が到来するのは自分だけではないことも、承知していた。

　やがてアイリス＝キャリエルがもがくのをやめ、静かになり──イオが走り寄って「デーンさん！」と小声で叫び始めたのを察知し、レイドは警けい戒かいしながら目を薄うすく開ける。

　炎はすでに鎮しずまっていた。

　気配けはいと音から想像したとおり、そこには倒れたアイリスを抱き上げるイオがいる。

　どうすべきか逡しゆん巡じゆんした。仕掛けるなら今しかない。『アイリスの五番』を伸ばし、ふたりまとめて首を刎はねさえすればすべてが終わる。

　だが一方で、心の声が言っていた。このまま待っていろ、と。

　仮に、ふたりをまとめて殺し、命令通りに『特区シテイ』を破は壊かいし尽くし帰投したとしよう。ユヴィオールは労ねぎらってくれるだろう。ありがとうレイド、よくやってくれた、さすがだよ。フォグの死体を脇わきに置き、屈服させたアルテミシアを侍はべらせながら笑うだろう。

　レイド＝オータムは果たしてそれで満ち足りるのだろうか。

「俺おれも楽しかったぜ」などと応こたえられるのだろうか。

　それにこのまま殺してしまっては『供犠の血トロメア』が本当にアイリス＝キャリエルの魂だけを灼やいたのかもわからない。もしかしたらイオの目もく論ろ見みは失敗し、アイリスはデーンもキャリエルも両方とも死んでしまっているのかもしれないのだ。

　結末を見届けたい。どっちだろう。

　そんなことを考えて……考えることで、デーンが目覚めてくれたらなと期待している自分を、否いや応おうなく気付かされた。そうすればもう一度彼女と殺し合えるではないか。楽しくやれるではないか、と──ああ畜生、俺おれはつまるところ、そういう人間なんだ。

　十年前の匍都ハイトで『殺さつ戮りく博士はかせ』が煉れん術じゆつの人体実じつ験けんを好んだのは何のためだ。

　煉術の威力を試したかったからだ。試してどうする？　……使いたかったのだ。実戦で、命いのち懸がけの戦いの中で、自分の煉術を使いたかったのだ。

　イオ＝テリーヌを犯して殺そうとしていたついさっき、自分はきっとその愉悦に、アイリスとの勝負がつかなかったことに対する憂うさ晴ばらしとか八つ当たりとかを込めていた。

　ならば『殺戮博士』の本質は陵りよう辱じよくすることではなく、戦うことにこそあるのだ。

「……は」

　レイドは笑った。自じ嘲ちよう気ぎ味みに、ユヴィオールに対して済まないなと思いつつ。

　昨夜ゆうべ、フォグとの戦いに負けてからの鬱うつ憤ぷんも溜まっていたらしい。あの時階段から飛び降りたのも不承不承だった。本当は、死ぬまでやり合いたかった。

　──悪いな、大将。

　ユヴィオールを見ているのも確たしかに面おも白しろいが、だからといって、美味おいしいところをすべて彼に任せて自分は落ち穂拾いというのでは、

「……どうにも満足できねえ」

　アイリスがゆっくりと目を開く。

　涙目になっているイオと二言三言を交わし、薄うすく笑って彼女の頰ほおを撫なでる。

　立ち上がり、こっちを見たその双そう眸ぼうは、凶きよう暴ぼうな豹ひようのように鋭するどい殺意をたたえていた。

「戻ってきたか、アイリス＝デーン」

『殺戮博士』は嗜し虐ぎやく的てきな破顔で応こたえる。

「再開だ、やろうぜ」




　　　　　　　　　　　　　[image: ]




　アイリス＝デーンは酷ひどい頭痛に耐えながら、レイド＝オータムを睨にらみ付けた。

　昨夜カルブルックから授けられ、万が一の事態に備えてイオに持たせていた試し験けん管かん──人の魂を灼やくレキュリィの『供犠の血トロメア』。本当に必要な事態になろうとは思ってもみなかった。ましてや実際に浴び、無事に生せい還かんできるとは、正直なところ期待していなかった。

『アイリス＝キャリエル』はもう、アイリスの中にいない。

　妙な確かく信しんがある。あいつは死んでしまった。魂を火にくべられて、呆気あつけなく。もう長いこと付き合ってきた同居人だ。自分の弱さが招いたもうひとりの自分だ。アイリスの罪を倍に増やした相手であり、アイリスが罪の半分を押しつけた相手だった。

　感慨がないと言えば噓うそになる。複雑な感情が去来する。

　が、今は浸ひたっている場合ではない。

　自分たちの魂は完全に分ぶん離りしていた訳ではないようで『供犠の血トロメア』による傷跡はアイリスの魂にも残っていた。脳をかき混ぜられているような頭痛と、全身に重い倦けん怠たい感かんがある。

　とはいえ不ふ調ちように甘えてはいられなかった。目の前の敵はまだ生きているのだから。

　レイド＝オータムはもはや小細工をする気もないらしい。

　右腕を大きく掲げ、変形させている。

　前腕の裏側が縦たてに裂けた。亀き裂れつから淫いん猥わいに広がっていく。そこにびっしりと描き込まれたのは直ちよく線せんを交こう錯さくさせた複雑な紋様──煉れん術じゆつ陣じん。もはや金属板じみた形状となった腕から伸びる五指はまるで脚のようで、甲こう羅らを纏まとった蜘蛛くもか、平たく潰つぶれた蟹かににも見える。

　手の甲だった部分に埋め込まれているのは翡ひ翠すいの鍵けん器き『グラフの数珠じゆず』。

「……『荊華銀嶺オータム12』だ」

　術式を稼か働どうさせる前に、名を宣言する。

「お前には一度喰くらわせようとしたことがある。あの時は坊主の邪じや魔まが入ったけどな」

　言葉を紡ぐ唇は残酷さに加え、自信の形をしていた。

　ならば、と。

　アイリスも身構えて、相手の目を見据える。

「ひとつ尋きくが……それはてめえの持ってる中で一番強い煉れん術じゆつか？」

「おいおい、戦ってる相手に答えられることか？」

「駆け引きの話じゃない。煉れん術じゆつ師しとしての誇りの話だ……お前のそれが奥の手なら、俺おれも見合う物を出す。『魔剣の母』としての奥の手をな」

　それを聞き、表情を変えるレイド。

　数秒ほどの沈ちん黙もくの後、頷うなずく。

「ああ。この煉術は、俺の最高傑作だ」

「承知した」

　アイリスは手首の腕輪ブレスレツトから倉庫の鍵かぎ──『アイリスの十一番』をもぎ取った。

　空間に差し入れて捻ひねる。

　頭上から落ちてくるのは、ひと振りの剣。空中で柄つかを握り取り、持ち替えて構える。

「……何だ、そりゃあ？」

　レイドが眉まゆをひそめるほどに、その剣は異様だった。

　やや幅広、片刃の直刀。全長は八十糎センチほど。鎧断ちフアルシオンにも似た形状自体は、その辺の武器屋でも似たようなものを購こう入にゆうできそうなほどに目立った特徴がない。

　異様なのは──刀身だった。

　全体に亀き裂れつが入り、今にも砕けてしまいそうなほどにぼろぼろ。鋼はがねも輝かがやきを失ってあちこちに錆さびが浮かんでおり、まるでどこぞの遺い跡せきに埋まっていたものを掘り出したかのよう。

「そいつが俺おれの『荊華銀嶺オータム12』に見合うと？」

「残念ながら俺のこいつは、お前の煉れん術じゆつと違って最高傑作って訳じゃない。最高傑作の二本は今いま頃ごろ、王宮で互いに斬きり合ってるだろうからな。でもな……」

　胡乱うろんなレイドに改めて宣言する。

「『十五番』。最高傑作じゃないが、最高傑作よりも強いぜ」

　アイリスは、これまで十八本の魔ま剣けんをこの世に産み落としてきた。

　一番から五番まではアイリス＝キャリエルの銘めいによる。そのうち一番と二番は既にこの世にない。二本とも彼女の目指した最高傑作──ユヴィオールに与えた『十八番』の試作品であり、失敗作だったのだ。他人の手に渡って数年で崩ほう壊かいしてしまったと聞いている。

　六番から十番まではアイリス＝デーンの銘だ。こちらは九番がもはやこの世にない。自分の目指した最高傑作──フォグに与えた『十七番』の礎いしずえとなった。

　十一番は例外的で、魔剣を保管するために作った倉庫の鍵かぎ。

　そして、十二番から十六番まで。

　これらの五本は、互いが互いの技術を盗んだり、或あるいはそれぞれが作成途中だったものを勝手に作り替えたりなどした結果、どちらが作者かわからないものばかりなのだ。そういう意味では、この五本こそが正しく『アイリス』の魔剣であるのかもしれない。

　ただし、ふたりの相あい反はんする意図が絡み合うということは、必ずしもいい結果を生まない。我の張り合いが相乗効果で暴ぼう走そうし合った結果、想像を超えた厄やつ介かいなものになってしまう場合もある。今アイリスが手にしている『十五番』は、つまりそういうものだった。

　アイリス＝キャリエルはこの剣を『十八番』の試作にしようとした。

　アイリス＝デーンはこの剣を『十七番』の試作にしようとした。

　ふたりの考える『最高の剣』に対する理り論ろんはこの時既に完成目前まできていた。だが理論の洗練とは裏腹、双方の技術が一本の剣に対して、考えなしに詰め込まれてしまったのだ。

「俺の──俺たちの目指したのはつまるところ『何でも斬れる剣』だ」

　アイリスは呼吸を整ととのえる。

「こいつは完成した時にはもう、崩壊寸前になっていた。一度使えば壊こわれるのはわかっている。だから一度も振るわれたことはない。だがな……振るえばどういうことになるのかは、俺もあいつもちゃんとわかってる。わかってたんだよ」

「は、望むところだ」

　レイドもまた、緊きん張ちようの面持ちで笑った。

「俺の『荊華銀嶺オータム12』も甘くはねえ。この俺が今まで編あんできた煉れん術じゆつの集大成ってやつだ」

「そうか」

「ああ」

　そして──、

「じゃあ、試してみるか『殺さつ戮りく博士はかせ』」

「おお、行くぜ？　……『魔ま剣けんの母』」

　ふたりの間に爆はぜていた、緊きん張ちようと殺意の、矜きよう持じと覚悟の火花が飽和した。
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「『起きろレエゼ』！」

　レイド＝オータムが言こと霊だまを叫ぶ。

　発生した毒気が煉れん術じゆつ陣じんに反応して『荊華銀嶺オータム12』が稼か働どうする。

　甲かん高だかい鈴のような音をたてながら、レイドの頭上二米メートル四方に白金色の煙が発生した。

　近くに寄って目を凝こらしたとしても、正体に気付ける者はいないだろう。

　それは水蒸気と同程度に微小な刃やいばの、集合体だった。顕けん微び鏡きようで見なければ刃の形をしていることすらもわからない。鍔つばも柄もない抜き身の短刀が、二米四方にびっしりと集つどう。

　この煙に巻き込まれた物は、文字通り粉砕される。

　微細な刃のひとつひとつが暴あばれ回り、触れた物を切り刻むのだ。結果として後には何も残らない。岩や鉄などの固形物は砂よりも細かな塵ちりとなって風に溶け、生物に至っては肉も骨も血すらも徹てつ底てい的てきに撹かく拌はんされて、ただの赤黒い濃のう霧むと成り果てる。
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「イオ！」

　アイリスは背後にいる友を呼んだ。

「俺の後ろに隠れていろ……すぐに済む」

　彼女のお陰で、自分は再び立ち上がることができた。

　彼女のお陰で、自分は過去と決別し、先に進むことができる。

　同じ血を持つ輩やから。誇り高く美しい精神を持つ、乱ラン族ぞくの友。

　絶対に守る──毛筋ほどの傷も付けさせない。

　自信と確かく信しんがあった。レイドの『荊華銀嶺オータム12』がどんな術式であろうと──今こうして実際に目にすれば概おおむねの想像が付くが、仮に想像通りであっても想像を上回っていても──それが煉術である以上、『アイリスの十五番』は決して負けはしない。

　ぼろぼろの直刀を下段に構えた。

　柄つかにある把とつ手てを握り込む。ふたりのアイリスが同時に式を埋め込んだせいで、もはやアイリス本人にも構造がわからなくなってしまったほど複雑化した煉れん禁きん術じゆつが作動する。

　アイリス＝デーンの『十七番』は、質量を持つほどの密度で超ちよう圧あつ縮しゆくした煉獄の毒気を現世に固定し刀身そのものとした剣だ。元が気体であるが故に決して割れることも砕けることもない刃やいばは、壊こわれないが故にすべてを切り裂く。

　アイリス＝キャリエルの『十八番』は、この世にあるすべての物質を煉獄の毒気そのものへと変化させる煉術を刃の部分に纏わせた剣だ。刃に触れたものは触れたその部分のみが煉獄の毒気に変換されて大気に溶け、それ故にすべてを切り裂く。

　つまり──その二本の試作品である『十五番』は。

　たった一度きりだけ、二本の特性を併あわせ持つ斬ざん撃げきを放つことができる。
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「らあああっ！」

　レイド＝オータムが雄お叫たけびとともに『荊華銀嶺オータム12』を動かした。

　アイリス＝デーンは、無言で刃を振り抜いた。

　振り抜いた瞬しゆん間かん、刀身はぼろぼろと砂状に崩ほう壊かいし消えていく。その代わりとでもいうように斬撃の軌道上へ、物質化するほどに圧縮された煉れん獄ごくの毒気が顕けん現げんした。剣と同様に全長八十糎センチほどの長さ。三み日か月づきの形を取った黒色の刃となって、レイドへと一いつ直ちよく線せんに飛んでいく。

　同じく白金色の煙もまた、アイリスの許もとへと殺到する。まるで魔ま王おうの手のように広がり、アイリスごと周囲の空間すべてを握にぎり潰つぶさんとして。

　黒い三日月と、魔王の掌てのひらが衝しよう突とつした。

　直後、レイドは驚きよう愕がくに目を見開き──アイリスは確かく信しんに目を細める。

　デーンの造りあげた黒い三日月は『荊華銀嶺オータム12』の一部と接触すると同時、音をたてて破裂。破裂ののち低密度の物質となって拡散しながら、キャリエルの仕込んだ特性を発揮させた。つまり、触れたあらゆる物質を煉獄の毒気へ変える術式を。

　まるでそれは、風のようだった。

『荊華銀嶺オータム12』は煙が吹き飛ばされるように、煉獄の毒気へと還かん元げんされ消失する。

『十五番』の刃はその毒気を飲み込んで勢いを増し、そのままレイドの身体からだを吹き抜ける。

「は」

　接触の刹せつ那な、レイドは笑った。

「悪いな大将。……俺おれは完敗だ」

『十五番』は風となり、彼の肉体を通過した。レイド＝オータムという存在のすべてを煉獄の毒気へと分解、変化させ、そのまま屋や敷しきの扉をも無音で消し飛ばした後、現世への固着限界時間を迎えて大気へと溶ける──取り込んで破は壊かいしたものすべてとともに。

　後には血の滴しずくも肉の欠片かけらも骨の粉も残らなかった。

　アイリスはもはや柄つかと鍔つばだけになってしまった『十五番』を一いち瞥べつし、小さく呟つぶやいた。

「ありがとうよ」

　かつて魂を分かち生まれたもうひとりの自分に対して。

　恨うらみ、呪のろい、憎しみ、あらゆる負の感情と、それからひと握りの情愛を込めて。
















　玉座の間への螺ら旋せん階段は長く、静かで、ふたりの足音だけが響ひびく。

　四日前も同じ道をふたりでここを上った。あの時は急いで駆け抜けたから息も荒く、吸い込む空気に濃こく混じった臓ぞう物もつ臭しゆうに顔をしかめる間もなかった。

　上から漂ってくる血の匂においは、四日経たってもなお拭ぬぐいきれていない。

　もはや天てん井じようや壁かべすらも崩ほう落らくして空と繫つながっている状態であるはずなのに、風の流れですらも死の残ざん滓しを運んでいってくれないのか。

　階段を上りきり、扉の前に立つ。

　見上げるほどに大きな、両開きのそれは──ユヴィオールが襲しゆう撃げきした際に、まるで鋏はさみを入れられた紙のごとくすっぱり斜めに断ち切られ、もはや体ていをなしていない。

　その壊こわれた鉄てつ扉ぴの向こうに、彼らはいた。

　フォグとアルトの姿を認め、笑う。

「……ここもいずれ修しゆう繕ぜんしなければいけないな」

　声が響く玉座の間へと、ふたりは足を踏み入れた。

「新しい王に相応ふさわしい場所にしたいと思っているんだ。このまま雨ざらしの吹き抜けでは、幾らなんでも落ち着かないからね。いっそ城ごと建て直すのもいいかもしれない」

　戯言たわごとを聞きながら半ばまで進む。

　五米メートルほどの距きよ離りで立ち止まって、フォグは言葉を返した。

「そうですね。修繕が必要です。……ただし、あなたのためにじゃない。リチャード殿下のために。あなたの居場所はここじゃありません。墓の下、地じ獄ごくの業ごう火かの中です」

「まるで演えん劇げきの悪役みたいな科白せりふだね」

　役者じみているのはそちらの方だ、と心中で苦笑する。

　壁が崩れ天井は落ち、もはや廃はい墟きよと化した部へ屋や──その中心に据えられた、かつてトーマス王のおわした玉座に、ユヴィオールは腰掛けていた。

　尊大に、そして大おお仰ぎように。

　玉座は全体にひびが入り背もたれの一部が砕け、もはや在りし日の影かげはない。その足あし許もとにしなだれかかった魔ま女じよ装しよう束ぞくの少女もまた、彼の芝居がかった態度を助長させていた。

　ティ・キ＝ライム。

　頰ほおにある涙滴型の化粧のせいで、どこか宮廷道化師めいてもいる。

　中性的な顔立ちをした人造人間ホムンクルスが、魔女を侍はべらせて玉座に在るなどと。本当にまるで、どこぞの舞台演劇のようではないか。

「フォグ。そしてアルテミシア妃殿下」

　ユヴィオールは立ち上がりもせず、肘掛けに頰ほお杖づえを突いたまま言った。

「私の城へようこそ。歓迎するよ」

　挑発的な言動はこちらの怒りを誘うためなのか、或あるいは本当に余裕なのか。きっと両方だろう。今や彼は勝者であり、フォグたちの相手をしてやる立場にいるのだ。

　だがもちろんこちらも、その程度で冷静さを失ったりはしない。

　隣となりに立つアルト共々、奇妙なほど落ち着いていた。勝てるかどうかわからない相手だが、戦うことに不安のひと筋もない。

「レイドから話を聞いたよ。なかなか面おも白しろそうな力を手に入れたようじゃないか」

「面白がれるかどうかはあなた次第です」

「『アイリスの十七番』については想定内ではあった。アイリス＝キャリエルが行方ゆくえを眩くらましていたことから、そうするつもりなんじゃないかと思っていたからね。気になるのは煉れん術じゆつの知ち識しきだ……どこで手に入れた？　ローレンの工房でも見付けたのかい？」

　ユヴィオールの質問は多分に嗜し虐ぎやくの色を含んでいた。こいつは勘違いしたままなのだ──ローレンが何故なぜ、自分たち人造人間ホムンクルスを生んだのかを。故に、親に利用されるべく生まれた子供のくせにあさましくも父の墓荒らしでもしたのだろう、程度に考えている。

　フォグは笑ってやった。

「僕らの父親はあなたの考えるような人じゃなかった、そういうことです」

　全部を教えてやる義理はない。

　ただ、嘲あざけられたままというのは気分が悪い。

「彼はあなた如ごときに量はかれる人物じゃない。浅あさ薄はかな思考で『完全な存在』などと賢さかしらに語るような者に、彼のことは永遠にわからない」

「……へえ」

　さしものユヴィオールも気配けはいを尖とがらせた。

　片かた眉まゆを上げ、ゆっくりと立ち上がる。

「そこまで言い切れるとは、ますます興きよう味みが湧わいてきた。けれどきみはその力で……浅薄で賢しらなこの私に、どこまで対抗できる？」

「きゃは、やるの？　ユヴィ！」

　ティ・キ＝ライムが楽しげに嬌きよう声せいをあげる。

「四日前のきみははっきり言ってつまらなかった。興きよう醒ざめもいいところさ。だから期待しているよ。今日きようのきみはどこまで私に食い下がってくれる？」

「人から盗んで得た力で偉くなったつもりか？　ユヴィオール＝カタシェレティス」

　フォグは腰の湾刀を引き抜いた。

『アイリスの十七番』──『魔ま剣けんの母』に託された、漆しつ黒こくの刃やいばを。

「盗んだのではない、きみたちには宝の持ち腐れにしかならないものを引き継いであげたのさ。そして偉くなったのではない。完成したんだよ、私は」

　ユヴィオールもまた、腰の長刀を引き抜いた。

『アイリスの十八番』──『魔剣の母』に与えられた、純白の刃を。

「アルト！」

　フォグは背後の少女に呼びかけた。アルトはこくりと頷うなずき、小さく一歩を下がる。剝むき出だしの背に紋様を浮かべ、中空に煉れん術じゆつ陣じんを伸ばす。

「ティ・キ」

　ユヴィオールもまた足あし許もとの魔ま女じよに呼びかけた。ティ・キは「うん！」と返事し、玉座の肘掛けに飛び乗る。黒い羽は織おり物ものをはためかせ、悪戯いたずらっぽく笑えむ。

　湾刀を逆手に構えるフォグに対して、ユヴィオールは自然体。

　半透明の白はく刃じんをだらりと提げ、佇たたずんでいる。

　大おお仰ぎように髪を搔かき上げて唇を歪ゆがめるその気配けはいは、相変わらず不気味で底知れない。どこを攻こう撃げきしても斬きり捨てられてしまいそうな予感がするし、どんな攻撃も通じそうにない錯さつ覚かくを覚える。背筋が戦せん慄りつで冷えた。だが──気け圧おされてしまっては、話にもならない。

「来るといい。まずは小こ手て調しらべだ」

　余裕を見せるその顔を、まずは驚きよう愕がくに変えてみせる。

　フォグは身を沈め、息を深く吐き、それから呼気とともに両足に力を込めた。

『アイリスの十七番』に取り付けられた把とつ手てを握り込む。

　あらかじめ服の下には煉術陣を仕込んであった。高こう濃のう度どの毒気は即座に反応し、筋力、反射神経、視力、聴ちよう力りよく、戦いに必要なありとあらゆる身体機き能のうが強化される。

「……行きます！」

　一歩を踏み出し、飛びかかった。

　間合いを詰めながら、下段から跳ね上げるような一いつ閃せん。当然のことながらユヴィオールは的てき確かくに反応する。腕をわずかに上げて白刃を湾刀の軌道上に置いた。

　恐らくは、躱かわせるのに敢あえて、だろう。まずは武器の力比べをしたいのだ。

『アイリスの十八番』。半透明に濁にごった奇妙な白刃。

　かつての愛刀を為なす術すべもなく両断された挙げ句に腹部を貫かれた記き憶おくが甦よみがえる。しかし、こいつの絡から繰くりは既に昨夜アイリス本人から教えてもらっていた。

　その特性は、現世の物質を煉獄の毒気に変換するというもの。

　つまり通常の煉れん術じゆつとまったく逆の発想だ。この白い刀身に触れたものは、鋼はがねであろうと岩であろうと肉であろうと水であろうと、硬度や強度に関係なく煉れん獄ごくの毒気に分解される。あたかも煉術で創成した仮想物質が大気に還かえるように──『消失点カイナ』のように。

　故に傍はた目めには、何の抵抗もなく物質を斬り裂いているように見えるという訳だ。

　理り論ろん上じようは防御不可能な斬ざん撃げきに見えるが、もちろん決して万能ではない。

　欠点は、この煉れん禁きん術じゆつが効果を及ぼす対象と範はん囲いにある。

　特性が働くのは刀身の刃やいば部分、わずか数粍ミリ。だから実際の刀と同じく峰に触れても斬られることはないし、広範囲の物質を毒気に置換して消滅させるような芸当も不可能だ。

　また、大気──酸素や窒素、二酸化炭素などの気体には反応しない。大気を消滅させれば刃やいばに真空が生まれてしまい、それが使用者をも傷付けてしまうからだ。

　そしてもうひとつ。

　触れた対象を煉れん獄ごくの毒気に置換することで結合を破は壊かいし斬きる、という特性を持つが故に、この刀には決して斬ることのできないものが存在する。

　つまりは破壊の副産物として発生する物質である、煉獄の毒気それ自体。

　長刀と湾刀がぶつかり合う。

「な……」

　ユヴィオールの目が、驚きよう愕がくによって見開かれた。

　きぃん──と、甲かん高だかい音をたてて『アイリスの十八番』は止まる。

　フォグは力を込め、刀身を跳ね上げる勢いでユヴィオールの脇わき腹ばらを抉えぐった。

「く！」

　そのまま胴体の深い部分まで刃を突き入れようとする。

　さすがに相手も反応を見せた。身を捻ひねりながら背後へ大きく跳ちよう躍やくして斬ざん撃げきから逃のがれた。

　傷の深さは五糎センチといったところか。常人であれば深ふか手でだが、ユヴィオールは『消失点カイナ』を持っている。すぐに『グラフの数珠じゆず』で毒気を発生させて喰くらい、回復力を強化した。

　溢あふれていた血があっという間に止まる。もう数分も経たてば傷口も癒いえるだろう。かつて自分の専売特許だった行為を使われるもどかしさが、フォグを心中で歯は咬がみさせた。

「それは……まさか」

　ユヴィオールは右に二歩ほど距きよ離りを取りつつ、フォグの手て許もと、黒い湾刀を睨にらみ付ける。

「なるほど。『アイリスの十七番』……そういうものか」

　さすがと言うべきか、即座に見抜いたようだ。

　煉獄の毒気そのものを現世に固着させた上で圧あつ縮しゆくし物質化、刀身として鍛きたえた剣。

　いくら『アイリスの十八番』であっても、元々が毒気であるものは毒気に変化させようがなく、かき分けて進むことも能あたわず。故に、斬り結べる。

　もちろん、煉獄の毒気そのものを刃としたことによる利点はそれだけではない。

「……『起きろレエゼ』。噎むせび泣け／白の咎とが！」

　ユヴィオールが目を細めて短く言こと霊だまを詠えい唱しようし、煉れん術じゆつを放ってきた。追撃をさせないための牽けん制せいであり、同時に中距離における主しゆ導どう権けんを握るための一撃。

　中空に発生した氷の刃。『凍み矢アイン３』が三本、フォグへ向けて射出される。

　躱かわせない速度ではなく数も少ないが、恐らく故意だ。わざと回かい避ひさせることでその隙すきを狙ねらって間合いを詰めてくるつもりだろう。ならば逆手に取ってこちらの攻撃に繫つなげ直す。

　矢が飛来する寸前、『アイリスの十八番』を軽く振り抜いた。

　使用者の『防げ』という意志に呼応して、刀身の表面に複雑な紋様──つまりは煉れん術じゆつ陣じんが走る。刀身そのものを原料として、煉れん術じゆつが即時発動した。

　フォグの眼前に『障壁エレール２』が展開し『凍み矢アイン３』を中空で受け止める。

　レイドとの戦いで発動した『億の剣騒コーンフイールド５』が攻こう撃げきのための自律稼か働どう術式なら、こちらは防御のための自律稼働術式。刀身の表面にあらかじめ陣が描き込まれており、状況に対応して浮き上がるという仕組みだ。鍵けん器きと陣を描画する支持体を兼ねているが故に可能な機き構こうだった。

『凍み矢アイン３』は勢いを殺されて落下。フォグはそのまま再び前へ出る。

　今度は斬ざん撃げきではなく刺突。『億の剣騒コーンフイールド５』を稼働させながら心しん臓ぞうを狙ねらう。

　刹せつ那な、ユヴィオールは不敵に笑えんだ。

　今度はフォグが驚きよう愕がくに目を見開く番だった。

　湾刀の先端がまさに上着に触れるか触れないかという直前、ユヴィオールの身体が目の前から消失したのだ。まるで手品か幻覚でも見せられたかのようだった。攻撃は当然のように空を切り、勢いあまってたたらを踏む。姿を見失ったことで背筋が凍った。足に力を込めて姿勢を立て直し、振り返りながら周囲に視し線せんを巡らせる。

　ユヴィオールの姿はフォグの斜め後方、三米メートルの距きよ離りにあった。

　そして彼の背後にはとんがり帽子の少女が、黒衣をはためかせて笑んでいる。

「ティ・キ＝ライムか……！」

　彼女の術式だ。

　空間と空間を繫つなげての瞬しゆん間かん移動だろうか。だとしたらどういう仕組みだろう。

　当然ながら、疑問を解く暇を与えてくれはしない。

　ユヴィオールとティ・キの姿が再び消えた。同時、背後に気配けはい。

「ち！」

　咄とつ嗟さに回転して、湾刀を振り抜きながら身体からだを沈める。闇やみ雲くもな牽けん制せいではあったが、少なくとも不意を打たれる前に動けた。無む論ろん、相手もひとつ所にじっとしたりはしない。

　三度めの消失、そして現出。

　今度はフォグの真横、二米メートル。相手は一足飛びに距離を詰めて攻撃の態勢に入る。

「アルト、『とげ』を全面に！」

　横よこ薙なぎに振るわれる一いつ閃せんを『アイリスの十七番』で受けながら、フォグは叫んだ。

　攻撃を受け止められるや否や、ユヴィオールの姿がまた消える。

　次は別の場所から不意を突いてくるつもりか。

　だが、させない。さすがに四度も見せられれば仕掛けの察しは付く。

　彼らの使っているのは空間を飛び越えて移動する煉れん術じゆつだろう。

　つまりこの世界から消えていられるのは十分の一秒にも満たないはず。だったら点ではなく面を攻撃すれば、どこに瞬間移動しようとも逃れられない。

「……『とげ』っ！」

　後方、部へ屋やの隅に控えていたアルトが叫んだ。

　大きく広がった煉れん術じゆつ陣じんは、先端を鋭するどく尖とがらせた仮想金属を数十個、空中に創成する。

　狙ねらいは定めず、玉座の間という空間そのものに向けて射出。

　フォグは身を屈かがめつつ『障壁エレール２』を張ってアルトの煉れん術じゆつから身を護まもる。

　そして予想通り、敵のふたりは姿を消したままでいられず、金属片の雨中に姿を現した。

「くっ……！」

　ユヴィオールは舌打ちしつつ『消失点カイナ』を使った。腕を振ると同時、寸前まで迫っていた『とげ』たちが煉れん獄ごくの毒気へと還かん元げんされ溶けて失うせる。

　攻こう撃げきそのものは失敗したが、フォグは心中で笑えんだ。

　彼らの出現地点を見て、もうひとつの予測についても正しさを確かく信しんしたのだ。

　──恐らくこの煉術は、固定された座標の空間同士しか繫つなげない。

　つまり消失場所と出現場所は、自由自在のようでいてあらかじめ決まっているのだ。

　一連の攻防におけるユヴィオールの動きには、その証左となり得るものが幾つかあった。

　まずは『凍み矢アイン３』を射出する前──『アイリスの十七番』の特性を見破った際。

　彼は距きよ離りを取るようにして二歩ほど右に動いた。後ろでも前でもなく、右に。思い返してみればこの時、『瞬しゆん間かん移動の煉術が使える場所』へ移動していたのではないか。

　ここから消えて現れた一度めの移動では、不自然さがより際立つ。

　ユヴィオールが姿を見せたのはフォグの斜め後方三米メートル。何故なぜそんな中途半端な位置なのか。こちらの死角に出てきて攻こう撃げきすれば、完全に虚を突くことができていたはず。

　更に彼らは一歩も動かないまま二度めの瞬間移動を見せる。

　今度はフォグの背後へだった。しかし改めて思い返すとあの場所は、ユヴィオールたちが最初に消えた地点なのだ。姿を消してこちらを混乱させ、斜め後方に出現して振り返らせ、そうしてまた元の位置に戻る──つまりフォグは自分から背を見せていたに過ぎない。

　これは見事と言っていいほどに巧たくみだった。

　巧みすぎて、逆に三度めの跳ちよう躍やくに対して違和感を抱く切っ掛けになってくれた。

　三度めは真横、二米メートルの距離。何故ここで離はなれる必要がある？　自由にどこへでも行けるのであれば再び死角、しかも長刀の間合いで現れればいい。それをしなかったのは、できなかったからではないか。煉術を使える座標があらかじめ固定されているのではないかと思った。

　四度めに関してはこれまで使われていない座標だったが、アルトの『とげ』による攻撃とその結果がフォグの推すい論ろんを確信に変えてくれる。

　彼らは五度めの瞬間移動による回避を行えなかったのだ。

『とげ』が玉座の間に対して平面的な攻撃を行ったとしても、攻撃を見てから逃れ得る場所はちゃんとある。それは煉術の射出地点より後方、もしくは攻撃範はん囲い外がい──つまりはアルトの背後、或いは玉座の間の上空である。

　出現と同時に再移動すれば充分に躱かわせたはずだ。なのにそれをしなかった。できなかった。アルトは壁かべ際ぎわにいたが完全に壁を背にしていた訳ではない。煉れん術じゆつ陣じんを伸ばすために一米メートル半程度の隙すき間まは空けている。上は言わずもがなで、天てん井じようが崩落して空すら見えている状態だ。

　アルトの背後と上空、どちらにも移動できる地点がなかったのだろう。故に、再出現の後は『消失点カイナ』で防御するしかなかった。

　何にせよ、仕掛けが見えれば対処の方法も思い付く。

　ここまで高度な煉れん術じゆつを即時発動するには、大がかりな儀ぎ式しきが必要になるはずだ。

　確たしか以前、レイドから聞いた。ティ・キ＝ライムは羽は織おり物ものの裏側に煉術陣を分割して描いている、と。そうして使いたい時に羽織物を動かして繫つなぎ合わせ、儀式を完成させる。

　だが、それだけでは足りない。

　空間を跳ちよう躍やくするというのは、たとえるなら紙に書いた点と点を結ぶ際に、線せんを引くのではなく紙そのものを折り曲げて重ね合わせているようなものだろう。ならば、その重ね合わせるべき『点』──つまり座標を指定するためにも別の陣が必要なはず。

　ティ・キの羽織物の裏で行われているのはあくまで、異空間への穴を開ける煉術。出入り口となる門を設置する煉術を加えて始めて、この瞬しゆん間かん移動は完成すると見た。

　考えられるのは床の下。

　この玉座の間は、正方形の板状に切り出した大理石を敷しき詰めてある。仕込むのは容易たやすい。

　背後に叫んだ。

「アルト、『とげ』をもう一度、創成のみで」

「わかった！」

　陣がまだ残っていたが故に反応は早かった。すぐに数多あまたの金属片が彼女の周囲に出現する。

　フォグは大きく後退してアルトの許もとへ行き、追加の煉術を紡いだ。

「迷い閉ざす七色の東風／哀れ穿うがて四季の南雪／欹そばだて憂うれう一角の北雨／西へと集つどい／……」

　言こと霊だまとともに右手の指で軌跡を描くことで『とげ』を操そう作さする。

　金属片たちはフォグの指示通り、上空へ矛ほこ先さきを向け──舞まい上がった後、

「……／斯かくして／九十九に／宵よいを撃うて／！」

　雨のごとく垂直に、玉座の間の床へと落下した。

「え、噓うそ……！」

　顔を青ざめさせながら叫んだのはティ・キ＝ライムだった。

　玉座の間に敷き詰められた大理石の床とこ瓦がわらたちは、『とげ』によって的てき確かくに──穴を穿うがたれる。

　小さいものでいい。線一本、図形の一部が欠落するだけで陣はまともに作用しなくなる。

　どの床瓦に描かれているかはわからないにせよ、三分の二ほどは傷を付けた。これで瞬間移動は大幅に制限されるはずだ。

　床に突き立った『とげ』は用を終えた後、すぐに現世の大気に溶けて消え去る。

　ティ・キは呆ぼう然ぜんとする。視し線せんは床に固定されたまま、困ったように唇を微かすかに震ふるわせた。

　様よう子すを見るに、推すい論ろんは正しかったらしい。

「これで瞬しゆん間かん移動は使えない、そのはずです」

　フォグは敢あえて言葉に出す。

　相手がどんな態度を取るかで最終的な判断を行うつもりだった。

　ユヴィオールは──ある意味で彼らしい反応をした。

　つまり、可笑おかしそうに唇を歪ゆがめたのだった。

「……面おも白しろい」

　自分たちの仕掛けた策が破られたというのに、むしろそれを喜んでいた。

「ふふ……くく、はは、ははははっ！　面白い、素す晴ばらしい！　これは期待以上じゃないか！　よくここまでになって帰ってきてくれた！」

　大おお仰ぎように両腕を広げ、賞しよう賛さんする。それでも顎あごを上げてフォグを見下すことをやめずに。

　そうしてひとしきり哄こう笑しようした後、ゆっくりと息を吐いて続ける。

「当初の目算だと、この『箱庭のお人形ライム３』は使いもせずに終わると思っていた。徒労に終わることを前提にしてちまちま床に仕掛けを施していたという訳さ。それがどうだい？　使わず終わるどころか、戦い始めて早々に使う羽目になり、更にはあっという間に破られるとは」

　言葉とは裏腹、悔しさは感じられない。

　つまり、まだまだ余裕を残しているのだ。

　無論こちらも、策をひとつ破ったからといって油断などできるはずもなかった。

　ユヴィオールには『消失点カイナ』がある。こちらの主たる攻こう撃げき手段が煉れん術じゆつである以上、前提条件からして不利であることは否めない。その劣勢をいかにして覆くつがえすか──手はあるが、それにはまず向こうの策を可能な限り潰つぶさなければならなかった。重要なのは『消失点カイナ』頼りの戦せん闘とうを行わざるを得なくなるまで追い詰めることだ。

　恐らく、瞬間移動煉術以外にも幾つかの布石を打ってある。転生によって大きな力を得たとはいえ、こいつは元来そういう奴やつなのだから。

　唇を引き結び、次はどう来るのか、と身構えた。

　するとユヴィオールは不意に力を抜き、肩を竦すくめて表情を変えた。

「それにしても、困ったな」

　眉まゆ根ねを寄せ、悲しげに、まるで本当に困っているかのような態度。当然ながら明らかな虚偽である。わからないのは、何故なぜここにきてそんな演技をするのかということ。

「ティ・キ＝ライム。きみの力はどうやら私の助けにならないようだよ。はっきり言って失望した。私は期待していたのに……まったく残念でならない」

　これも明らかな噓うそだ。

　ティ・キは顔を俯うつむける。帽子のつばに隠れて表情は見えないが、これもユヴィオールに付き合って、傷付いた振りをしているのだろう。

　──何故なぜだ？

　どうして彼女までそんな真似まねをする必要がある。フォグとアルトの油断でも誘おうというのか。あり得ない。こんなものに騙だまされる訳がないことなどは自明のはず。

　ならばこの三文芝居はいったい何のために、誰に見せているのか。

　ユヴィオールは空を仰あおぎ見た。

　悲嘆に暮れた表情で、もうどうしようもない、とでも言うように。

　そうしておいてゆっくりと、顔を横に、つまり戦場を無視した明後日あさつての方向へ向ける。

　表情は再び変化していた。悲壮なものから、懇願めいたものへと。

　彼の意図を、フォグたちはとうとう察することができなかった。

　遠くで火薬の爆はぜたような音が聞こえる。

　それと同時、

「っ……ぐ!?」

　フォグの右脚、太ふと股ももに衝しよう撃げきが走った。

　殴られたり斬きられたのではない。灼やけた針を刺さし込まれたような熱あつさ。傷口は点だった。

　つまり、銃じゆう撃げき。

「どこから……！」

　咄とつ嗟さに身を屈かがめながら周囲を見る。ふたりが何かをした気配けはいはなかった。まだ床に残っている瞬しゆん間かん移動煉れん術じゆつを用いた可能性を疑ったが、指一本動かさずに攻撃できるはずもない。だとしたらやはり遠方からの、第三者による直接攻撃。

　ここを狙ねらえるような建物は──あった。

　さっきユヴィオールが懇こん願がんじみた視し線せんを遣やった方向に、建物がひとつある。

　それはアルトの住まい。つまりエルザ王妃の慰い霊れい塔とうだった。

　あくまで表向きの体裁を保つためとはいえ、塔の天てつ辺ぺんには慰霊のための小こ部べ屋やがある。もちろん、そこへ至るための階段も。小部屋とこことは直線距きよ離りにすれば五十米メートル程度だろう。玉座の間まの壁は大半が崩れ去っているから遮しや蔽へい物ぶつもない。狙そ撃げきに格好の場所だ。

　射手はニーナ＝スレイジだろうか。キリエが「再起不能にした」と言っていたから不覚にも敵の人員として数えていなかった。

　だが、ニーナに狙撃させるために何故あんな芝居じみた合図を送ったのだろう。こちらの注意を引くためにしては違和感がある。

　フォグの疑念を察したのか、ユヴィオールがこちらを見た。

「私たちの中で、唯一彼女だけはまともだったんだよ」

　未いまだ真剣な表情の演技をしていたが、声こわ音ねは元に戻っている。つまりは心からの愉悦が込められていた──もちろん、会話を聞かず遠目に見ればわかりようもない。

「ああいう手合いを操あやつるのはなかなか面おも白しろい。普通に騙だまし続けるだけじゃ駄だ目めなんだ……騙されていたことに自分から気付いてしまうと、愛憎は容易たやすく裏返ってしまうからね。だから逆に、まず突き放してみた。突き放して絶望させた後で、光を見せた。それが今のお芝居さ」

　説明と呼ぶには情報が少なく、理解するのは困こん難なんだった。

　ただ察するにニーナ＝スレイジは、ユヴィオールたちの仲間でいるべきなのかどうかという葛かつ藤とうの中にあったのだろう。彼のことを慕い、彼の行いは善であり正義であると信じて付き従ってきたのが──どこかの段階で、真実を知らされた。

「もちろん、彼女が私の味方をしてくれるかどうかは賭かけである部分が大きかった。逆に私たちが撃うたれることも覚悟していたよ。……まあ、結果としては上手うまくいってくれたけどね」

　恐らくは真実を知らされて絶望していた彼女を、なおユヴィオールは操った。

　いや、一いつ旦たん絶望を与えたからこそ操れたのか。

　さっきの演技はつまり、銃口をどちらに向けるかを選ばせるためのものだ。悲壮な顔で同情を誘い、縋すがるような顔で助けを求め、結果、再び欺あざむくことに成功した。

　果たしてそんなことが可能なのかという疑問がある。が、こういうことができるからこそ、ユヴィオール＝カタシェレティスは恐ろしい存在なのだという思いもある。

　塔を警けい戒かいする。最初の狙そ撃げきから十数秒、そろそろ次が来てもおかしくない。

　直後、二度めの銃声。

　咄とつ嗟さに飛とび退のいた足あし許もとに弾だん痕こんが穿うがたれる。

　躱かわせたのは幸運だ。身体強化術式で気配けはいを察知できてはいたものの、狙ねらいがさほど正せい確かくではないのと弾に煉れん術じゆつが込められていないことに助けられている部分が大きかった。

　眉まゆをしかめつつ、まずは一旦、アルトの『障壁エレール２』圏内まで後退する。相手に主しゆ導どう権けんを握らせてしまうことになるが仕方ない。ニーナを含めて対応を考えなければ。

　ユヴィオールはティ・キを下がらせ、白はく刃じんをひと振りして気配だけで嗤わらっていた。

　フォグは足の傷を一いち瞥べつしながら、歯は咬がみする──。
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　エルザ前王妃の慰い霊れい塔とう、その最上階にある小こ部べ屋やの中で、ニーナ＝レナ＝スレイジは深く息を吐き、銃に三発めの弾丸を込めた。

　狙った獲え物ものを二度も逃したことに対する苛いら立だちは唇を咬ませる。

　頭部を狙ったのに太ふと股もも。腹を狙ったのに足あし許もと。二度めは警戒されていたからともかくとして、一度めは完全に虚を突いて撃うったにも拘かかわらず──。

　ここから玉座の間までたかだか五十米メートル程度しかない。昔はこんな距きよ離り、目を瞑つむっていても当たると信じていた。ところが、どうもそれは誇大に過ぎる傲ごう慢まんだったようだ。目を瞑るどころか利き目を奪われただけで狙ねらいは付かず、望んだ場所に着弾してくれない。滑腔銃マスケツトよりも射程が遥はるかに長く弾道も安定している旋条銃ライフルを使ってなお、仕留め損ねる始末。

　恐らく自分はもう、狙そ撃げき手しゆとしては再起不能なのだろうと思う。

　煉れん術じゆつを使って視力を上げようとも、利き目で狙うのとそうでないのとでは精度がまるで違う。訓練を重ねればある程度は克服できるかもしれないが、所しよ詮せんは『ある程度』止まり。右目が健在であればいつか辿り着けたであろう領域には、もはや一生を賭かけても届かない。

　それでもここで銃を撃うち、敵を仕留めなければならなかった。

　ニーナがこの小こ部べ屋やに籠こもったのは半時ほど前のことだ。

　そしてつい数分前までは、自分が何をしたいのか、何をすべきなのかがまったくわからない状態だった。城へ、塔へやってきたのも実は具体的な目的があってのことではない。

　四日前──幻げん獣じゆうたちが匍都ハイトを破は壊かいしたあの日。

　ユヴィオールに切り捨てられたことをティ・キ＝ライムの口から告げられたあの時からずっと、ニーナは街を彷徨さまよっていた。右目の傷もろくに手当てせず、考えることも食べることも眠ることも忘れ、どうやって過ごしていたのかよく覚えていない。胸にあったのはただひとつ、すべてが思考の埒らち外がいに追い出されるほどに深い、圧倒的な絶望だった。

　あの人のことを正義と信じていた。

　彼に付き従う自分は、誇るべき輝かがやかしい道を歩んでいると思っていた。

　なのにそれはすべてが間違いで、彼は幻獣を街に放ち市民たちを虐ぎやく殺さつした重罪人だった──ニーナはいいように利用され、用済みになったところで見限られた訳だ。

　どこをどう歩き回ったのかは自分でも定かでない。日が経たったという感覚すらも彼女にとっては曖あい昧まいだった。ただ、茫ぼう然ぜん自じ失しつの中で耳に入ってきた人々の噂うわさ話ばなしは何となく頭の片隅に残っていた。絶望から立ち直る術すべを無む意い識しきが求めたのかもしれない。

　市民たちの意見はふたつに割れていた。

　即すなわち、ユヴィオールという男は国家転てん覆ぷくを企くわだて城に攻め入った大罪人である、というもの。そしてもうひとつは、彼に捕らえられた王弟リチャードこそが玉座を狙って陛下を弑しいした張本人であり、ユヴィオールはそれを止めようとした救国の英雄である、というもの。

　ニーナの心は絶望から逃れようとするあまり、いつしか混乱していた。

　何もかもがわからなくなったのだ。

　ティ・キには、ユヴィオールが幻獣を作成し街に放ったと聞かされた。

　一方で、城を襲おそっていた鳥獣王グリフオンをユヴィオールが退治した、という話がある。

　だとしたら何故なぜ彼は自分で作った化け物を自分の手で屠ほふったのだろうか。

　あの化け物どもは王弟リチャードの手によるものだという噂も聞いた。

　そうするとティ・キの言っていたことはまったく辻つじ褄つまが合わない。

　何故ティ・キはあんなことを話したのだろう。何か意図があったのだろうか。

　考えるほどにわからなかった。どこまでが真実で、どこまでが噓うそなのか。自分は今まで悪事に荷担してきたのか。それとも正しい行いをしてきたのか──。

　その困惑と、真実を知りたいという心が、ニーナを城へと向かわせた。慰い霊れい塔とうへ上ったのは偶然半分、必然半分である。ユヴィオールに直接問とい質ただす勇気がなかったこと。王宮内部で戦せん闘とうが行われていて立ち入れそうになかったこと。狙そ撃げき手しゆである彼女の本能がこの場所を選んだこと。つまり場合によっては、ニーナはユヴィオールを殺すつもりでいたのだ。

　玉座の間には彼とティ・キがいた。

　ふたりに相あい対たいする形で、リチャード子飼いの人造人間ホムンクルスと呪のろわれた第一王女がいた。

　どちらを撃うつべきか、それともどちらともを撃つべきか、或あるいはどちらも撃たずにこのまま見届けるべきか。小窓から顔と銃口を覗のぞかせながら迷っていると、やがてユヴィオールが追い詰められていく。脇わき腹ばらを斬きられ、術が破られ、万事休すという表情をする。

　そうして。

　彼がティ・キに対して残念だという顔をして、それからまるで助けを求めるように、ニーナがいるのをわかっているかのように視し線せんをこちらへ向けた時。

　彼女は何が真実なのかをはっきりと悟り、彼を救うべく引き金を絞る。

　四日前のティ・キの言葉は、彼女がユヴィオールを独り占めするための噓だと思った。

　やはり敵は王家であり、彼は救国の英雄なのだと確かく信しんした。




　つまるところ──。

　ニーナ＝レナ＝スレイジは、自身の初恋に見切りを付けられなかったのだった。
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　引き金にかかった指は、三発めの銃弾を撃つべく絞られようとしていた。

　いくら旋条銃ライフルの遊底機構ボルトアクシヨンが速射に適したものだとはいえ、再さい装そう塡てんにはどんなに急いでも二秒、一刻を争うという意い識しきがなければ五秒から十秒を要するだろう。

　故に弾が放たれた後であれば、こいつは──ニーナは無防備な状態になる。

　一いつ瞬しゆんだけ迷った。射撃が行われたのを見てから攻撃するべきかどうか。

　けれどここからでは玉座の間の様よう子すはわからない。これからニーナの手によって放たれようとしている弾丸が、まさに勝負を決する一発になるかもしれないのだ。

　結局その可能性を捨てきれなかったため、射しや撃げきの前に行動を起こすことにした。

　塔へ上るのに『女郎蜘蛛の籠絡エレーンテイーナ10』を使ったから、気配けはいを殺したまま足音もなくここまで来ることはできたが、さすがにここから先はそうもいかない。

　身を沈め、静かに息を吸い込んで飛び出そうとした時、

「……っ!!」

　ニーナ＝レナ＝スレイジは狙そ撃げき手しゆに特有の天性とも呼べる勘によって背後に気付き、銃口を窓から引き抜いてそのまま身体からだごと振り向く。

　こちらの顔を見て、驚おどろいたように声をあげた。

「……人造人間ホムンクルス」

　だから──小こ部べ屋やへ続く階段を上りきった隅で、キリエは舌打ちする。

「……は、たいしたものね」

　しまった、と心中で思いながら。

　後ろから刺し殺せばいいと考えていたが、厄やつ介かいなことになりそうだ。

　驚きよう愕がくの表情も一いつ瞬しゆん、ニーナはすぐに視し線せんを険しくして睨にらんでくる。

「あなたの気配けはいは野山の獣けものより遥はるかに杜ず撰さんです」

　利き目を抉えぐった張本人を前にして、さすがに態度は刺とげ々とげしい。

「獣？　よく言うわ。狩かり人うどを気取ってるみたいだけど、今のあなたはただの従順な飼い犬じゃないの。……どうも目玉の片っぽだけじゃ足りなかったみたいね」

　何にせよ、振り向かれてしまったものは仕方ない。

　キリエは挑発した。そうすることで多少なりともこちらが勝つ確かく率りつが上がると思った。

　背に汗が伝う。

　四日前に相あい対たいした時と状況は同じようではある。が、同じように見えるのはあくまで状況だけ。実情はまったく別、むしろすべてがキリエにとって悪い方に傾いていた。

　まずは空間の狭さ。

　あの時は集合住宅の屋上だったか。暴あばれて走り回るに充分な広さがあった。対してこの小部屋はせいぜい三米メートル四方。これだけ狭ければ狙ねらいも付けやすい。

　加えて、彼女の銃について。正確には、その弾丸について。

　仮に何らかの煉れん術じゆつが込められた弾が装そう塡てんされているとしたら、キリエにはもはや防ぐ手立てがなくなる。『障壁エレール２』を紡ぐよりも引き金を絞られる方が確実に早い。

　そして最大の不利は、キリエの身体だ。

『群体アンテノラ』の力を失い増殖不可能となってしまった今、これまで慣なれ親しんできた戦い方はできない。それどころか、すべての不利はこのことが原因として生じたといっても過言ではなかった。部屋の狭さも銃弾の煉術がわからないことも『群体アンテノラ』さえあれば問題ではないのだ。

　もちろんそれを悔やむつもりはない。キリエはすべて承知でここに来たのだから。

　ただ問題は──勝てるかどうか。

　右手に握った短刀に力を込めた。本当なら後ろから近付いていって、これで首をひと息にかっ切ってやろうと思っていたのだ。市場で買ってきた安物だから当然、煉術を込めるには不足している。というよりももはや、煉術を使う時間を与えてはくれないだろう。

「人造人間ホムンクルス、ひとつ尋ききます」

　銃口をこちらに向けたまま、ニーナが隻せき眼がんを細めて言った。

「何故なぜここに？　あなたは別に、王家に与くみしていた訳ではなかったはず」

「は」

　その問いに、思わず笑った。

　どこまでユヴィオールから話を聞いているかわからないが──状況を見るに戦力外通達を受けている可能性もあるだろうに──なかなかどうしていいところを突いてくるではないか。

「そうね」

　眉まゆをしかめ、自じ嘲ちようを込めて唇を歪ゆがめる。

「どうしてでしょうね。自分でもわからないわ」

　本当は、黙だまってどこかへ消えようと思った。

　そもそも自分はニーナの言う通り、フォグたちと敵対していた立場なのだ。成り行きで一時的に行動を共にすることにはなったが、ここまで付き合う義理はない。

　ユヴィオールには確たしかに恨うらみがある。いいように利用された挙げ句に力を奪われたのだから当然だ。けれど、それが動どう機きかと言われれば、違うと答えるだろう。

　ならば、何故。

　自問したキリエの脳裏に浮かぶのは、昨夜盗み聞きした会話だった。




　彼女は期待を込めて言った。みんなで一いつ緒しよに、ずっと笑って暮らすの、と。

　フォグと、イオと、リチャード叔父おじ様と、キリエも一緒に、と。

　あいつも、楽しそうに応こたえた。

　いいですね──と。




「本当、どうしてかしらね」

　キリエの語ご調ちようにニーナは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「あいつら考えが甘いのよ。単身で切り込んでいって、玉座の間に乗り込むのはいいけど……伏ふく兵へいがいるとは思わなかったのかしらね。まったく笑っちゃうわ」

　しかしその伏兵──つまりこの女は、キリエの詰めが甘かった結果でもある。

「でもね。だから……」

　そう、だから。

　あいつらの考えが甘いから。

　自分の詰めが甘いから。

　あいつらも自分も、どうしようもない甘ちゃんだから。

「……だから私は、ここにいるのよ！」

　身を沈めたまま両足に力を込めた。

　あからさますぎるほどの殺気に、ニーナ＝スレイジは指を引き金にかける。

　そこから先は、すべてが一いつ瞬しゆんのうちに始まり、そして終わった。




　体勢を低くして前に跳ちよう躍やくしたキリエは、一度大きく左に飛んだ。

　狭い空間の中、せめて裏をかければと考えてのことだったが、ニーナは惑わされなかった。

　着地と同時、方向転換しようとした刹せつ那なを突いて発砲。

　だぁん、と銃声が小こ部べ屋やに谺こだまし耳をつんざく。

　同時、衝しよう撃げき。腕を前に出して受け止めるも、爆ばく発はつ系けいの煉れん術じゆつが作動。

　規模は大きかった。腕から脇わき腹ばらにかけて半身が吹き飛ばされ、抉えぐられる。

　衝撃に身体からだを仰のけ反ぞらせながら、しかしキリエの唇は弧を描いた。

　一いつ旦たん左に飛んだということは、その次は右に飛ぶということ。

　右に飛ぼうとしている自分は、右半身を前に出している。

　心しん臓ぞうは左側。右半身で受けるのであれば、あとは頭部さえ守っておけば即死はない──。

　ニーナが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　何故なぜならば右腕と脇腹をまるごとなくしたはずのキリエが、止まらなかったからだ。

　倒れるようにしてニーナの懐ふところに飛び込む。

　左手に持った短刀の柄を力の限り握り、突き出し、振る。

　斜め下からの一いつ閃せん。キリエの刃はニーナの喉のど笛ぶえを深く斬きり裂いた。

「か。……は」

　大量の血が脈動に合わせて飛沫しぶく。ニーナの首から、キリエの右肩から。

　慰い霊れい塔とうの床に銃が落下する音がした。

　ニーナ＝レナ＝スレイジが、隻せき眼がんの瞳どう孔こうを開きながら前のめりにくずおれる。

　受け身を取る素振りもない。顔面から無様に、糸の切れた操あやつり人形のように──。




「ふん……ざまあみろ、よ」

　それを脇目に見下ろしながら嘲ちよう笑しようを浮かべ、キリエは小部屋の壁かべに背を預けた。

　ニーナの身体が動かなくなったのを見て、ずるずると腰を下ろし座り込む。

　危なかった。だが、想定していたほどに酷ひどくはなかった。

　もし弾に込められていた煉術が別のものだったら──たとえば『女郎蜘蛛の接吻エレンテイーナ９』のような束そく縛ばくを目的としたものであったら、もっと無様なことになっていただろう。

　もちろんそうであったらあったでどんな手を使ってでも殺しきるつもりではいた。即死さえしなければ問題はなかったのだ。何せ、捨て身の攻撃をするのは慣れている。

　まあ、結果として勝てたのだから悔やむべきことは一切ない。
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「は、っ……」

　上手うまくできない呼吸を荒げ、背後、壁かべの向こうを気にする。

　玉座の間は今、どんな感じだろう。ここまでお膳ぜん立だてしてやったのだから勝ってもらわなければ困る。負けたりしたら、ぶっ飛ばしてやる。

「……『起きろレエゼ』」

　手首に巻いていた『グラフの数珠じゆず』を起動させた。左でよかったと思う。右に着けていたら今いま頃ごろ、手首と一いつ緒しよに吹き飛んで床に散らばっているところだ。

「高、……く／舞まえ／軋きし……め／よる……に」

　短刀の先端を窓の外に突き出して、言こと霊だまを唱える。

　強い光と音を放つだけの簡かん単たんなもの。単純な合図だった。打ち合わせなどしていないが察するだろう──もはや塔の上には狙そ撃げき手しゆなどいないことを。

　キリエは血を吐いた。傷のせいなのか毒気のせいなのかはわからなかった。

　どっちでもいい。

　ただ、喉のどの奥から込み上げる鉄てつ錆さびにも似た味は自分に相応ふさわしく。

　辺りに満ちる花にも似た匂においはあの娘と同じもので。

　そのふたつが混じり合っているのが、何だかとても嬉うれしかった。

　目を閉じる。

　もはや開けていても何かが見える訳ではない。

　だったら暗くら闇やみの中で、ただこの香りに包まれていよう。

「……アルト。兄にいさん」

　口の中だけで小さく呟つぶやく。

「しっ、かり……やんなさい。よ」

　これまで数えきれないほど体たい験けんしてきた、死。なのに──満ち足りた場所へ意い識しきがゆっくりと降りていくなんて、そんな気分は初めてだった。
















　慰い霊れい塔とうの小こ部べ屋やから信号術式が発せられたのは、フォグがアルトの結界内に退たい避ひしてからわずかに十数秒後──三度めの狙そ撃げきが来るかと身構えていた矢先のことだった。

　音と光を複合させて打ち上げる単純な煉れん術じゆつで、よく合図に使われるものだ。狙撃手に何かあったのだろうか。しかしユヴィオールたちを見れば、彼らもまた怪け訝げんな表情。

　発光色は青だった。

　青はこの手の通信においては一般的に『安全』『上手うまくいった』などの肯定的な意味で使われることが多い。使用者がその意図を踏まえているとするならば、つまりニーナが何らかの裏工作をしていて、それが成功したという意味だろうか。そうするとやはり、ユヴィオール側の反応が芳かんばしくないのが気になる。

「……キリエだわ」

　と、背後でアルトがぽつりと口にした。

　彼女は確かく信しんを持った眼めで、唇に微笑ほほえみを作る。

「キリエ……？」

　どういうことです、と問おうとしたフォグの袖そでを摑つかみ、頷うなずいた。

「きっとそうよ。キリエが助けてくれたんだわ！」

　つまりこの青い信号弾は、自分たちに向けての合図だと、そういうことか。

　都合のよすぎる話ではないかという疑念が浮かぶが、冷静に考えてみれば今の信号術式は、弾丸に込められたものではなくその場で紡いで手動で放つ類たぐいのものだった。ニーナならば合図には弾丸を使う──つまりもっと上空で破裂するか、或あるいはここに着弾するはずだ。

　それにユヴィオールの口振りからして、彼女とは事前に細かな打ち合わせなどをしている様よう子すでもなかった。あの言葉に噓うそはないはず。

　ここは、こちらの有利と考えていいのかもしれない。

　ニーナが心変わりしたのかアルトの言うようにキリエが助すけ太刀だちしてくれたのかは定かでないにせよ、少なくとも今のところ、三発めの狙撃は来ていない。

　太ふと股ももの銃じゆう創そうを確かく認にんした。

　身体機き能のう強化煉術と同様、あらかじめ衣服の下には細胞修復の煉れん術じゆつ陣じんも仕込んである。アルトの毒気により傷口は塞ふさがっていた。毒気を補充し続ける限りは問題ない。

「アルト……好機です。行きますよ」

　四肢に力を込めた。彼女から離はなれても『アイリスの十七番』がある。たとえユヴィオールに煉術を解除されてもすぐさま再さい稼か働どうは可能。

　ニーナからの狙撃が来ないのであれば、再び主しゆ導どう権けんを握りたい。

　手を伸ばし指先をアルトの掌てのひらに当て、数回叩たたいて合図を送る。

　──僕が先せん鋒ぽう、しばらくは後方支援。

　背後で頷いた気配けはいを確認し、再び飛び出した。

　一いつ直ちよく線せんに駆ける。『障壁エレール２』の範はん囲い外がいに出ても、塔の頂上と遮しや蔽へい物ぶつのない場所に入っても、狙そ撃げきは来ない。そのことに対してユヴィオールが渋じゆう面めんを見せた。

「ち……！」

　舌打ちして迎むかえ撃うつ。振り上げた湾刀と振り下ろした長刀がかち合い、金属の打撃音とは似て非なる形容しがたい悲鳴をあげる。

　鍔つば迫ぜり合いは回かい避ひして半歩横に移動。把とつ手てを握り込んで毒気を呼び出し、

「裂け／鮮あざなる淵ふち／！」

　短く言こと霊だまを発して煉れん術じゆつを起動させる。

『アイリスの十七番』の刀身から発生する黒い霧きり。黒色火薬の創成術式『爆裂雨オータム２』だ。

　追加で軽い火花を散らし、爆ばく発はつさせる。

　ユヴィオールは大きく一歩を飛とび退のいた。それでも腕の一部が焼け焦げてしまっている。

　いかな『消失点カイナ』であろうとも、既に発生した爆風や熱ねつまでもを無効化することはできない。かつてレイド＝オータムがフォグに対して用いてきた戦術の意い趣しゆ返がえしだ。

　間かん髪ぱつ入いれず追撃に入る。

「アルト！」

　背後に向かって叫ぶ。

「……『ほのお』っ！」

　アルトの背に広がった煉れん術じゆつ陣じんが、結晶化した『灼き水シエナ６』を創成。数は十数個。

　照準を定め、一斉に射出する。

「無む駄だだ！」

　一いつ喝かつとともにユヴィオールが『消失点カイナ』を使った。

　飛来した『ほのお』たちは着弾の直前、毒気へと還かん元げんされ溶けて散る。

　──だが、そうなるのは初めから承知している。

　既にフォグは自らの体内に小型の煉術陣を張っていた。術式は単純、一いつ瞬しゆんで済む。『ほのお』の射出時に距きよ離りを取っていたので『消失点カイナ』で解除はされない。

　煉術陣を繫つなげながら、ユヴィオールへと間合いを詰めた。そこに満ちているのはつい半秒前まで『ほのお』だった毒気の塊。ユヴィオールはまだすべてを喰くえずにいた。

　体内で編あんでいた煉術陣が、残り香に反応して作動する。

　使ったのは『宵闇の悲恋エレンテイーナ４』。ごく単純な第だい六ろつ冠かん術式。

「……、っ!!」

　効果は、強烈な発光。

『消失点カイナ』であろうとも防げない──正せい確かくに表現するならば、稼か働どう直後に煉れん術じゆつを消去しても幾ばくかの被害は免まぬがれ得ない類たぐいの煉術は幾らでもあるのだ。

　これもそのひとつ。発光を間近で見れば視界は白く染められる。一度そうなってしまえば、結果までもを元に戻すことは能あたわない。

　当然ながらフォグ自身は発動の直前に瞼まぶたを閉じていた。故に視覚を奪われているのはユヴィオールのみ。横に回り込んで、脇わき腹ばらを狙ねらって『アイリスの十七番』を振り抜いた。

　瞬しゆん間かん、しかし。

　ついさっき何度か味わわされた既視感とともに、湾刀が空振りした。

「な……っ!?」

　ユヴィオールの姿が忽こつ然ぜんと消えていたのだった。

　ティ・キの使う瞬間移動の術式──『箱庭のお人形ライム３』とかいったか──はあらかた破ったはずだ。なのに何故なぜ、同じことが起きる。破は壊かいし損ねた煉れん術じゆつ陣じんでもあったのか。いや、立ち位置は事前に確かく認にんした。そう都合よく発動できるはずもない。

「ふふん、残念！　させないよ」

　三米メートルほど離はなれた場所で、ティ・キ＝ライムが立てた人差し指を振っていた。

「私にはまだ『小さなお人形ライム１』があるんだよねー」

　得意げな彼女の顔を睨にらみ付けて、そこでようやく異変に気付く。

　玉座の間──というよりもフォグの周辺に、金属片が舞っているのだ。

　大きさは指先ほど。それなりに鋭えい利りではあるが武器という訳ではない。

「これは……」

　フォグは思い出す。

　ティ・キ＝ライムの得意とする、もうひとつの術式のことを。

　人ひとりが入れる程度の異空間を創成し、紙片や小銭などの対象物にそこへの出入り口を付与する『小さなお人形ライム１』。つまり浮遊する金属片のどれかに、ユヴィオールは隠れている。

　だがこんなもの、つい数秒前までは確たしかになかったはず。

　いつの間に散らしたというのだ。ティ・キが準備したとは思えない。

「……まさか」

　ユヴィオール自身が煉術によって創成したのか。

『ほのお』を還かん元げんした時の毒気を喰くわずにおいて、そのまま煉れん術じゆつに使用した──？

　フォグが回かい避ひ不能の攻こう撃げきを仕掛けてくることを読んで、一手を先んじてきた形だった。

　即座にこんなことができるということは、これもあらかじめ用意していた戦法だろう。

　背後から殺気がする。反射的に飛とび退のくが一瞬遅い。

「ぐ、！」

　金属片のひとつから白はく刃じんが飛び出し、フォグの脇腹を抉えぐった。鋭利な刃物で傷を負うというよりも熱ねつい炎で灼やき切られる感覚。刃に触れた部分が毒気へ変えられる痛み。

　かろうじて致命傷は避けられたものの、振り返った時には既にユヴィオールの姿はない。

　今度は下からだった。

　中空から唐突に生はえたようにしか見えない。これも躱かわせずに脹ふくら脛はぎが抉えぐられる。

　一いつ瞬しゆんだけ姿を見せたと思ったが、追い切れない。

　身体からだをよろめかせたのが隙すきになった。

　続いて横。右脚の腱けんを断たれた。

　これは──まずい。

「しまっ……！」

　立っていられなくなり、思わずその場にへたり込む。

　治ち癒ゆ煉れん術じゆつも効いてはいるが、腱の再生はさすがに一瞬では終わらない。そもそも煉術での治ち療りようとは、仮想的に創成した細胞で傷口を繫つなぎ合わせているに過ぎないのだ。腱の代わりをするには些いささか心こころ許もとない。治ったとしても動きが鈍にぶるかもしれなかった。

　歯は咬がみする。

　完全に上を行かれた。

　せめて紙かみ吹雪ふぶきであれば燃もやすことができたのに、金属ではそれも不可能だった。

『宵闇の悲恋エレンテイーナ４』が効果範はん囲いの狭い術式であることも裏目に出た。ティ・キの目も眩くらますほどに強い光であれば、彼女も虚を突かれて『小さなお人形ライム１』を使えずにいたかもしれないのに。

　何にせよ今は、悔しがっている場合ではない。

　浮かんだ金属片はざっと眺めて軽く百近く。煉術によって制御されているらしく床へ落下する気配けはいはなく、ただゆらゆらと浮遊している。

　無様ぶざまであろうと体裁を気にしていられない。

　床を転がり大きく距きよ離りを取って、舞まい散る鉄片たちから離脱する。

　攻こう撃げきが正せい確かくでないからかろうじて死なずに済んだだけだ──ユヴィオールの視覚がもし回復すれば、この戦術は間違いなく時間の問題でフォグの命を奪う。

　追撃がなかったのは、幸運だったのか或あるいは相手の余裕によるものか。

　数秒の後、ユヴィオールはフォグの前方三米メートルほどのところに姿を現した。

「ふむ……多少不便ではあるが、まあ合格点かな」

　評する態度には、言葉とは裏腹に得意げな色があった。

「『箱庭のお人形ライム３』と併用すれば面おも白しろかったかもしれないが、それが叶かなわなくなったのが残念だ。まあ、仮に実現可能な状況だったとしてもさすがに連携が難むずかしい」

　──よく言う。

　併用する必要はない。どちらかだけでも充分すぎる。

　どうする。打開できる手段はあるのだろうか。

「さて。どうやら呆気あつけなく幕切れになりそうだが……まあ、最後まで諦あきらめないでくれ。私たちもこいつを使っての実戦は初めてなんだ。思ってもみなかった穴があるかもしれないよ」

　皮肉めいた挑発。単にからかっているだけだ。

　こいつは既に勝利を確かく信しんしている。

　ユヴィオールが片手を振った。

「……っ!!」

　鉄片がまるで風に吹かれたかのように舞まい、フォグへと殺到した。

　当然、彼の姿は既に消えている。どれに入り込んだのか見えなかった。故に、どこから出てくるかはまったくわからない。

　つまり、次は確実に命を取りに来る。

　どうする。酸を浴びせるか──駄だ目めだ。『爛れ羊水ベドル２』を編あんでいる時間はない。ましてや自分の周囲にまき散らすほどの量を創成するには第だい一いつ冠かん相当の儀ぎ式しきが必要となってくる。『消失点カイナ』さえあればいとも容易たやすく破ることができたのにと、考えても無む駄だな悔かい恨こんが頭を掠かすめた。

　呼吸を落ちつけ、神経を尖とがらせる。

　どこから来ようとも、攻こう撃げきに移る瞬しゆん間かんに殺気は発せられるはず。それを察知し反応すれば、致命傷は避けられるかもしれない。ひと太刀たち受けた後の反撃に活路を見み出いだすしかない。

　身構えたまま、周囲に纏まとわり付く金属片のひとつひとつに意い識しきを拡散させていたその時。

「フォグ！」

　自分の名を呼ぶアルトの声に視し線せんを一いち瞥べつさせ、フォグは目を見開いた。
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　玉座の間に乗り込んでから、まだ数分しか経たっていない。

　そのわずか数分で、戦況の変化は激はげしかった。けれど今やこちらの敗北が濃のう厚こうになってしまったことが、アルトの背筋に厭いやな汗を流させた。

　フォグは強い。煉れん獄ごくの毒気を喰くらうことこそできなくなったにせよ、それを補ってあまりある煉れん術じゆつの知識と技術を活用できているし、新しい武器だってある。身体強化術式をかけていれば立ち回りで劣ることもない。なのにどうして不利な状況に追い込まれているのか。

　理由は明白。

　自分が充分にフォグの手伝てつだいをできていないからだ。

　ユヴィオールの手伝いをしているあの少女は見事だった。相手の呼吸を見定めて、必要な時、求められている時にしっかりと支援している。対して自分は情けないものだ。フォグに指示されるがままにしか力を使えない。もしアルトに洞察力と決断力がもっとあれば、金属片が舞った段階であれをすべて叩たたき落とすような煉術を組めたかもしれないのに。

　フォグは満まん身しん創そう痍いで、床に座り込んでしまっていた。

　何度も斬きり付けられて、立ち上がれずにいる。このままでは絶対に取り返しの付かないことになるだろう。叶かなうならば駆け寄ってこの身を盾に守りたい。それをしないのは最後の責任感によるものだった。つまり、自分がこの事態を打破しなければいけない、という。

　でも──果たして、どうすれば。

　困惑し焦っている間にも、事態は刻一刻と悪くなっていく。

「ふむ……多少不便ではあるが、まあ合格点かな」

　ユヴィオールが得意そうにそんなことを言った。

「『箱庭のお人形ライム３』と併用すれば面おも白しろかったかもしれないが、それが叶かなわなくなったのが残念だ。まあ、仮に実現可能な状況だったとしてもさすがに連携が難むずかしい」

　余裕の表情だった。

　フォグへ笑いかけながら、アルトには視し線せんのひとつすら向けない。ものの数に入っていないのだ。自分は役立たずだから──上手うまく手伝てつだえないから。

　フォグから『消失点カイナ』が喪うしなわれて、これまでの戦い方ができなくなった。昨夜ゆうべ充分に話し合ったけれど経けい験けん不ぶ足そくは否いなめない。『ほのお』を撃うつ時にもフォグを気にしなければならず狙ねらいが定まらなかったり、フォグが煉れん術じゆつを使うせいで呼吸が上手く合わなかったり。

　今だって『障壁エレール２』があいつに効けば身を挺ていしてでも守れるのに。

　このままでは負ける。

　自分のせいで、フォグが負ける。

「さて。どうやら呆気あつけなく幕切れになりそうだが……まあ、最後まで諦あきらめないでくれ。私たちもこいつを使っての実戦は初めてなんだ。思ってもみなかった穴があるかもしれないよ」

　酷ひどい言葉。思わず泣きそうになり、唇を咬かんだ。

　きっとまた姿を隠すつもりなのだろう。

　そうして卑ひ怯きようにも、フォグを後ろから斬きり付けるに違いない。

　勝ちを確かく信しんしている顔だった。破れはしないと侮あなどっている顔だった。

　悔しかった。何よりも、自分のせいでフォグがそんなふうに見下されているのが──殺されかけているのが、悔しくてたまらなかった。

　あの金属片をどうにかする術式が欲しい。

『ほのお』では駄だ目めだった。『つらら』や『とげ』も同系統の煉術だからすべてを叩たたき落とせないだろう。『いばら』も同様。この開けた場所では『ふぶき』も使えない。『いかづち』は不確実な上に時間がかかりすぎる。『つるぎ』も『やみ』も力不足。

　何か手はないだろうか。

　これまで使ってきた煉術の記き憶おくを必死に手た繰ぐる。理屈もよくわからないまま感覚で編あみ出し、呼吸するように使ってきた力たち。慣なれ親しんだ自分の一部たち。けれど、頭の中にあるどの煉術も、事態を打破するには足りないように思えた。

　何か──何かないか。

　普ふ段だん手て癖くせで使っているようなものはどれも駄だ目め。だったら慣なれ親しんでいない、あまり使っていない、あまり使ったことのない──記憶の奥の奥に眠っているような力はないのか。

　自らの思考に潜ひそり、脳内に火花を散らす。集中するあまり、時間が間延びしているような感覚を覚えた。握にぎり締しめていた両の拳こぶしも、食くい縛しばっていた歯も、緊きん張ちようする両足も、呼吸でさえも、どこか無む意い識しきの部分へ落ちて消えていく。

　唯一アルトを現実に縛るのは、視し線せんの先にいるフォグ。

　ユヴィオールの姿が金属片に紛れて消える。

　フォグが身を堅くする。

　アルトの心しん臓ぞうが大きく跳ねる。

　とうとう我慢できなくなって、大きく叫んだ。

「フォグ！」

　弾はじかれるようにフォグがこっちを向いた。

　すると、何故なぜだろう。

　どうしてなのか──自分でもわからないけれど──気が緩ゆるみ、笑えみがこぼれた。

　さっきまであれほど焦っていたはずなのに。自責の念に駆られて必死だったはずなのに。解き放たれたように心は軽く、視線を合わせたフォグに「大丈夫よ」と告げる。

　安あん堵どの訪れた理由はすぐにわかった。

　自らの背後に、ひとつの気配があったからだった。

　極限の集中と焦しよう燥そうの果て、手足の感覚はおろか呼吸しているかどうかすらも無意識の中に放り込んでいたせいで──今の今まで気付かずにいたのだ。

　自分の身体からだがどうなっているかを。

　自分の背から伸びた煉術陣が、どんな形状をしていたのかを──。

　目め尻じりに涙を浮かべながら、込み上げる想おもいとともに口にする。




「ありがとう……母かあ様」




　瞬しゆん間かん。

　アルトの背後、虚こ空くうから多頭の大蛇が出現した。

　そいつらは鎌かま首くびをもたげ、浮遊する金属片たちへと殺到する。或あるいは大口を開いて幾つかを飲み込み、或いは毒液を吐きかけて幾つかを地に落とす。

「わわ、ユヴィ、まずいよ！」

　わずか一秒足らずで半分近くの数が餌え食じきとなったのを見、ティ・キ＝ライムが空間操そう作さ煉れん術じゆつを解除した。生き残っていた鉄片のひとつから出現したユヴィオールは着地と同時、フォグへ斬ざん撃げきを加えようとした。しかしアルトの背後からしなり飛んできた鞭むちのようなものに手首を狙われ、咄とつ嗟さに剣を引く。それは、茨いばらだった。

「……ち！」

　舌打ちしながら体勢を立て直し、一歩を後退。口の中で素早すばやく何事かを唱えていた。離り脱だつしつつも煉れん術じゆつを放とうとしているのだ──させるものか。

　フォグの身体からだが宙に浮いた。

　見えない何かに放り投げられるようにしてアルトの傍そばらへ運ばれ、ふわり、と床に下ろされる。同時、ユヴィオールの紡いだ火球もまた、見えない壁かべに止められる。

　それは不可視の──『障壁エレール２』の性質を持った、透明な鳳だった。

　攻こう撃げきを前にすれば翼つばさで阻はばみ、欲するものがあれば背に乗せて運んできてくれる。敵を前にすれば見えない嘴くちばしで食い殺し、尾羽根を解いて伸ばせば『きりさめ』の助けとなる。

　いつもアルトを自動的に守ってくれていたものの、真の姿。

　今、ようやくわかった。これは蛇や茨と同じ──彼女の力の一端だったのだ。

「アルト……」

　しゃがみ込んで呆ぼう然ぜんとこちらを見上げてくる瞳ひとみに、笑えんだ。

「見て、フォグ」

　アルトの背後に、彼女が姿を顕けん現げんさせる。

　多頭の大蛇を従え、茨を纏まとい、透明な鳳おおとりを侍はべらせ、輝かがやく白金の髪をなびかせた女性。

　まるで祈るように、何かを抱くように、両手を胸の前で組んでいる。

　黒い鎖くさりでがんじがらめに縛いましめたその身体とは裏腹、口くち許もとは穏おだやかな弧を描く。

　彼女に意い識しきはない。

　何故なぜこんな姿をしているのかもわからない。

　けれど、確かく信しんを持って言えることがある。

　この煉術は、彼女の遺い志しがアルトの心に留とどまった結果生まれたものであるということ。

　そして、紛れもなくアルト自身の力でもあるということ──。
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「母かあ様は私と一いつ緒しよに戦ってくれてる。だから私も母様みたいに……フォグと一緒に戦うの！」

『エルザ』──母を貌かたちどった煉術を顕けん現げんさせ、アルトは宣言した。

　フォグがゆっくりと立ち上がる。

　困惑の表情はすぐに破顔へと代わり、頼もしそうな視し線せんを向けてくれる。

「……は」

　ユヴィオールは眉まゆをひそめた。

　それでも余裕の態度を崩さないまま、

「自じ衛えい本能や恐怖からではなく、自らの意志で召喚したという訳か。なるほど素す晴ばらしい」

　刀を構え、ゆっくりとこちらへと歩いてくる。

「……けれどアルテミシア。きみは覚えていないのかい？　その『エルザ』は一度、私によって哀れにも破られていることを。私の力はもはや彼女よりも上なんだよ」

　だからアルトも、相手を睨にらみ付けて言ってやった。

「今度は負けないわ。絶対に……負けない！」

　実際のところ──『エルザ』が煉れん術じゆつによって創成された仮想生命である以上、煉術を毒気に還かん元げんさせてしまう『消失点カイナ』に対して競せり勝つということはほぼあり得ない。彼が『エルザ』だけを相手にするのならば、喰くわれてしまうのは目に見えているだろう。

　だが、ことはそう単純ではないのだ。

　アルトの孕はらむ毒気は無尽蔵。『消失点カイナ』に多少喰われたところでいかほどのこともない。煉術を解除されたとしても解除された先から再び編あみ続ける限り、母はアルトの傍そばに在る。

　更に、ユヴィオールは重要なことを見落としていた。

　そもそも、彼が戦っている相手はアルトひとりではないし、障害は『エルザ』だけではない。そして自分たちもまた、ユヴィオールひとりと戦っている訳ではないのだ。

　さっきアルトはそのことを痛感した。自分の力不足を嘆き、フォグを充分に援えん護ごできない能力不足を悔いた。ならば、相手はどうだろう？　自らの力を過信し、援護してもらっている事実をさも当然であるかのように考えているこいつは──果たしてわかっているのか。

　無言で片腕を掲げた。

　その合図に従い、背後に立つ『エルザ』の眼前、唇の先に光球が発生する。

「フォグ、お願ねがい！」

「……わかりました！」

　一言で意思は通じ合った。

　フォグは即座に飛び出し、ユヴィオールと斬きり結び始める。

　敵の周囲に再び鉄片が発生し始めたのを確かく認にんして、

「行け！」

　アルトは掲げていた腕を振り下ろした。

　光球が光条となって、放たれる──まずはユヴィオールに向かって。

「無む駄だだ……きみの愛いとしい人が不利になるだけだよ」

　哄こう笑しようとともに彼は左手を突き出した。光は毒気へ還元されて消きえ失うせる。ユヴィオールの速度が上がり、フォグがわずかに押され始めた。だが、構わない。それでいい。

　こいつは得意がっている。『エルザ』の力が自分に通じないことを見せ付けたがっている。

　だから気付かない。

　自分の使った煉れん術じゆつ消去で、身を隠すための鉄片もまとめて消してしまったことに。

　そして──二発めの光球が既に用意されていることに。

　狙ねらいはユヴィオールではなくその斜め後方。

　彼に味方を守るという発想はない。お互いに助け合うつもりがないからだ。利用するつもりしかないからだ。『エルザ』の攻こう撃げきが自分に通じないというだけでこちらを侮あなどりきっている。アルトの本当の狙ねらいがどこにあるのか、推し量ろうともしない。

「あ……」

　気付いたティ・キ＝ライムが一歩後じさった。

　遅い。

「……行けえぇっ！」

　光が解放される。灼しやく熱ねつの束となって一いつ直ちよく線せんに向かう。当然ながらティ・キは大きく横に飛んで避けようとした。もちろん、相手にその程度の反射神経があるのは承知の上。

　アルトが狙っているのはティ・キそのものではなかった。

　跳ちよう躍やくした彼女のせいで風を孕はらみはためいている、黒い羽は織おり物もの。

　その裏に編あみ込まれた──姿を消したり隠したりするための煉術陣そのもの。

　光条は過あやまたず、狙ったものを見事に薙ないだ。

　羽織物を中途からと、躱かわし損ねたティ・キの左脚。

　布と肉の焦げる匂においとともに、灼やき切れる。

「あ、……ぎゃ、いやあああああっ！」

　同時、余剰の熱ねつが炎となって燃もえ始めた。

　ティ・キは血相を変えて羽織物を振り、床を転がった。左の腿ももから下を喪うしなっているのにも頓とん着ちやくせず、炎が身体からだを焼くのにもまるで構わず、必死の表情で鎮ちん火かを試みる。

「いや！　いやだ！　私の……私の『お人形』が!!」

　口くち許もとで何事かを唱え、頭上に水を発生させて雨のように降らせようとももう遅い。

　既に煉れん術じゆつ陣じんは欠損してしまっていた。

　もうこいつに戦いの手伝てつだいはできない。ユヴィオールはこいつを利用できない。

「貴様……アルテミシアっ！」

　事態が終わってようやく、彼もこちらの目もく論ろ見みに気付いたらしい。

　血相を変えて睨にらんでくるが、もちろん殺気はフォグによって阻はばまれた。上段からのひと太刀たちを受け止めて押し返しながら、前まえ蹴げりでたじろがせ距きよ離りを取る。

　一いつ瞬しゆんだけ振り返ってアルトに微笑ほほえんだ後、フォグは静かに言い放った。

「侮るな、ユヴィオール＝カタシェレティス。僕とアルトの連携は年季が違う」
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　王宮は、無音が響ひびくほどの静寂に包まれていた。

　階上──玉座の間へと繫つながる階段からは物音らしきものは聞こえない。

　上での戦いはもう終わったのだろうか、と考えるが、恐らく違うだろう。終わったのならば勝者がここへ降りてくるはずだが、その気配けはいはまったくない。

　つまりまだ彼らは死し闘とうを繰くり広げているということだ。

　そして、自分の耳がもう聞こえていないということでもあった。

　カルブルック＝ティーウェは山のように積つみ重なった屍しかばねの上にしゃがみ込み、口許を小さく緩ゆるめて弱々しい息を吐いた。

　背広は血ち塗まみれで、白かったはずの襯衣シヤツもしとど赤く染まっている。染み込んだものは大半が敵のものであったが、そうでない分も多かった──もはや、取り返しが付かないほどに。

　ユヴィオールたちに与くみする煉れん術じゆつ師したちとの戦闘は熾し烈れつを極めた。

　いかな瑩えい国こく随一の天てん堂どう騎き士しとはいえ、数十人を相手にしては多勢に無勢。隻せき腕わんであることも災いした。勝ちはしたものの、もはや心身は限界を超えている。

　足の骨は左右ともに折れていた。

　五指の感覚がなく、愛剣である『アイリスの七番』を握っているかどうかも定かではない。

　内ない臓ぞうの幾つかは既に機き能のうを停止している。

　鼓膜は破られていて、もはや脳に流れる血流の音しか聞こえない。

　それでもその姿は見るものがいれば泰たい然ぜんと、涼やかさすら覚えただろう。

「……さて」

　カルブルックは顔を上げた。

　もはや生きている敵はいない。

　ただのひとりも玉座の間へは通さず、ひとりたりとも逃がしはしなかった。ささやかな成果だが、胸を張れる。若者へ未来を託す老人の生き様としては、なかなかのものだろう。

　レキュリィが再び目を覚ます時に立ち会えなかったことが悔やまれた。だがそれは結局のところ、老人のくだらない惜情に過ぎない。

　あの日、自分が彼女を守れなかったことが覆くつがえる訳ではないのだから──。

「やはり、満ち足りて……という訳にはいきませんな」

　フォグたちが勝つのかどうかもまだわからない。

　この国の行く末も不ふ穏おんなままだ。

　心を引くものは数多あまたある。思い残すことが次々と浮かぶ。

　かつての主ふたりに心の裡うちで問う。

　──あなた方に比べて、長く生きすぎたせいでしょうか。

　答えはなかった。

　だからカルブルック＝ティーウェは笑って──あくまで穏おだやかに目を閉じる。

　血塗れであっても着衣には一片の乱れなく、自らが築き上げた屍しかばねの山に膝ひざを立てて座す様は、まるで傅かしずいて主の命令を待っているかのようだった。
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　背後に控えるアルトと『エルザ』が、フォグを援えん護ごしてくれている。

　これほどまでに頼もしさを感じるのは、ふたりで戦うようになって初めてだった。

　彼女の身が危き機きに陥ったことの証あかしであったはずの『エルザ』を、まさかアルトが自らの意志で顕けん現げんさせ使し役えきするとは思いも寄らなかった。

　暴ぼう走そうもしていない。完かん璧ぺきに制御されているようだ。

　それどころか、唇には穏おだやかな笑えみらしきものすらも浮かんでいる。

　母親の意志が宿っていてそれが娘を守っているのだ、などと夢物語を言うつもりはない。

　ただ──かつて抱いていた、これは母親の魂を煉れん獄ごくに縛しばり付けた結果なのではないか、という懸け念ねんは、今となってはくだらない憂ゆう慮りよだったと断言することができる。

　これは紛れもなく、想おもいの結果だ。

　母が娘を想い、娘が母を想い、親と子の想いが通じ合って生まれた、優やさしい力に他ほかならない──たぶん、ローレンがフォグにくれた知ち識しきのように。

　アルトがティ・キ＝ライムの羽は織おり物ものを焼いてくれたお陰で、彼らは『小さなお人形ライム１』も『箱庭のお人形ライム３』も使えなくなった。さっきの余裕なさげな罵ば倒とうと苛いら立だちの表情から察するに、もはや仕込んでいる小細工はすべて使い果たしたと見ていいだろう。

　つまり転てん機きは訪れた。

　ようやく、想定していた戦いに持ち込めるのだ。

　苦労させられた分、運も向いてきたのかもしれない。『エルザ』の存在がより助かる。

「ユヴィオール＝カタシェレティス」

　あちこちに受けた傷が煉れん術じゆつで癒いえたのを見計らい、湾刀を掲げて笑ってみせる。

「あなたは僕らから力を奪い取って強くなったつもりかもしれない。全能の神にでもなったつもりかもしれない。でも、それは浅あさ薄はかな考えであって、見当違いも甚はなはだしい過ちです。『完全な存在』なんてこの世には存在しないことを……今から証明してやる」

『アイリスの十七番』の把とつ手てを握り、毒気を呼び出した。

　体内の血流を操そう作さして陣を描く。足運び、呼吸の間隔、靴が床を踏む音、指先が描く複雑な軌跡。すべての動作を儀ぎ式しきと化して、複数の煉術を同時に紡ぐ。

「アルト！」

　背後に控える頼もしい少女に、叫んだ。

「全力で構いません！　……叩き込め!!」

　合図とともにフォグもまた、ユヴィオールへ斬きりかかった。

　刃先に『螺旋抉オータム７』を纏まとって腹部を狙ねらう。

『エルザ』の茨いばらが左右から、胴体を両断しようと飛びかかる。

「無む駄だだ」

　ユヴィオールが短く叫び『螺旋抉オータム７』も茨も搔かき消えるように塵ちりと化す。

　フォグは左腕に『爛れ羊水ベドル２』を発生させて投げ付ける。

　床を這はい寄ってきた『エルザ』の大蛇たちが鎌かま首くびをもたげ、毒液を吐いてくる。

「無駄だと言っている！」

　ユヴィオールが吐き捨てると『爛れ羊水ベドル２』も大蛇の群れも毒気へと還かん元げんされた。

　フォグの背後に『千の剣戟コーンフイールド３』がそびえた。

　同時に透明な気配けはいが頭上を舞う。『障壁エレール２』でできた仮想生物だろう。

「強い煉術なら通じるとでも思うのか？」

　ユヴィオールは嗤わらった。『千の剣戟コーンフイールド３』が伸ばした数多あまたの刃やいばも、襲おそい来る『障壁エレール２』も、すべては『消失点カイナ』によって彼の力となる。

　速度が上がった。身体強化煉術を体内に走らせていてもなお追い切れなくなるほどの動き。あまりの疾はやさに大気が歪ゆがみ、残像が網もう膜まくに焼き付いて惑わせる。フォグの体内にある強化煉術すらも喰くわれかけているのかもしれない。

　打ち下ろしてきた白はく刃じんにも尋常でない膂りよ力りよくが込められていた。受けた『アイリスの十七番』が鈍にぶく軋きしむ。支える身体からだが、骨が悲鳴をあげた。恐らくはこの毒気そのものである黒い刀身もまた、彼の餌えさとなっているのだろう。

　構うものか。

　いや──それこそが狙い通りだ。

　攻こう撃げきをどうにか捌さばきながら、儀ぎ式しきを完成させる。

　さっきユヴィオールが嘲ちよう笑しようとともに投げかけてきた言葉を思い出した。

　強い煉れん術じゆつなら通じるとでも思うのか、と。

　愚かな問いだった。『消失点カイナ』にとって、強力かつ大規模な煉術ほど喰いやすいものはない。誰だれに言っている──元々それは、誰だれの力だと思っている？

　さっき『千の剣戟コーンフイールド３』を出したのは、煉術の威力が強いからではなかった。単純に、必要とする毒気の量が多いからに過ぎない。つまり重要なのはそれだ。

　実際のところ、煉術そのものの強さは関係ない。

　いかに大量の毒気で煉術を紡ぐか。

　いかに大量の毒気を発生させるか。

　その場で跳ちよう躍やくし、上から身体からだごと、両手で握った『アイリスの十七番』を振り下ろす。

　使ったのは『重刹フレオ４』──武器の重量を倍加させる煉術。込めた毒気はありったけ。恐らく刃やいばの重さは、百瓩キロ近くにまで膨ふくれあがっているだろう。

「……は！」

　さすがと賞しよう賛さんしていい洞察力で、ユヴィオールは術式を見抜いた。

　たとえ煉術を消そうとも、受け止める一いつ瞬しゆんで百瓩キロ分の衝しよう撃げきは身体を痛め付ける。『アイリスの十八番』も無事では済まないだろう。

　ならばどうするか。触れる前に喰くえばいい。

『消失点カイナ』が全力で、周囲の毒気を分解し始めた。

　刀身に込めた『重刹フレオ４』はもちろん、フォグの体内にある身体強化煉術まで。

　これまで受けた傷口が再び開き、血が飛沫しぶく。

　太ふと股ももの銃じゆう創そう、脇わき腹ばらと脹ふくら脛はぎの裂傷、右脚の腱けん。

　歯を食くい縛しばり痛みに耐える。もうすぐだ──もうすぐのはずだ。

　あっさりと、生身の腕で黒い刀身は受け止められた。故にフォグはユヴィオールの肩を足場にして蹴けり、大きく背後へ飛とび退のく。

　飛び退きつつ上空に目を遣やった。周囲を素早すばやく見渡す。望んでいたものが視界に映る。

　完成している。だとしたら、そろそろいいだろう。

　片足が使えず無様な着地。構わず、背後に合図を出した。

　アルトが頷き『エルザ』が唇を開く。

　その先に光球が発生する──『くちづけ』。

　大きさはいつもより小さかった。出力は低い。できるだけ早く放つことを優先させているからだろう。アルトの機き転てんがありがたかった。むしろ威力を下げた方がいいのだ。

　何故なぜならば、相手が回かい避ひせずに済む。

「……行けえっ！」

　高熱を帯びた光の束が、空気を灼やきながら発射された。

　ユヴィオールは舌打ちする。

　それでも薄うす笑わらいを浮かべながら、『消失点カイナ』で搔かき消そうと左手を突き出して、

「な……に」

　直前で、違和感に目を見開きながら硬直した。

　フォグは息を荒げながら薄く笑えむ。

「あなたは、知らない」

　いや、知らないというよりも、むしろ──、

「『消失点カイナ』のことは……僕の方がよく知っているんですよ」




　放たれた『くちづけ』は、毒気へ還かえらなかった。

　ユヴィオールの左ひだり肘ひじから先、前腕を貫通し、切断する。




「あ。……ぐ、うおおおおおおおおっ!?」

　驚きよう愕がくの悲鳴からは、これまでの余裕は微み塵じんも窺うかがえない。

　苦く悶もんの表情を浮かべて踞うずくまった。それでも吹き飛んで床に転がった左腕を拾う理性は残っていたらしい。傷口同士を合わせて接合を試みる。『消失点カイナ』が最大限に作用しているお陰か、或あるいは煉れん術じゆつでも使ったか。ややあって腕は再び繫つながり、ユヴィオールは顔を上げる。

　額ひたいに汗を滲にじませながら、どうしてだ、という困惑の表情で。

「『完かん璧ぺきな四し源げん』の欠片かけら？　人を超えた経けい絡らくの力？　思い上がるな、ユヴィオール」

　フォグは剣を突き付けながら見下ろし、深く息を吐いた。

「何故なぜ、だ。どうして『消失点カイナ』が……」

　問いかけと同時、彼の背後でどさりと音がする。

　人が膝ひざを突く気配けはいだった。振り返ったその目に映るのは、

「……ティ・キ？」

　とんがり帽子を床に落とし、苦しそうに喘あえぐティ・キ＝ライム。

　胸元を押さえて顔をしかめ、ぜえぜえと息が荒い。

　それでようやく、ユヴィオールは察したようだった。

「まさか……これは」

「ええ、そうです」

　仕掛けは単純だ。

　まずは可能な限りの煉れん術じゆつで、ひたすらに攻こう撃げきを仕掛ける。

　煉術は当然『消失点カイナ』により分解され、ユヴィオールは毒気を喰くらう。

　それでも構わずにフォグたちは煉術を繰くり出した。どんなに消去されようが、何度も繰り返し、できるだけ大きなものを──『消失点カイナ』でも喰い切れないくらい大量に。

　一方でアルトは、壊こわれ果てた玉座の間の壁と天井を修復していた。修復といっても不可視の壁かべで、だ。部へ屋やの面めん積せきよりもふた回りほど狭く、この場にいる四人を囲い込む程度。

　目的は外気の遮しや断だん。つまり、空気の入れ換えを防ぐためだった。

　そうして密室となった玉座の間に、煉れん獄ごくの大気が充満していく。

　アルトから発せられる無尽蔵の毒気。

　加えて『アイリスの十七番』による高こう濃のう度どの毒気。

　ティ・キ＝ライムが苦悶しているのも当然だった。この量と密度は、アルトのすぐ隣となりにいる時の方がまだ遥はるかにましなほどだ。顔のすぐ横で『グラフの数珠じゆず』を発動させるよりも数段酷ひどいだろう。耐性の弱い者なら即死するだろうし、いかに煉れん術じゆつ師しといえども、その中で呼吸を続けて平気な顔でいられるはずがない。

　ユヴィオールはといえば、延々と毒気を食い続けたせいで異変に気付けないまま。

　そして──異常なほどに濃度が高まった毒気の中、




「……『消失点カイナ』は飽和する。その力は、無限ではないんです」




　毒気を分解する速度、毒気を同時に分解できる量、それぞれに限界値がある。

　煉術を消去したとしても、稼か働どうに必要な儀ぎ式しきと原料である毒気が豊ほう潤じゆんであれば、その煉術は消去された先から再び稼働を再開する。

　ならば大気が澱よどんで溜たまるほど密閉された空間で、『消失点カイナ』の限界を超えた速度と量の毒気を供給し続ければ、どうなるかは自明のこと。

　フォグは当然、知っていた。『消失点カイナ』はかつて自分が使っていた力だし、隣にはいつでもアルトが──毒気を常に発生させ続ける特異体質の少女がいたからだ。

　無尽蔵に喰らえるのであれば、アルトの外出する時は常にフォグが『消失点カイナ』を使い続ければいい。だが、それは不可能だった。故に毒気を遮断する『イズス聖せい骸がい布ふ』が調ちよう達たつされた。

　ユヴィオールは知らなかったのだろう。

　気付くこともできなかった。検証し試すこともしなかった。

「『完全な四し源げん』などと思い上がっていたからです。完全なはずがないんです。そもそもローレンは『完全な存在』など目指していなかった。その『消失点カイナ』は、ただ……」

　記き憶おくの世界で出会ったローレンの言葉を思い出す。

　あの優やさしげな声と、自分に向けられた気持ちを反はん芻すうし、

「ただ父親が息子むすこである僕に与えてくれた──あの人が僕のことを心配して与えてくれた──世界と向き合うための手段に過ぎない」

　万感を込めて、告げた。

「莫ば迦か……な」

　呆ぼう然ぜんと唇を震ふるわせるユヴィオール。

　その後方で、ティ・キ＝ライムが床に身体からだをくずおれさせる音がする。

　意い識しきを失っただけなのか事切れたのかはわからない。『エルザ』にやられた脚は致命傷だ。どのみち助かる見込みはないだろう。

　だからフォグは湾刀の柄つかを強く握り、前にして構えた。

「立て、ユヴィオール＝カタシェレティス。あなたは彼女の献身に報いる必要がある。……武器を構えろ。最後の決着を付けましょう」
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　数秒の後、ユヴィオールはゆっくりと立ち上がる。

　転生してからずっと顔に張り付いていた余裕と愉悦は、既にない。

　長い髪は乱れ、衣服は汚れ、瞳ひとみに宿るのはぎらぎらとした敵意。

　そして頰ほおを引ひき攣つらせるのは──深い憎しみだった。

「……世界と向き合う手段？　『僕のことを心配して与えてくれた』だと？」

　呟つぶやきはもはや呪じゆ詛そに近い。

　亡ぼう霊れいのように身体を揺らめかせ、不気味な上うわ目め遣づかいで睨にらんでくる。

「『完全な四し源げん』などなかったというのか？　『完全な存在』など、シュフェームが悋りん気きのあまりにでっち上げた妄もう想そう……勝手な思い込みだったというのか？」

『アイリスの十八番』が床を削りながら、不意に振り上げられた。

「ふざけるなあああああっ！」

　静から動へ、動きは神速。

　飽和状態になるまで『消失点カイナ』を使っているせいで、身体能力は極限を超えて強化されていた。これでは速度に骨や神経が耐えきれないのではないかと思うほどに。

　フォグは『アイリスの十七番』で斬ざん撃げきを受け止める。

　こちらの身体強化煉れん術じゆつもまた、高こう濃のう度どの毒気を吸うことで常じよう識しきを超えた稼か働どうを行っていた。終わった後は反動が来るだろう。だが、構わない。

　呆ぼう然ぜんとしている彼をそのまま殺さなかったのには理由がある。

　身体を省みず全力で迎むかえ撃うつのは理由がある。

　アルトを制し、自分ひとりで相手をするには理由がある──。

「だったら何故なぜ、ローレンはお前たちを造った？　お前たちに人外の力を与えた!?　お前たちが造られなければ、シュフェームとて嫉しつ妬とに駆られなかった！　私も造られなかった！」

　上下左右から高速で乱らん撃げきが打ち込まれる。

　一撃の余よ韻いんが残っているうちに次の刀が飛来するほどの速度。

　視覚を強化してもなお追い切れない。気配けはいを先読みして受け止め、躱かわすも、肩や腕に切り傷が次々と生まれていく。強い──人の域を逸脱し、化け物と呼ぶべきほどに強い。

　けれど、だからこそ。

　フォグはこのユヴィオールに勝たなければならない。

　このユヴィオールを、正面から倒さなければならない。

「私は……私はっ！」

　上段から渾こん身しんの打ち下ろし。

　受け止めるも全身が軋きしむ。そのまま鍔つば迫ぜり合あいが始まった。

　膂りよ力りよくも常じよう識しきを超えていた。まるで落下してきた鉄球を受け止めているかのようだ。

「ふざけるなよ『ローレンの雛ひな』！」

　怨えん嗟さと憎悪の視し線せんが刃やいばとともにフォグを圧す。

　骨が悲鳴をあげていた。肉が裂けそうだった。神経が焼き付きかけていた。

　フォグはそれらに耐えながら、彼の目を真まっ直すぐに見る。

「もしローレンが、お前たちを単に愛いとしい子供として造ったのだとしたら。愛情故に、特別な四源を与えたのだとしたら……冗じよう談だんではない、そんなことがあるものか。人造人間ホムンクルスが愛されて生まれてきたなどと、祝福とともに生を受けたなど！　あってたまるものかっ！」

　ユヴィオールに人外の力をもたらしているのは『消失点カイナ』だ。

　ローレンが開発した、フォグが煉れん獄ごくと向き合うための能力だ。

　故にフォグは、それに挑み、勝利することを自らに課かした。

　もうお前には必要ない、と、あの人に言われた。

　だから──それを証明するために、正面からこの力を乗り越えたい。

「私は望まずに生まれてきた！　愛されずに生まれてきた！　ただお前たちに対抗するために、造物主の自尊心と矜きよう持じを満たすためだけに生まれてきたんだ！　お前などに……お前たちに、それがわかるか！　理解できるものか！」

　剝むき出だしにぶつけられる感情は『消失点カイナ』の力以上に重く、痛い。

　何故なぜならフォグもまた、ずっと同じ屈折を抱いていたのだから。

　誰だれにも望まれずに生まれてきたという虚むなしさ。

　ただの学術的興きよう味みで作成されたのではないかという恐怖。

　この世にたったひとりの化け物なのだという孤独──。

「貴様に……『ローレンの雛ひな』に、私を殺す資格があるものかあっ！」

　確たしかにユヴィオールの言う通りかもしれない。

　フォグは、ローレンが自分を慈いつくしんでくれていたのだと知ることができた。望まれて生まれてきたことを知った。愛情とともに育てられたことを知った。孤独ではないことを知った。

　ユヴィオールは違う。フォグたちとは違い、彼には何も与えられていない。

　作成された動どう機きは嫉しつ妬とと対抗心。愛情を注がれた記き憶おくも事実もなく、生はひたすらに孤独。

　ならばフォグは持つ者であり、ユヴィオールは持たざる者だ。この国に古来からはびこる階級社会と同じ、理不尽に横たわる生まれついての差だ。

　たとえるならば王族と貧民──同じ経けい験けんを経て育ったとしても、生まれ持った断絶は決して埋められない。持つ者の言葉はどんなに真しん摯しであっても持たざる者にとっては偽善的で傲ごう慢まんで、持たざる者の言葉はどんなに真剣であっても持つ者にとっては絵空事で他人ひと事ごとなのだ。

　しかし、それでも。

「たとえ……」

　フォグはユヴィオールを睨にらみ付けた。

　敵意ではなく、殺意ではなく、もっと別の激情で。

　自身の存在そのものを、感情に込めて。




「……たとえそうであったとしても、僕はあなたを打ち倒す」




　背後で戦いを見守っているアルトを一いち瞥べつした。

　彼女もまた、ユヴィオールと同じだ。生まれ落ちる前から呪のろわれ、生まれ落ちた瞬しゆん間かんから不幸を背負い、父親からは顧かえりみられず、ただの道具として扱われてきた。

　けれど彼女は、フォグとも同じなのだ。たとえ生まれがどんなものであろうと、未来を見据え、運命に負けず、他者の愛を求め、人として在ろうとした。

　そうだ。

　アルトがいる限り──彼女が自分を見ている限り、彼女が隣となりにいる限り。

「どんな生まれであろうと……大事なのはどう生きたか、どう生きるかです」

　フォグは、愛いとしい彼女に誇れる生き方をしなければならないのだ。

「賢さかしらに語るな！　何を偉そうに、ふざけるなあっ！」

　ユヴィオールの力が限界を超えて強くなる。

　だからフォグは唇を咬かみ『アイリスの十七番』の把とつ手てを握り込んだ。

　毒気が発生する。刀身が細かな振動を始める。

　父の開発した『億の剣騒コーンフイールド５』が、産声のような悲鳴を湾刀にあげさせる。

　黒い刀身そのものから発散されるものに加えて、周囲に満ちた高こう濃のう度どの毒気。それは術式を──アイリスの、ともすればローレンの想定以上に──超過稼か働どうさせた。

　ざくん、と。

　半透明の白はく刃じんが、根元から断ち切られる。

　鍔つば迫ぜり合あいに込められていた重さで、ふたりは身体からだを交こう錯さくさせた。

　折れた『アイリスの十八番』は、わずかに残った根元、刃区はまちでフォグの腕を浅く抉えぐる。

『アイリスの十七番』は、ユヴィオールの胸に深く突き立った後、ついに刀身の振動を支えきれなくなって柄つかから空中分解する。

「ぐ。……かふ」

　心しん臓ぞうを断ち切った感触があった。

　ユヴィオールの四肢から力が抜ける。

　がっくりと、フォグへもたれかかるように覆おおい被かぶさり、壊こわれた刀を取り落とす。

　その身体を受け止めながら目を閉じ、深く息を吐いた。

「ユヴィオール＝カタシェレティス」

　その名を──彼に名を付けた人は、果たしてどんな思いを込めたのだろうと思いながら。

　フォグは薄うすく笑えんで、体温の失われていく背を抱いた。

「煉れん獄ごくで、また会いましょう」
















　散々な有様だった王城も、ひと月を復旧作業に費やせばそれなりな形になる。

　あちこちに散らばった瓦が礫れき、半はん壊かいした外がい壁へき、城中にはびこっていた死の臭におい──すべてなかったことにとはいかないまでも、今や過去の惨状が噓うそのようだ。

　あんな酷ひどいことが起きたのだからこの城は捨ててどこか別の場所に新しく建て直せばいいのにとイオなどは吞気のんきに思うが、さすがにそうもいかないらしい。

　まあ、歴史を遡さかのぼってみればこの城は、堀が真まっ赤かに染まり王宮の回廊にずらりと生首が飾られるほどの戦乱に晒さらされたこともあるというし、格段気にするほどのことではないのかもしれない。もちろん、死んでいった人のことは決して忘れてはいけないけれど。




　とにかく、一カ月経たって、状況は随分と落ち着いてきた。




　混乱していた国政も、今はどうにかこうにか動いているらしい。議ぎ員いんの人数が大幅に減って政まつりごとが立ちゆかなくなる寸前だったのを、王弟殿下も含めた王族のご歴々が上手うまく事態を収拾させつつ、国外に対しても隙すきを与えずに乗り切ったそうだ。

　──実は話に聞いただけなので正直なところ具体的にどうなのかよくわかっていない。市民たちの暮らしはもはやいつも通りだし、それでいいや、と思う。

　王弟リチャードはユヴィオールに囚とらわれていたのを無事に救出された。

　王と王妃、王女を亡くしたせいで一時期は随分と落ち込んでいたが、状況がそれを許さない。幸か不幸か、彼の双そう肩けんに国家の未来がかかってしまったせいで──泣き暮らす暇もなく働くことで、悲しみと向き合っているようだ。

　イオはといえば、日常業務とは別に、そのリチャード殿下のお世話も務めている。

　とにかく人手が足りないそうだ。侍女メイド連中は大半があの騒そう動どうで逃げるか死んだかで、だからイオのように残っている女は貴重だった。それに加え『王族のお世話を経けい験けんしたことがあるから』という無む理り矢や理りな理由で、リチャードの担当にさせられてしまったのだ。

　やれ食事の準備だの、行事や外交や議会に際してのお着替えだの、寝室のお掃除だの、正直なところ目が回るほど忙しい。相手の身分が身分だから最初は緊きん張ちようしてがちがちになっていたが、今はもう随分と慣なれた。むしろ慣れすぎて困っている。

　王弟殿下──今となっては皇太子だ──というお立場を、最近は時々忘れそうになるくらいだ。ゆくゆくは王様になる人なのだから本当は視し線せんを交わすだけで畏おそれ多いはずなのに。

　イオだけのせいではない、と思う。

　そもそもフォグが普ふ段だん、気さくに殿下と軽口など叩たたき合っているのが悪い。

　アルトもアルトで、叔父おじ様叔父様と普通に話をしているのが悪い。

　殿下ご自身も「私は王位に就つく気はない」だの「この国はいずれ共和制に移行しようと思っているんだ」だの、よくよく考えたら一介の侍女メイドに聞かせるべきことでは全然ない重要なことを、さも世間話のようにしてくるから始末が悪かった。

　友達か何かにでもなったつもりだろうか。

　まあでも、そういうふうに接してくれるのは正直なところ、嬉うれしくてこそばゆい。

　先日など、一いつ緒しよに食事へ行かないかなどと言われた。以前街に出た時に入った喫茶店テイーハウスが懐なつかしく、再訪してみたいらしいのだ。まったく、からかっているのか。

　お互い平服でお忍びなら構いませんよ、と返事をしておいたが、さてどうなることか。

　本当にやりそうな気がする。どうか私まで王族の方に怒られませんように。




　そんなイオも、今日きようは久しぶりの休みである。

　何をしよう。しばらくお菓子も作っていなかったし、本も読んでいなかった。もちろんアルトのところへ遊びに行くのは最さい優ゆう先せんとして──そうだ、手紙を書かなければいけない。

　故郷に帰っている友人がいるのだ。

　十五年振りだと言っていた。ほとんど家出みたいなものだったから、情けなくて帰れないと随分渋っていた。その背中を押して送り出したのはイオだ。だからちゃんと着いているかどうか確かく認にんしたいし、故郷はどんなふうなのかも知りたい。

　出しゆつ立たつして半月近く。もういい加減着いている頃ころだろう。

　記き憶おくの中にある風景を思い出した。

　山肌に広がる草原。深い緑みどり色いろをした絨じゆう毯たん。

　その中に佇たたずむ、牧草と同じ色をした髪を長く風になびかせる、野性的で美しい女性──さぞ絵になるだろう。しかも子供の頃憧あこがれていた、純血の乱ラン族ぞくだ。

　どうせなら自分も帰郷してみればよかったかな、と少しだけ後悔する。

　けれど一緒に帰れば、ふたりで故郷に居着きたくなってしまうかもしれない。

　それはさすがに困る。

　だからここで待って、いずれ匍都ハイトに戻ってくる彼女を出迎えたいと思っている。
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　背丈ほどに高く積つまれた本の山は、読んでも読んでも片付く気配けはいがない。

　知っていることが書かれている部分は飛ばしているはずなのに、まさかここまで禁書や奇書、稀き覯こう本ぼんの類たぐいを蒐しゆう集しゆうしていたとは。ローレンの記憶にない知ち識しきなどこの世に存在しないと思っていたが、世界は想像以上に広く、深しん淵えんなようだ。

　読みかけの本を机に置き、フォグは凝こり固まっていた背筋を伸ばした。

　王城の五百米メートルほど南に位置する、王おう立りつ煉れん導どう院いん──通称、辺獄院リンボの建物である。

　かつてトリエラ＝メーヴが使っていた研究室で、最近は一日を過ごすことが多い。

　彼女の遺のこした資料をまるごと受け継いだのだ。

　遺した、というよりも、全部読み終わっていたから捨てていった、と形容する方が正しいのかもしれない。ここに通うのはただの追つい憶おくに過ぎないのだろう。だがそれでもやはりこれらの本は彼女の形見であって、友人である自分が役立てたいと思った。

　資料の山の中には書物の他ほかに手書きで記された研究結果などがあって、それらもまた、逐一が興きよう味み深ぶかい内容だった。大半はトリエラの筆跡で、時々別の人物のものも見受けられる。

　誰だれがそれを記したのか、フォグには察しが付いていた。供養になるなどとは思えないし正直なところ忌いま々いましくすらあるが──感情はどうあれ、すべて目を通すことにしている。

　ここを自分が使うのは順当でもあるだろう。

　頭の中にあるローレンの知ち識しきは、煉れん術じゆつ師しとしても煉れん術じゆつの研究者としても、国内外に比する者がいないほどにずば抜けている。今の、内乱後のどさくさに紛れて機き関かんに入り込んでいる状態から、いずれは辺獄院リンボの正式職しよく員いんとしてそれなりの待遇を与えられるはずだ。

　王属煉術師としての仕事も続くから兼任のことを考えると頭が痛くはある。もちろん、どちらともに自分のやりたいことであり、やるべきことなのだから文句のあろうはずもない。

　それにしても──いち騎き士しとして遊びに来ていた頃ころにはわからなかったけれど、さすがは辺獄院リンボ。国家機関ということで設備も充実していた。

　完全部外秘の重要機密で、煉れん禁きん術じゆつを扱うための施設も建物の奥にはある。

　フォグの成すべき研究はまさにその煉禁術の範はん囲いだから、正直なところありがたい。毒気をものともしない体質のお陰で、犠ぎ牲せい者しやも出なくて済む。




　取り組んでいるのは、ふたつ。

　ひとつは、魂を創成し、抜け殻の身体からだに定着させる方法。

　もうひとつは、煉れん獄ごくの毒気を恒常的に無害化する方法だった。




　まだまだ始めたばかりで完成にはほど遠いが、決して辿たどり着けない道ではない。

　いずれ──いや、近いうちに完成させてみせよう。できるはずだ。何せ自分はあのローレン＝エヌ＝コーンフィールドの息子むすこなのだから。

　ひと息ついていると、本の山の向こうで部へ屋やの扉が開く音が聞こえた。

　誰かはわかっている。

　ここに来るのは辺獄院リンボの職員とそれ以外では三人しかいなくて、うちふたり──というよりも、ひとりを除いた全員は、開ける前にちゃんと扉を叩たたいて誰何すいかしてくれるからだ。

　きっとまたいつものように、本を蹴け飛とばして山を崩してくれるのだろう。

　何の用かと尋きいても、どうせたいした用事はない。

　まったく、参ったことだ。

　心中で愚ぐ痴ちを吐きながらも、フォグの頰ほおは緩ゆるんでいる。

　机の向こうでばさばさと資料が倒れる音がして、緩んだ頰ははっきり破顔へと変わった。

「どうしたんですか？　今日きようは」
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　いざ手紙を書こうとしたら、便びん箋せんを切らしていることに気付いた。

　だから雑貨屋に出かけた。

　活気のある街並みは一カ月前の混乱が噓うそのようだ。

　城で働いている最中は、みんなが穏おだやかに暮らしているならそれでいいや、などと考えているくせに、いざ市民たちが優ゆう雅がにお茶など飲んだり買い物を楽しんだりなどしているのを見ると、少しは気を引ひき締しめればいいのに、と思ったりもする。

　まったく勝手なものだ──彼らも、自分も、それから国家も。

　企業は相も変わらず煉れん獄ごくの毒気で機き械かいを回していて、若い労働者たちの生命を使い捨てにしている。国は政治と経済を建て直すのに、その生産力に頼らざるを得ない。貴族たちは鼻持ちならない吞気のんきさで舞ぶ踏とう会かいに精を出し、灰はい色いろ街がいでは食うや食わずの貧民たちが泥ひばりで生計を立てている。どこに目を向けても歪ゆがみはあって、うんざりしてしまうほどだ。

　けれどやっぱりイオは、この国が好きだ。

　つらいことに目を向ければきりがない。厭いやなことばかりを見ていれば気が滅め入いる。だから大事なのは、楽しいこと、嬉うれしいこと、好きな物、好きな人。

　そういうものをたくさん持っていれば、そういうものが周りに沢たく山さんあれば、そういうものを見付けるのが上手うまければ──どこにいたってきっと幸せにやっていける。この国の仕組みそのものをぶち壊こわそうとしていたユヴィオールはたぶん、そういうものが何もない人だったんだろう。寂しいことだな、と微かすかに思った。

　曇どん天てんの空は憂ゆう鬱うつな灰色を見せている。

　これだって捉とらえ方かたによっては、涼しくていいではないか。

　そんなことを思いながら大通りを歩いていたイオの足が、

「……え」

　ふと止まる。

　雑踏に紛れて歩くひとりの少女が目に入ったのだ。

　しばし呆ぼう然ぜんとし、それから我に返って慌てて駆け寄る。

「あの……もし！」

　声をかける。

「はい？」

　振り返った。

　歳としの頃ころは十五、六か。細い手足にあどけない表情は、イオの知っているものと随分異なっている。けれどよくよく見ればやはり、目鼻立ちは同じだ。

「すいません、突然で不ぶ躾しつけですけども、お名前は？」

　はい、と頷うなずき、名乗ってくれた。

「やっぱり……」

　顔を輝かがやかせるイオを怪け訝げんそうに見上げ、少女は怖おず怖おずと切り出す。

「あの、私……この国に昨日きのう着いたばかりなんです」

「まあ、そうなの？　前はどちらに？」

「丁てい国こくです。孤児で、ずっと身寄りがなく暮らしてたの。でもこの国……匍都ハイトに生き別れの兄にいさんがいるって聞いたんです。だから会ってみたくなってしまって。兄さんには迷惑かもしれないけど、せめてひと目顔を見るだけでもと思って」

「お兄さんは匍都ハイトのどこにいるかわかるの？」

「お城勤めをしているそうです。お姉ねえさんは侍女メイドさんですか？　ひょっとしてお城の……？」

「そうよ。運がよかったわね、あなた」

　イオは破顔し、頷いた。

「案内してあげる。きっとお兄さんも喜ぶわ。それから、お友達も」

「お友達？」

「ええ。あなたのお友達になってくれるわ。同じくらいの歳の娘こがね、いるのよ」

　少女は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

　手を引いて歩き始めながら、イオの胸は弾んでいた。

　この娘にとってあの娘は初めて会う人のようだけど、あの娘にとってこの娘とは嬉うれしい再会になるはずだ。この娘の、滄そう海かいのような藍あい色いろの髪を見て──あの娘の、蒼そう穹きゆうのような青い瞳ひとみは、きっと空と海を繫つなぐ雨のような涙の滴しずくを浮かべるだろう。
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　予想通り、本の山を蹴け飛とばしながらアルトはやってきた。

　積つみ重なった資料の隙すき間まから顔をひょっこりと覗のぞかせて、楽しそうににこにこと笑えむ。

「どうしたんですか？　今日きようは」

　尋たずねると、単純明快な返答があった。

「お外に行きたいわ」

　返答というよりもむしろ、希望だ。

　それも拒否されることをまったく想定していない。

「お外って、街のことですか？」

「ええ。買い物がしたいの」

　やれやれ、とフォグは溜ため息いきを吐ついた。

「いいですけど、もう少し日が落ちてからです。そろそろアルトも市民に顔を覚えられ始めてますから……あまり日中に出歩くと目立ってしまいます」

　先の騒そう動どうを切っ掛けにして、第一王女アルテミシアの存在は内外へ明らかにされた。

　もちろん特異体質のことは伏せて、だ。

　病弱で公務に耐えられる身体からだではなかったため地方都市に住まう王族の許もとへ養女に出されていた──という表向きの発表がされた。死んだとされていたのは政治利用されることを恐れてのことで、王家が断絶する危き機きが出てきたので呼び戻すことにした、だそうだ。リチャードが考えたのだが、作り話としてはなかなかよくできている。

　他ほかにも、演えん劇げき作家でも雇ったのかというくらいに様々な設定がある。

　出歩くのに『イズス聖せい骸がい布ふ』が必要なことに対する言い訳は『肌が弱くて日に当たるだけで熱ねつを出すため、昼間でも外套コートを着込まなければならない』。人をあまり近寄らせないために『田舎いなかで育った内気な娘だからできるだけ刺し激げきしないでやって欲しい』。王宮ではなく城の離はなれに住まいを建てた理由として『豪華な暮らしは性に合わないと嫌いやがる』。

　他にも大小合わせて十近く。まったく恐れ入る。

　とはいえ、呆あきれるよりも感かん謝しやの方が先立つ。

　リチャードのこうした作り話はすべて、アルトを日の下に出すためのものだからだ。

　王族であることを隠したままでは城に住まうことはできない。だからといって体質のことまで表おもて沙ざ汰たにしてしまっては好奇の目に晒さらされる。ならばしばらくは病弱だという言い訳を上手うまく使いつつ、徐々に世間に慣なれさせていけばいいということだった。

　もちろん政治的な意図もあるだろう。ラエ王家直系の人間がリチャードひとりという状態ではいろいろと難むずかしい問題が出てくる。国王の跡継ぎを始めとして、他国王家に対する外交面での体面も。それらを回かい避ひするために第一王女が、置物としてでもいいから必要なのだ。

　が、それはあくまで最低限であり、基本的には叔父おじとして接してくれていた。政治の場に引っ張り出すなどという無茶むちやもしないはず。

　フォグにとって頭の痛い問題は、自じ重ちようする気がアルトにまったくないということである。

　死んでいたはずの第一王女が生きておりしかも目を見張るほどに美しくご成長なされている──というのは既に国民の噂うわさになっていて、最近は街に出るにも気を使う。『イズス聖骸布』を頭から着込んでいてもひそひそと噂をされることがあった。

　昔のように引きこもっていればいいものを、明るく好奇心旺おう盛せいな性格になりつつあるせいで街には出たがるし、病弱で人見知りという設定とはどんどんかけ離れていく。

　リチャードに相そう談だんしたら、一笑に付された。

　曰いわく、きみは急いで研究を完成させないといけないな。せめてアルテミシアの発する毒気だけでも無害化できるようにしなさい──。

　煉れん獄ごく学がくについて何も知らないのをいいことに、好き勝手言ってくれるものだ。

「どうして目立ってしまうの？　私が王女だから？」

　資料の山と山の間に手を突っ込み搔かき分けて、フォグの許もとへ到達する。

　机の上に頰ほお杖づえを突いて、フォグの顔を覗のぞき込んだ。

「そうですよ。そろそろ自覚を持ってください。王位継承権第二位なんですよ」

「厭いやよ。私、女王様になんてなりたくないわ。どうせリチャード叔父おじ様が王様になってくれるんでしょう？　私は好きにしていいって叔父様も言っていたわ」

「そういう問題じゃありませんよ……」

　困惑のあまり頭を搔いた。どうにもずれている。

「そもそもリチャード殿下が王位に就ついたら、お世継ぎが生まれない限り、アルトは王位継承権の第一位に格上げされるんですよ」

　ちなみに実は、アルトが女王にさせられる可能性はない。リチャードは瑩えい国こくを共和制国家にすべく水面下で動いている。恐らく彼が、瑩国最後の王となるだろう。

「お世継ぎ……？　そうだ！　だったら叔父様とイオ、結婚しないかしら」

「はあ？」

　──しまった。

　緊きん張ちよう感かんを持たせようと思って王位のことを話題にしたのが裏目に出たようだ。

「そうしたらお世継ぎも生まれるし、イオが私の家族になるわ」

「いや、最近確たしかに仲いいなって思うことはありますけど、さすがにそれは……」

「フォグは厭なの？」

「勘弁してくださいよ。僕はあの人のこと、王妃様だなんて呼びたくありません」

　ただでさえ薄うすい王家に対する敬意が、限りなく無に近付いてしまう。

「そう、いい案だと思ったんだけど」

　アルトは軽く唇を尖とがらせると、まあいいわ、と話題を戻す。

「お買い物に行きたい。本が欲しいの」

　言いながら、背に飛び乗るようにして抱きついてきた。

　最近どうにもこういう無邪気で無防備な接触が多い。

　こちらとしては赤面してしまうからやめて欲しいのだが──。

「どうしてまたそんなに、街へ行きたがるんです？」

「だって今日きようは何だか、いいことがある気がするのよ。街で誰だれかが待ってるような……」

「わかりましたよ、まったく。用意するから少し待っててください」

「うん！　ありがとう、フォグ！」




　歯切れよく頷うなずいて、姫君は少年の首をぎゅっと抱だき締しめる。

　少年は困った顔をして、それでも穏おだやかに微笑ほほえむ。

　銀ぎん色いろの髪はなだらかにふたりの頰ほおを撫なで、まるで川のせせらぎのように涼やかだった。

　立ち上る花の香りはふたりにとって心地ここちよく、まるで春の日差しのように優やさしかった。
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あとがき




『煉れん獄ごく姫ひめ』はこれで終わりです。

　読んでくださった皆様、どうもありがとうございました。




　最終巻ということで、少しばかり真面目まじめな話をします。

　このシリーズを始めたのは二〇一〇年の八月でした。身体からだに毒を帯びているせいで地下に閉じ込められているお姫様、というのは、当時の目で見るとよく言えばオーソドックス、悪く言えば少しばかり古くさい、自己分析としてはそんな感じだったと思います。

　話を詰めていく中で、その『身体に帯びている毒』が作品世界にとって重要なエネルギーでもある、という基本設定ができました。ヒロインの名前は『アルテミシア』にしました。ヨーロッパの女性名であり、ヨモギ属を意味する言葉でもあります。

　企画を立てた当時はどうということもないネーミングであり、設定でした。ちょっとだけ皮肉めいていて風ふう刺し的てきで、それが現実とファンタジー世界を上手うまく繫つなげてくれるのではないか、そんなふうに考えていました。

　しかし、三巻の刊行を控えていた二〇一一年の三月のことです。その「皮肉めいていて風刺的な設定」が、どうにもシリアスなものへと変わってしまいました。今でもまだ続いている災害のことです。このシリーズの設定と共通するものがある、あのエネルギーの話です。

　有あり体ていに言えば、この話を書き続けてもいいものかどうか、随分と迷いました。

　少なくとも今この時に、この物語を心から忌き憚たんなく楽しんでくれる人がどれだけいるのか疑問でした。せっかくの物語世界で厭いやなことを思い出させてしまっては申し訳ないなとずっと考えていました。もう途中で打ち切ってしまおうかと何度も思いました。

　正直なところ、執筆はつらかったです。とにかく書き進められず、毎巻毎巻締しめ切きりを破りに破り、それが最終巻まで続きました。

　ですが書き終わった今、書けてよかったと心から思います。

　意図せずタイミングの悪い話になってしまったからこそ、自分が今持っているすべてを込めました。たとえ読んでくれた誰だれかが気を悪くしても、とにかく書きあげようと必死になりました。書き終わった今でもやっぱりタイミングが悪いなあという気持ちはありますが──結果、出来としては十年後に読み返しても誇れるものになってくれたという自負があります。いや、単に書き上がったテンションが見せる一時の気の迷いかもしれませんけど。




　とにかく締切を破り続けたせいでどうしようもなくご苦労をおかけしてしまった、関係者様すべてにお詫わびと、それからお礼を言わせてください。

　担当編へん集しゅうの佐さ藤とうさん。付き合ってくださって本当にありがとうございます。

　イラストを担当してくださったｋａｙａ８さん。あなたの描くアルトやフォグたちだったから、僕は最後まで書くことができました。キャラクターに命を与えてくださってありがとうございます。ご迷惑でなければ、またいつかご一いつ緒しよさせてください。

　校こう閲えつさん、デザイナーさん、それから出版に関して動いてくださったアスキー・メディアワークス各部署の皆様。もはや土下座をして頭を地面に埋め込んでもまだ頭が高い状況で言葉もありませんが、本当にありがとうございました。

　そして何より、読者の皆様へ。

　最後まで書かせてくれてありがとうございました。何だかんだと僕が思い悩んでも、そもそも本がある程度売れなければシリーズは続きません。最後まで続けられたということはつまり、皆さんが本を買ってくれたお陰です。

　感かん謝しやしてもし足りません。ありがとうございます。愛しています。




　次のシリーズは現在企画中です。現代を舞ぶ台たいにしたお話になりそうです。

　今年ことしの上半期……までに出せるといいな。

　もしよかったら引き続き、ご愛あい顧このほどをよろしくお願ねがいします。





藤ふじ原わら 祐ゆう



























藤ふじ原わら 祐ゆう

写真は花。本当はヒロインの名前と同じ『アルテミシア』──ヨモギの写真にしようかと思ったのですが、ヨモギの花ってあまり写真映えしないんですよね……。ともあれシリーズ完結です。ご愛読くださった皆さん、どうもありがとうございました。
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イラスト／kaya8

我が家の愛鳥・ピー太くん、今年で10回目の冬を迎えております。まだまだ長生きしてね。毎回悩むここの紹介文…鳥の話ばっかりでごめんなさい！










煉れん獄ごく姫ひめ 六ろく幕まく








藤ふじ原わら　祐ゆう
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